
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人生の絶頂期というものがあるなら、俺にとってのそれは、間違いなく中学の卒業式が終わってから数時間後に訪れた。

　その日、二年近く片思いをしていた相手に告白し、ＯＫの返事をもらった。

　それはもう嬉うれしいどころの話ではなく、帰宅後にずっとニヤついていた俺を見て母親が心配し、相談を受けた姉さんが「何か辛いことでもあった？」と泣きそうな顔で部屋に入ってきたくらいだ。

　彼女いない歴がそのまま人生の長さだった俺に、彼女ができた。

　しかも高校まで同じところに進学が決まっているのだから、人生はバラ色が約束されたようなものだった。

　──しかし入学して数日で、どうやらそう甘くもないらしいと気がつき始めた。

　同じクラスになれたというのに彼女とはほとんど話せておらず、ＳＮＳでのやりとりもなかった。

　だから久しぶりに、今日の朝メッセージの着信表示に気づいたときは、遅れてバラ色の高校生活が始まったのかとそわそわして落ち着かなかった。




『今日早めに教室来れる？』

『学校で話したいことがあるんだけど、目立たない場所ってどこかあるかな』




　目立たない場所。俺も入学したばかりなのでとっさには思い当たらず、学校に着いてから彼女の思いつきで、屋上に続く階段の踊り場までやってきた。

　朝からこんなところに来る生徒はもちろんいなくて、声が響かないように気をつけさえすれば、目立たずに二人になれるような場所だった。

　彼氏彼女がこういう場所を密会──内緒話に使うのかと想像すると、急速に鼓動が速まり始める。

「朝からごめんね、連絡したの気づいてくれてよかった。しばらく話せてなかったよね」

「そ、それは、全然大丈夫だけど……」

　目の前にいる、信じられないほどサラサラした髪をサイドテールにした超美少女が、俺の彼女のはずなのだが。

　いまだに現実感がないし、何かここに来てから、無性に不安になってきている。

　何なんだろう、この落ち着かなさは。悪い予感が当たりやすい人生を送ってきたという事実が思い切り不安を煽あおる。

「ほら、私先週の金曜早退しちゃったでしょ。ナギ君に授業のことで相談したくて……五限目の数学の課題ってやってある？」

　ナギ君──その呼び方も『薙なぎ人と』という名前から、付き合い始めたあとにあだ名としてつけられたものだ。中学時代は千せん田だ君と呼ばれていて、今よりずっと他人行儀だった。他人だったのだから当然だが。

「ナギ君？　どうしたの、ぼーっとして」

「あ、ああ、ごめん。えっと、課題ならやってあるよ」

「ほんと？　良かったー、まだ他の中学から来た子とかには相談しにくくて。ほら、仕事で休んどいて勉強ついてけないとか、この子なんでうちの高校来たの？　って思われちゃいそうでちょっとね」

「それは、確かに……」

　屋上に続く階段の踊り場。『彼女』が選んだこんな人気のない場所に連れてこられたら、おいおい、朝から積極的だなとか、土日の間話せなくて辛かったとか、浮かれたことばかりが頭を埋めてしまうものだろう。

　しかし、俺が拙い受け答えしかできていないのは、浮かれているからというだけじゃない。本気で緊張してしまっているのだ。

　目の前にいるのは、テレビを通して見るときとまったく変わらない『霧きり谷たに乃の亜あ』──そう、彼女は紛まがうことなき芸能人なのだ。

　中学時代のドラマ出演を経て、全国区の知名度を得ている人気者。

　本名は芸名とは違っていて『朝あさ谷たに霧きり』という。

　彼女は中学二年のときに俺と同じ学校に転校してきた。芸能人として有名になったのは三年になってからだが、二年のうちから可か愛わいいということで噂うわさになっていた。

　初めて彼女を見たとき髪はショートボブで、活発で人当たりが良い女の子という印象だった。ほんの少しの接点で好意を持ってしまうくらい、自分でも生まれて初めてというほど惹ひきつけられた。

　そんな最初の頃のことを思い返している俺は、やはりショックを受けているんだろう。これは、恋が終わるときに見る走馬灯なのかもしれない。




「やっぱりこういうとき、頼りになるのはナギ君みたいな同おな中ちゆうの友達だよね」




　──終わった。こんな一言で、けれどはっきりと、明確に、恋は潰ついえた。

　告白してＯＫされたのに、『彼氏』ではなく『友達』に変わったりするものなのか。そんなきっかけがどこにあったかと言われたら、あらゆることがそうだったように思えてきてしまう。

「さっきの授業もありがとね、当てられちゃったのに助けてくれて。隣の席がナギ君でよかった」

「それくらいなら全然、その、当然っていうか……」

「えへへ、ありがと。持つべきものは友達だね」

　また『友達』と言われて、それを否定できない。

　彼女には全然悪気がないように見えて、それがますます俺を追い詰める。

　あの卒業の日の告白は、夢だったんじゃないか──いや、本当の俺はまだ中学生で、事故にでも遭ってずっと目覚めずにいるんじゃないだろうか。

　現実逃避もいいところだと分かっている。なぜ『友達』の扱いになっているのか、その理由を彼女に聞くこともできない。

　春休みを挟んで高校に入ってみたら、次第に目が覚めて現実が見えてきたのか。

　あの場はとりあえずＯＫしたものの、やっぱり付き合うのはＮＧになったのか。

「ねえ、ナギ君は新しい友達ってできた？」

　この会話の先にあるものが何なのか、それが嫌でも想像できてしまう。けれど、踊り場から一段階段を下りたところで朝谷さんが見上げているから、俺は追い詰められた形で逃げることもできない。

「一応、周りのやつと昼飯一緒したりはするけど……」

「あ、私も。もうクラスの中でグループできてるから、そのうちの一つに入れてもらえたの。友達できるかな計画、おたがい大丈夫そうだね」

「ど、どうだろう……」

　いずれ、朝谷さんと一緒に弁当を食べられる日が来るかもしれないとか。朝谷さんが弁当を作って来ようか？　なんて言ってくれたりとか。そうでなくても、俺が弁当を作るというのでもいい、こういうときうちの姉はウザいくらいに協力してくれる。

　そんな想像がすべて、泡みたいに弾けて消えていく。バラ色の未来が色を失っていく。

　俺たちが彼氏彼女として過ごせる可能性は、今日より前になくなっていた。俺はそれに今まで気づかなくて、現実を受け入れられずにいるだけだ。

「ナギ君も友達できたら忙しくなっちゃいそうだけど、また勉強教えてって言っても、できれば邪険にしないでね」

　邪険になんてするわけがない。させてもらえるような身分じゃない。

　新入生の中でも最も目立つ、いわばカースト最上位の彼女と、一般人の俺。こうやって話しているところを見られないようにしているのも、彼女に迷惑をかけないようにというのが大きかった。

「あ、もうそろそろ行かなきゃ。ごめんね、わざわざこんな用事で来てもらって」

「あ、ああ。ノートは教室に帰ったら渡すよ」

　隣の席で渡しやすいとはいっても、彼女は常に注目されている。クラスにも朝谷さんのファンがいて、彼女を見ると露骨に態度がおかしくなったりするくらいだ──それはそうだ、俺は有名になる前の朝谷さんを知っているが、同中以外の生徒にとっては芸能人の『霧谷乃亜』なのだから。

「……ねえ、ナギ君」

「えっ……な、何？」

　このまま先に行ってしまうのだろうと思ったが、朝谷さんはそうせずに、俺を見上げていた。

　一瞬だけ、その表情がいつものように明るいだけじゃないように見えて──それは本当に、ほんの一瞬で。

「新しい彼女できたら、良かったら教えてね」

　そう言って、小さく手を振って、朝谷さんは階段を下りていった。

　彼女が告白を有う耶や無む耶やにしたとか、『彼氏』というふうには俺を見られなかったとか、そういうことの方がまだ望みは持てた。

「……やっぱり俺、フラれたんじゃねえか」

　普段の俺は、敬語は使わない。朝谷さんに対しては、中学の頃からずっと敬語で──その他人行儀な振る舞いから、付き合い始めてから終わりまで脱却できなかった。

　フラれて当たり前だ。憧ればかりが先走って、好きだというだけで何とかなると思っていた。付き合ってからいろいろ分かるものなんだと、行動せずに期待だけ膨らませていた。

『彼女』ですらなかったというのは、朝谷さん自身が否定したようなものだ。俺のことを彼氏だと思ったことすらなかったのなら『新しい彼女』なんてわざわざ言わない。

　じゃあ俺はやっぱり、朝谷さんが自分のことを俺の彼女だと思ってるうちに、彼氏としてふさわしいことをできなくて、それでフラれたというわけで。

　なぜダメだったのかを教えてくれとか、そんなふうにみっともなく縋すがりついたら、元彼氏どころか、視界に入れるのも忌々しい存在にまで落ちてしまう。

「ぐぁぁ、死にたい……」

　全身から力が抜けるような気分で、階段を数段下りたところでその場に座り込んだ。

　下の階からは、登校してきた皆のガヤが大きくなってきている。けれど予鈴が鳴るギリギリまで、この場を動く気になれなかった。

　朝谷さんとＳＮＳでメッセージのやりとりはできるし、ノートを貸すという約束もあるから繋つながりが完全に切れているわけじゃない。

　しかし席替えがあるので、席が離れれば必然的に話す機会も減る。忙しい彼女にメッセージを送って煩わせるとか、そういうのは絶対駄目だ。

　そうやってちょっとずつ疎遠になって、フェードアウトしていく。そうしたら、俺は彼女を好きになったことも、付き合えたと思った幸せも忘れていけるんだろうか。

「……ん」

　スマホが震えて、メッセージが届く。さっき別れたばかりの朝谷さんからだ。

『そろそろ戻ってこないと先生来ちゃうよ～。私が代返しとこうか？』

「いや、バレバレだろ……っ」

　こんな冗談めいたメッセージを送ってくるあたり、朝谷さんの中では俺をフッたことは特にヘビーな出来事じゃない。これから一年同じクラスなのだから、それは俺としては助かる。胸に刺さったトゲのような痛みは無視するとして。

　俺は立ち上がり、階段を駆け下りていく。時間ギリギリで教室に滑り込んだ俺を見て、朝谷さんは『友達』の顔で笑ってくれるんだろうと思いながら。




　　　　◆◇◆




　なんとか担任が来るまでに教室に戻ってきて、自分の席に座る。

「あはは、ナギ君すごい汗。ごめんね急がせちゃって」

「だ、大丈夫……俺が悠長にしすぎただけだから」

　朝谷さんと話していると、やはりチクチクと刺さる視線を感じる。

　入学当初からなので慣れてはいるが、「なんであの霧谷乃亜と冴さえない男子が仲良いの？」という目で見られてしまうのだ。男子も女子も、少なくない人数がそう思っているらしい。

　昼飯仲間として話すようになった二人も「朝谷さんって住む世界違うよな」「なんでこの学校来たのかな」と、気になっている様子だった。

　その二人に「実は俺、朝谷さんと付き合ってるんだ」とか言わなくて良かったと心から思う。もし言っていたら、高確率で俺の妄想だと思われただろう。同情の視線で見られていたのは想像に難くない。

　俺もこんなにあっさりフラれるなんて、夢にも──多少はそうなるかもしれないと思ってはいたものの、それが今日だとは思ってなかった。

　この教室で、朝谷さんの座っている右側を見たのは何度くらいだろう。真正面どころか横顔を見ることさえ、恐れ多いと思っていた。

　今日の終わりのＳＨＲは延長される予定で、その時間に席替えがある。フラれたその日に席が替わるというのも、いいのか悪いのかという巡り合わせだ。

　席が替わっても同じクラスなのは変わりない。朝谷さんが同じ教室にいること、彼女の姿を見ることに少しでも慣れなくては──そう思って、右横を見たとき。

「っ……あ、朝谷さん？」

　朝谷さんがこっちを見ていて、手を伸ばしてきていた──何かと思ったら、ウェットシートのようなものを手に持っている。

「ちょっと汗かいてたから、拭いてあげようかと思って。シート使う？」

「い、いや、もらうのは悪いし……」

「遠慮しなくていいよ、男子でも使えると思うし」

「あ、ありがとう……」

　そう言われても、受け取った汗拭きシートは見るからに甘いというか、女子向けの香りがする。

　彼氏ではなく友達という間柄で、こんなに甲斐かい甲斐がいしくしてくれるものなのだろうか。

　もっとも、一応『彼氏』として認識されていたらしい今までも、一度もこんなことはなかった。季節柄汗をかかないというのもあるが。

（……最後だからってことか。フラれたし、席も替わるし、恨みっこなしということで……いや恨んではいないが……）

　自分の卑屈さが嫌になってくる。汗拭きシート一枚でやるせないほど葛藤している。

　こんなことでやっぱり好きだと思ってしまう。それはそうだ、俺が彼女を嫌いになったわけじゃないし、彼氏としては見られないという結果になっても、憧れは消えない。

　それでも忘れるしかない。忘れる、忘れろ、忘れた──そう自分に言い聞かせ、シートで汗を拭く。

「首のとこも拭いておいた方がいいよ、こうやって」

「っ……あ、朝谷さんっ……」

　朝谷さんは自分の分もシートを取り出すと、サイドテールをかきあげて首筋を拭く。襟元もサッと拭いていたが、一番後ろの席だからといって、大胆すぎやしないかとこちらが焦ってしまう。

「はぁ、結構さっぱりするね。私、これと似たやつのＷＥＢ限定ＣＭに出るんだよ。試供品もらったのに、他社の商品使っちゃった」
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「は、はは……すごいね、ＣＭなんて」

「ほんとにー？　ほんとにすごいと思ってる？　ナギ君、私の仕事って全然興味ないもんねー」

　──ないわけがない。むしろ、俺は紛うことなき『霧谷乃亜』のファンだ。

　しかしファンだから告白したわけじゃなく、あくまで好きになったのは学校で見る朝谷さんだ。それを誤解されたくなくて、彼女の出るドラマを見ていることなども、言えずにここまで来てしまった。

「……でも、ナギ君がそういう人だから安心できるっていうのはあるんだけどね」

　学校では『霧谷乃亜』として扱ってもらいたくないと、彼女はクラスの女子に早いうちから頼んでいた。

　しかし今の話だと、俺が彼女の芸能人としての活動を応援していると素直に言った方が、喜んでくれたんじゃないかと思える。

　今からでも遅くは──いや、言っても困らせるだけだ。

　安心できると言ってもらった以上は、大それたことは望まない。彼氏に復帰できるなんて期待を持ってはいけない。それくらいの潔さは、俺にだってある。

「そのＣＭは、公開されたら俺も見るよ」

「……偶然見ちゃったら仕方ないけど、自分から見るのは禁止ね？」

「え……」

　やっぱり俺には見られたくないのか。そう思って凹へこみかけるが、ずっと悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべていた朝谷さんが、恥ずかしそうに頬ほおを押さえる。

「だって、ＣＭのセリフとか知ってる人に聞かれるの恥ずかしいし……」

　その恥じらう仕草に心臓を撃ち抜かれ──てはいけない、俺はもうフラれたんだから。

　彼女のファンとしては心臓がなくなるくらいに興奮してしまっているが、ミーハーとは思われたくないので、必死で緩みそうな頬を引き締める。

「そ、そうだ、これ……」

「ん、ありがと。昼休みのうちには返すね」

　課題を見せてほしいと言われていたのを覚えていたので、ノートを渡す。せっかく清涼感があるシートだったのに、興奮してまた汗をかいてしまうところだった。そんなことで、どうやって朝谷さんにフラれたことを忘れられるというのか。

「……あ。ちょっと見られちゃったかな？」

「だ、大丈夫だと思うけど……」

　朝谷さんは、廊下側の席に座っている一人の女子を見ている。

　新入生代表として挨拶をした、鷹たか音ねという生徒。

　その名前はこの学校のカースト最上位に君臨するだろう彼女にあまりに似合っていて、整いすぎた容姿とモデルのような長身もあいまって、代表挨拶の最後に名乗ったときから印象に残っていた。

　朝谷さんと鷹音さん、違うタイプの美少女が同じクラスにいる。それで男子たちの中にはどちらにしようかと目移りしているやつもいて、お前じゃ全然釣り合わないと突っ込まれていた。朝谷さんと釣り合わない俺にも刺さるのだが。

「…………」

　その鷹音さんが、少しの間こちらを見ていた。ノートを貸すところを見られたりしていたとしたら、不真面目なことをしていると思われたかもしれない。

　鷹音さんは何も言わずに前を向く。前の席の女子に話しかけられていたが、特にこちらのことを話してる様子はなかった。

「鷹音さん、すごく可愛い子だよね。北きた中ちゆうで生徒会長やってたんだって」

　自己紹介ではそこまで話していなかったので、生徒会長というのは初耳だ。教室の前に立つだけでクラスの空気が変わるくらい雰囲気があって、俺もそれに呑のまれていた。

　それにしても朝谷さんとはタイプがまったく違うのに『すごく可愛い』ということは、朝谷さんも鷹音さんのクールな振る舞いに憧れるということだろうか。クールというのは自己紹介のときの淡々とした口調から思ったことで、実際どうなのかはわからないが。

「ナギ君は見たことある？　鷹音さん、毎日学校来た時に『挨拶参り』されちゃってるんだって」

「え……そ、そんな物騒なことが学校で？」

「あはは、お礼参りとかじゃなくて、挨拶に来てる人たちがいるってこと。大変だよね、鷹音さん背が高いから、遠目にもすぐに分かっちゃうし」

　そういえば、そんな話をチラッと聞いた──というか、実際に見かけた。

　このあたりの地域では有数の進学校とされているうちの高校だが、二年、三年と進級するにつれてはっちゃけていく生徒は少なからずいて、校則ギリギリの範囲で髪を染めて、耳にピアスの穴を空けているような人もいる。

　そういった上級生に、鷹音さんが声をかけられていた。登校中の人が多い中なので、俺も何ができるというわけでもなかったのだが──どんなやりとりをしているか聞き耳を立てたりしたら、それこそ不審に思われるし。

「あんまり大変だったら先生に言ったりとか、うちの学校の掲示板で悩み相談するっていう手もあるけどね。ナギ君は見た？」

「あ、ああ。一度はログインするようにって言われてたから」

「やっぱり学校の掲示板だから、みんな真面目な話してたね。部活の募集が今は一番賑にぎわってたけど」

　朝谷さんは学校に来ない日もしばしばあるだろうから、困った時に相談できるような場所として掲示板に興味を持ったのだろうか。

　俺でも良ければ相談に乗るよ、なんてサラリと言えればと思いながら、言葉にできない。俺の方こそ、掲示板で悩み相談したいくらいだ。匿名の先輩方が人生相談に乗ってくれるのかは、まだ詳しく見てないのでわからないが。

　そのうちに担任の先生が入ってくる──まだ若い先生だが、風格はベテランというか、忌き憚たんなく言って姉御という雰囲気だ。この学校の教師生活はそんなにやさぐれるものなのだろうか。

「みんなおはよう。今日も全員揃そろって何よりです。今日は先週言ってた通り、帰りのホームルームで席替えをします。どうしてもこの席がいいって場合は、各自根回ししておくこと。先生からは以上です。えーと、クラス委員は水曜日に決めるので、それまではそこの君、朝あさ倉くらくん。号令お願いします」

「は、はい。きりーつ」

　先生が一気に連絡事項をまくし立てたあと、授業前の五分休みで教室がにわかに賑やかになる。

　あまり見たりするのは良くないと思ったが、鷹音さんの方を何となく見やる。すると彼女は、教室を出ていく先生を見ていた。

「…………」

　何か話したいことでもあったのだろうか。朝谷さんの言っていた『挨拶参り』について、先生に相談したいとか──と、勝手にそんな心配をするのはよくない。

「乃亜ちゃん、昨日テレビ出てるの見たよー。あれって番宣ってやつ？」

「うん、そんな感じ……あ、でもそっちの名前で呼ぶのは学校ではＮＧね」

「ごめんごめん。でもうちのＴＬでもめっちゃ盛り上がってたよ、リュウトくんも出てたし」

　リュウト──確か、深ふか川がわ瑠りゆう都とという名前の若手俳優だったか。朝谷さんは主演ではないが、準主演クラスということで、二人で番宣していたみたいだった。

　バラエティ番組では朝谷さんは天然キャラと言われているが、俺と話す時の彼女はそうでもないように思う。

　気まぐれで掴つかみどころのない、けれど時々こちらを向いてくれる──まさに、俺にとっての猫のイメージそのものだ。うちの飼い猫も未いまだに俺にはなつかず、たまに寄ってくることがあったかと思えばおやつをねだっているだけだったりして、だがそれが可愛いから困ったものだ。

「リュウトくんと一緒でも全然緊張してなかったよね、朝谷さん」

「二人とも同じチームで息ピッタリだったから……ねえ？　その、何ていうか」

「あはは、ネットの記事は信じちゃ駄目だよ。深川さんは仕事場で彼女は作らないって言ってたしね」

「えー、そうなんだ。朝谷さんくらい可愛い人なら……ってみんな言ってたよ」

　朝谷さんは軽く笑って受け流す。それを聞いて安心しながら、いつか本当の交際報道が出たりしてしまったとき、俺はどう受け止めるだろうかと思う。

　考えているうちに、朝谷さんの周りに集まっていた女子たちが急に声のトーンを落とした。それでも隣の席に座っているので聞き取れてしまう。

「朝谷さんって、隣の席の……えっと……」

「千田くんでしょ。名前くらい覚えてあげなよ、かわいそー」

「ごめんごめん。で、その千田くんと、同中だったんだよね。それで仲いいの？」

　探りを入れられている──朝谷さんが俺と話すことがあるというのは、やはり違和感があると思われている。

「うん、中二のときから知り合いなんだ。そうだよね、千田くん」

「あ、ああ……」

「同中ならしゃべることもあるよね、それは」

「えーなにそれ。そんな言い方したら千田くんに悪いじゃん」

　ずけずけと無神経に言ってくれる──だがそれよりも、『友達』と『知り合い』はほぼ同じ意味なのか、それとも皆の手前、そういう言い方にしたのか。そちらの方が気になってしまう。

　女子たちが席に戻っていったあと、朝谷さんはスマホを机の下で触っているみたいだった──誰かに連絡してるのだろうか。

　そう思っていると、机の横にかけたバッグの外ポケットに入れていたスマホが震えた。

『ごめんね、知り合いなんて言っちゃって。あの子たち大げさに話を広げちゃいそうだから』

　言っていることと、思っていることは違う。そう分かっていても、こんなにジェットコースターのように感情を揺さぶられたら目眩めまいがしてきてしまう。

『気にしないでいいよ』

　そっけなく見えるかもしれないと思いながらも、そんな返事をするくらいで、今の俺にはいっぱいいっぱいだった。

　本当に、俺は朝谷さんのことが何も分からないままだ。気まぐれで、掴みどころがなくて──けれどやっぱり可愛い。やはり俺とは釣り合わない、そんな美少女だということ以外は。
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　午前の授業が終わると、昼飯で購買を利用する生徒はすでに争奪戦の厳しさを知っているのでダッシュで教室を出ていき、学食グループもその後に続く。

　俺はというと、一緒に昼飯を食べることになっている二人が学食に行ってみたいと言うので、どんなものかと様子を見に来た。うちの高校は生徒の半分くらいが学食を利用するそうで、結構な賑わいだ。

「これが碧へき桜おう名物の唐揚げ丼……一日二十食限定なのに、意外と頼めるもんだな」

「新入生に優しくしてくれてるんじゃないかな？　上級生の人が頼んでなかったし」

　見るからに腹ペコのツンツン頭が高たか寺でらといい、もう一人の小柄で顔が整っているのが荻おぎ島しまという。三人とも中学は違うが、入学初日の昼に何となく目が合い、何となく一緒に飯を食っている。

「千田、どこ座る？」

「こっちの席は？」

「お、いいねえ」

　広い学食の中心の方というのは落ち着かないので、窓際に並べられているテーブルの一つに目をつけて座る。

　そして食べ始めようというときに──高寺と荻島は、揃って俺を真面目な顔で見てくる。

「な、なんだ……？」

「いや、先週は言うても知り合ったばっかで聞きにくかったけどさ、荻島がやっぱり気になるっていうから」

「えー、気になって寝れないとか言ってたのそっちじゃん。俺のせいにしないでよ」

「ああ……やっぱり気になるのか、その……」

　名前を口にしようとするだけで胸がモヤッとする。我ながら、まだ全然気持ちが切り替えられていない。

「俺と朝谷さんが、同じ中学だったっていう話だろ」

「いやーだってさ、住む世界違うじゃん？　なのになんか、今日の朝だって仲良くてさ」

　やはり見られていたか、と冷や汗が背中を伝う。フラれたと正直に言うのは厳しすぎるので、ここは何とか言わずに乗り切りたい。

「うちのクラスもそうだけど、やっぱり本物の芸能人がいるって思うと気になっちゃうよね。テレビとか見てても普通に出てるしさ、自分まで優越感覚えちゃったりして」

「あー、あるある。俺なんてもう何度か『のありん』の名前で検索とかして、ファンに同じクラスって言いたい気持ちを抑えてるし」

「そ、その、何というか……『のありん』は、本人は気に入ってないみたいだけどな」

「マジで？　それは結構ファンには衝撃だな……じゃあこれからどうやって呼べばいいんだよ」

「高寺はにわかでしょ。違う芸能人のファンって言ってたじゃん」

「うぐっ……い、いつからでもファンはファンなんだよ。一秒前からでもな」

　ＳＮＳでの発言を見る限り、高寺は結構アイドル好きだ。こんなことを言ってはいるが、霧谷乃亜と同じクラスになったということはまったく触れてないので、そこは安心して見ていられる。

　ネットではアイドルとして扱われがちだが、朝谷さん自身はあまりそう見られるのは嬉しくないみたいだった。それについては、そのうちやんわりと高寺に教えた方がいいだろう。

「あー、俺が千田だったら、同じ高校来たって時点でなんかいけんじゃね？　って思ってるとこだよ。それも隣の席スタートとか恵まれすぎだし」

　思わずむせそうになるようなことを言ってくれる。しかし事情を話せない俺が悪いのであって、高寺に悪気はない。

「ま、同じクラスってだけで俺たちは一般人だけどな」

「わぁ、いきなり冷めたこと言ってる。高寺がうちの学校受かったの、ようやく納得できたかも」

「受験の時に詰め込んだもんなんて春休みでほぼ忘れたけどな。おまえら二人を頼りにしてるぜ、いろんな意味で」

「いや、おまえも頑張れよ」

「あ、千田くんって結構鋭くツッコむタイプなんだ。ボケ二人にツッコミ一人ならバランスいいね」

「何の話だ……もうええわ」

　一応ツッコミの役目を果たしてやると、二人はやたら楽しそうだった。彼らも先週は大人しかったが、徐々に素が出てきたようだ。

（……ん？）

　高寺と荻島の話題はゲームの話に移っていたが、後ろのテーブルからの話し声が耳に入ってきて、思わずそちらに意識が向く。

「なんだそれ、鷹音希のぞみってうちの部に入るんじゃなかったのかよ？」

「いや、それが高校では勉強に集中したいとか言っててさ……」

「じゃあ、北中の奴やつに勧誘させろよ。二年の女子、何人かいたろ」

「ああ、それいいかも。ちょっと連絡しとくわ」

　テニス部の上級生が二人、鷹音さんの勧誘について話している。

　鷹音さんは自己紹介でもテニスをやっていたとは言わなかった。それは、高校でテニスを続ける気がなかったからということだろうか。

　上級生たちは見るからに機嫌が良くなく、それが高寺と荻島にも伝わって、二人が声のボリュームを落として言う。

「なあ、向こうの人らガラ悪くね？」

「テニス部みたいだけど、ちょっと怖い人もいるみたいだよ」

　入学から一ヶ月は部活を選ぶ期間なので、荻島はいろいろと下調べをしているそうだった。それでテニス部のことも聞いたのだろう。

　上級生二人の話は続いている。聞き耳を立てなくても、学食の喧けん騒そうの中で聞こえるように話しているから、否いや応おうなく聞こえてしまう。

「今日の朝なんて取り付く島もないってやつでさ、スタスタ歩いて行っちゃって」

「じゃあ俺が話してみるわ、今日の帰りに」

「え、マジで？　俺も行こうかな、リベンジしたいし」

「リベンジとか言ってんじゃねーよ、希ちゃんが怖がるだろ」

　上級生が席を立つ──歩いていくところが見えたが、二人とも二年のようだ。

　鷹音さんは一年の中で際立っている存在だ。それでも、こんなに部活の勧誘攻勢をかけられたりするのは、実際に目にしてみると行き過ぎのように思える。

　それに、何か嫌な予感がする。鷹音さんを女子テニス部に入れたい理由は、あの男子たちが彼女との接点が欲しいからなんじゃないだろうか。

「ん、どした？　大丈夫？　唐揚げ食う？」

「鷹音さんも大変だね、あんなに勧誘されちゃって。ていうか、下心が出ちゃってるし」

「……やっぱりそう思うか？」

「おーい、俺あんまりよく聞こえなかったんだけど？　仲間外れは寂しいぞ？」

　高寺の平和そうな顔を見ていると、同じクラスの鷹音さんがピンチかもしれないとはとてもじゃないが言いづらかった。
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　教室に戻ってきたあと、授業が始まる前に朝谷さんはノートを返してくれた。

『ナギ君、これ。すごく分かりやすかった』

『あ、ああ……ありがとう』

『もー、何お礼言ってんの。私の方がありがとうだよ』

　楽しそうに笑う朝谷さん。俺が受け取ったノートを少し見ていたような気がしたが、多分気のせいだろう。

　授業時間は過ぎていく。朝谷さんと隣の席でいられる時間が、終わろうとしている。

　五限が終わり、六限が終わって──帰りのホームルームの時間。席替えのクジ箱を持って、先生が教室に入ってきた。

「前の席がいいっていう子は二人ね。その席を他の子が引いたらもう一回クジ引き直しで、そっちの列から一人ずつどうぞ」

　一人ずつクジを引いて、黒板に描かれた座席表に名前が書き込まれていく。

　俺は窓際から二列目の一番後ろ。朝谷さんは、廊下側の前の方──今までよりも大きく席が離れた。

　高寺と荻島も前の方に座っている。他にも同中の知り合いがクラスに一人だけいるが、俺とは離れた位置に座った。

　最後から二番目にクジを引いたのは鷹音さんだった。彼女はクジを広げて見ると先生に番号を伝えて──こちらを見やる。

「…………」

　俺も彼女を見ていたので、目が合う──しかしそれも一瞬のことで、彼女は何事もなかったかのように、俺の左斜め前に座った。

　窓から差し込む日差しが、背中に届く長さの鷹音さんの髪を輝かせる。光が流れるようで、後ろ姿だけでも絵になると思わされる。

　同じクラスにいるのに、明確に壁があって隔てられている。そういう人がこのクラスには二人もいる。

　俺の左隣に座ったのは渡辺わたなべさんという女子で、確か朝谷さんと同じグループだった。朝谷さんを除くグループの三人がやってきて、一番いい席で羨ましいとか、代わってほしいとか、そんなことを言われている。

「これで全員の席が決まり、と。もしどうしても替えたいときは先生に相談に来てください。そういうもろもろの相談とか連絡のためにクラスのＳＮＳグループを作るかどうかは、現在考え中です。じゃあみんな、気をつけて帰ってね」

　改めて挨拶などはせずに、そのまま解散となる。高寺と荻島はもう部活が決まっているので、放課後は単独活動だ。

　部活に入る気は今のところない。中学までは読書部で、部活動のない日は子供の頃から通っている知り合いのジムで、多少武道のようなものを教えてもらっていた。

　高校に入ってからはまだジムに行ってないので、そのうち身体を動かしに行きたい。しかし今日は、どうしても行きたい場所がある──駅前にある本屋だ。

「朝谷さん、演劇部の見学行くんだよね」

「私たち軽音も見に行くけど、演劇部のあとで一緒に行かない？」

「うん、どっちも興味ある。でも部活あんまりできないかもしれないし、見学するだけになっちゃうかもしれないんだ。それでもいいかな」

「あーそっか。平日の放課後もお仕事あるんだよね」

　朝谷さんたちが教室から出ていく。その後で、別のグループの女子たちが鷹音さんのところに集まってきた。

「鷹音さん、放課後の予定ってある？」

「私たち、どこかでお茶でもしながら勉強して帰ろうかなって。家に帰ってやるよりその方が集中できるしね」

「ごめんなさい、今日は家での習い事があるんです。また誘ってください」

　鷹音さんが謝ると、女子たちは名残惜しそうにしつつも帰っていく。

「あ、あの……」

　朝谷さんたちのグループだが、一緒に行かずに残っていた渡辺さんが、鷹音さんに声をかけようとする──だが声が小さすぎて、鷹音さんはそのまま出ていってしまった。

「あ……ご、ごめんなさい。私も帰ろうかな」

　俺に見られたと思ったのか、渡辺さんは気まずそうに謝ってパタパタと出ていった。

　決めつけは良くないが、なんとなく状況から察することはできる。渡辺さんが鷹音さんに言いたいことがあるとしたら、席のことじゃないだろうか。長身の鷹音さんと、クラスでも小柄な方の渡辺さんでは、かなり身長差がある。鷹音さんの後ろからでは黒板が見にくくなるかもしれない。

　しかし鷹音さんに「席を代わってほしい」と言うのは気が引けるだろう。背が高いことを気にしている女子もいるからだ。身長を伸ばしたいと言っている女子も同じくらいいる気はするが。

　俺がお節介を焼くことでもないし、勘違いだったら渡辺さんにも悪いので、今するべきことは特にない。

　だが、悪い予感と同じくらいに、俺のこういう『なんとなく』はよく当たるのだ。人間観察が得意だなんて、中二病っぽいことを言うほどでもないが。
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　学校から歩いて十分ほどの場所に駅があり、駅前プロムナードは帰り際の生徒が立ち寄る場所として、あるいは遊びに行く先としてよく利用される。

　今日は買いたい本があったので本屋にやってきた。朝谷さんがモデルとして出ているファッション誌──ではなく、新刊のマンガと文庫小説だ。

　高校の制服姿でそういうのを買うのは初めてなので、サッと買い物をすませる。目当てのものを見つけ、レジに持っていこうとして──やはり見つけてしまったら見逃すことはできないと、ファッション誌コーナーに近づく。

（うわ、先客がいる。タイミングをずらすか……いや、待てよ。あの二人って……）

　思わず隠れてしまったが、同じ学校の制服をかなり着崩している男子が二人いる。学食で鷹音さんのことを話していた連中だ。

「マジで載ってんじゃん、すげー」

「ほんと今の一年は恵まれてるわ、こんなレベルのが二人もいるとか」

「霧谷乃亜と絡めたら、芸能人紹介してもらえたりしてな」

「今んとこめちゃくちゃガード固いけどな。鷹音希がうまくいったら、霧谷乃亜もいけそうな気がすんだろ」

「いけるいける。ヤッバ、テンションアガるわ」

　昼休みに彼ら──いや、もう奴らと認識すべきか。奴らの話を聞いてなければ、ここで二人に気を止めることもなかった。

　しかし俺も、朝谷さんが出ているからと、好奇心で雑誌を買おうとしているのは間違いなくて。

　ファンだから、応援したいからと言っても、それを理由にして朝谷さんへの興味の種類をごまかしてるだけだ。ただ彼女の魅力に惹ひかれて、少しでも知りたいと思っているだけなのに。

「……お、ミサの方は上手うまくいったって」

「鷹音希が来てんの？　さすがに女の先輩には邪険にできなかったかー、希ちゃん」

（っ……）

「すげえ悪い顔してんぞ、俺のこと言えた義理じゃねーな。行くぞ」

　男子二人は雑誌を乱雑に戻して、店から出ていく。

　俺はその雑誌を綺き麗れいに並べ直す──胸が悪くなるような感じは続いて、鼓動も早まり続けたままで。

「ありがとうございます」

「あ……」

　俺が本の並びを整えたところを見ていた店員が頭を下げてくれる。




　──新しい彼女できたら、良かったら教えてね。




　なぜそんなことを思い出すのか。

　あのときだって、俺は朝谷さんがいつもと違うように感じたのに、気のせいだと流されることが怖くて何も聞けなかった。

　だけど、本当にそれで良かったのか。

　無難な選択をして、それが正しかったと自分を納得させて、波風を立てないようにやっていけたら満足なのか。

　気がついていながら何もせずに、あの時行動していたら何かが変わったかもしれないと後から思うのは。

　自分は間違っていなかったと慰めたいだけのごまかしだ。

「あの、何かお探しものですか？」

　店員が話しかけてくる。気遣いはありがたい、でも今はしなければいけないことがある。

「すみません、これ後で買いに来るので、預かってもらえますか」

「は、はい。取り置きということでよろしいですか？」

「お願いします！」

　連絡先などをメモしておく時間もないので、生徒手帳を身分証明として置いておき、店の外に出る。

　駅に向かう方向の、石畳の道。その途中に、制服姿の男女の姿が見える。

　さっき見た男子生徒二人と、女子三人──そのうち一人は、上級生らしい女子に付き添われるようにして立っている鷹音さんだった。

　学校外で、上級生四人に声をかけられて。それで部活の勧誘をされるなんていうのは、鷹音さんがそれだけ有望な新入生だということの証明で。

　彼女が部活に入りたいのかそうでないのか、俺は何も知らなくて。

　これからしようとしていることは、余計なことなのかもしれない。正義感を暴走させた結果、まだよく知りもしないクラスメイトに迷惑をかけて、嫌われて終わってしまうかもしれない。




　──お礼参りじゃなくて、挨拶に来てる人たちがいるってこと。

　──鷹音さんも大変だね、あんなに勧誘されちゃって。ていうか、下心が出ちゃってるし。




　ただの思いつきでも、ヒーロー願望があるわけでもない。

　もう「なんとなく察した」だけで、何の行動もしないままではいたくない。

　このまま何も見なかったことにして帰ったら、俺は必ず後悔する。

　鷹音さんの前に立っている男子が調子よく話していて、隣の男子が合いの手を入れているのが見える。女子二人も鷹音さんをそのノリに引き入れようとしている。

「鷹音さん上手いんだから、中学までで辞めちゃうのはもったいないよ」

「そうそう、もし忙しいとかでも、たまに練習来てくれるだけで凄すごく助かるしさ」

　彼らは俺の存在に気づいてない。話し声が聞こえる距離まで近づいても──朝谷さんと話しているのが不思議な陰キャラという扱いをされたが、その目立たなさが今は助かる。

「何度も言いましたが、私は部活に入るつもりは……」

「そんなこと言わずに、もうちょっと相談させてよ」

「私たちがおごるから、向こうのカフェ行かない？　三十分、ううん、十五分でいいから」

「そうそう、俺らも金出すからさ。こいつバイトしてるから結構金持ちだし」

「え、俺？　鷹音さんが入ってくれるなら全然いいけどさ」

「ですから……っ」

　鷹音さんの声が少し強いものになる。しかし上級生はそれを本気と受け取らず、笑っているばかりだった。

「……部活に入るつもりはないので、お話はできません」

　そして彼女は、話していても無駄だと思ったのか、一礼してその場を離れようとする。

　──しかし、鷹音さんのバッグを掴んで、男子の一人が無理やり止めた。

「これだけ頼んでるんだから、ちょっとくらいいいじゃん」

「……っ」

　上級生に目をつけられないように立ち回った方が賢いと、冷静を気取った俺が言う。

　あまり賢くない方の俺が、そんな自分に思い切り中指を立てる。クソくらえだと。

　そう思ったときにはもう、俺は走り出していた。

「──鷹音さんっ！」

　自分でも驚くくらいの大きな声が出た。俺の存在にまったく気づいていなかった上級生たちが、ようやくこちらに気づく。

「良かった、間に合った。今日クラスのみんなで集まってるんだけど、鷹音さんもできたら来てほしいって話になってて……あ、先輩方、何かご用事でした？」

「は、何こいつ。空気読めてなくね？」

「今大事な話してるから、クラスの友達に待っといてって言っといてよ」

　粘られることは分かっていた──しかしアドレナリンが出てしまっているようで、引くという考えは一切浮かばない。

「こっちも大事な用事なので。すみません、先輩方」

「お、おいっ……」

　動けずにいる鷹音さんの手を引く──そして、連れて行こうとしたところで。

　いつもの「悪い予感」が頭を過よぎる。男子二人のうち一人が、ずっと笑みを浮かべていたのにフッと無表情になった。

　何をしようとしているか──俺に足をかけようとしているのだ。

　何をすべきか、幾つかの考えが浮かぶ。あまり格かつ好こういいやり方ではないが、向こうが引かないなら、嫌でも「引かせる」方法を選ぶ。

「──うわぁっ！」

　足を出されてバランスを崩し、転倒する──そして、その場にうずくまる。

「痛ってええっ……」

「っ……ちょ、ちょっと何してんの、やりすぎだよ」

「えっ、お、俺、何もしてない……」

　上級生の女子が慌て始め、それに釣られて足をかけようとした男子も狼ろう狽ばいする。

「やべっ……おい、行くぞ！」

「ちょっ、ねえ、この人どうするの？」

「そんなこと言ってる場合じゃねえって……っ！」

　どうやら行き交う人が集まってきたらしい──上手くはいったが、さてここからどうするかと考える。

「大丈夫ですか、千田くん……っ、すぐ手当てをしないと」

「だ、大丈夫。何とか自分で歩けるから」

　街灯を頼りにして立ち上がり、俺は集まってきた人たちに大丈夫というアピールをしてから、その場を離れた。

　人目につかない路地に入ったところで、俺はようやく後ろを振り返る。

（っ……）

　ついてきていた鷹音さんが、とても心配そうに俺を見ている。

　いつもほとんど笑ったりしなくて、クールな人だと思っていたから、そんな顔をさせてしまったことへの罪悪感が凄いことになっている。

「あ……え、えっと。ごめん、余計なことかもしれないと思ったんだけど……」

「……そんなことないです。私のことを、助けてくれたんですよね」

　鷹音さんが近づいてくる──そして、俺の制服についた砂すな埃ぼこりを払ってくれる。

「すみません、私のために……」

　ここまで来ると、種明かしをしないわけにはいかない。俺は足を出されたところで、引っかかったように見せて転んだ演技をしただけだ。

　護身術の基本は相手に好きにさせないことで、そのうちの一つとして転ばせることを練習する。同時に、転ばされるのを避ける方法も身につく。今回は引っかかったように見せて受け身を取り、多少痛いふりをしただけだ。咄とつ嗟さの判断だが、上手くいってくれてよかった。

「さっきのは、足を引っかけられそうになったから避けただけだよ。怪け我がとかは一切してない。それに、クラスで集まってるっていうのもその場しのぎで言ったことだし……」

「どうして、そこまでしてくれたんですか？」

「それは……鷹音さんが、勧誘とか大変だっていうのを噂うわさで聞いて、今のもそうなんじゃないかと思って。急にごめん、本当に」

　鷹音さんからしてみたら、急に同じクラスのやつが関わってきたら驚くだろう。彼女を助けるための苦肉の策とはいえ、転んだふりをしてケロッとしているのも変な奴やつにしか見えないだろうし──ここはもう、早々に立ち去ってしまうしかない。

　彼女の噂を聞いていたというのも、自分の知らないところでどんな話が広まっているのかと思うだろう。きっとそういうのは、いい気分はしないものだ。

「あの先輩たちはプロムナードには戻ってこないだろうし、今のうちに帰った方がいいよ。それじゃ、気をつけ……」

「っ……」

　最後まで言う前に、引き止められる──制服の肘のところを掴まれて。

「なぜ、すぐに行ってしまおうとするんですか。悪いことをした人みたいに」

「あ……ご、ごめん。そんなつもりじゃ……」

　真まっ直すぐにこちらを見ている鷹音さんの目は、鋭くて──でも、不安そうにも見えて。

　長身だから、いつもクールに見えるから、住む世界が違うからと、勝手にイメージを決めてしまっていたけれど。

　鷹音さんは同級生で、同じクラスの生徒だ。強引に勧誘されたり、上級生たちに囲まれたりしたら、怖いと思うことだってある。

「……千田くん、本当に怪我はしていませんか？」

「そ、それは本当に大丈夫。見せられないけど、擦り傷とかもないから」

「そうですか……良かった。本当に心配しました。でも、言われてみたら、すごく綺麗な転び方だったなって」

「ははは……まあ、他に役に立つことがないんだけど」

「そんなことないです、凄いと思います。私は今、それで助けてもらったんですから」

　感謝してもらいたくてやったわけじゃない。そんな思いも、結局は強がりで。

　勘違いじゃなくて良かった、彼女を助けることができてよかった。心底、今ほっとしている──それだけで、もう十分だ。

「……じゃ、じゃあ俺、買い物して帰るから」

　帰り道は気をつけて、と言って立ち去ろうとしたところで──また、立ち止まる。

　今度は、制服の裾を引かれていた。ちょこん、とつままれているだけだが、振り払うなんてことはとてもできない。

「……千田くんは、お礼を言われたりするのは、照れてしまう性格なんですか？」

「い、いやその、お礼を言われるようなことでもないというか……」

「言うようなことです。これで感謝をしなかったら変なくらいです」

「そ、そうかな……」

　美少女を前にすると挙動不審になる、こんな自分もまた、正さなければならないと痛切に思う。

「それと……あの……せ、千田くんには悪いですが……」

　鷹音さんが、何か言いにくいことを言おうとしている。

「……な、何？」

　こっちまで緊張が伝染してしまう。元から緊張しているのに、これ以上のプレッシャーは酷というものだ。

「……さっきのことがあったので、その……駅まで、一緒に行ってもらえませんか」

「あ……そ、そっか、そうだよな」

　そこまで頼むのは申し訳ないと思ったのだろうが、むしろそこは俺が当然責任を持つべきところだ。万一さっきの連中が戻ってきたら、クラスで集まるという嘘うそもバレてしまう。

「えっと……じゃあ、駅まで行こうか」

「っ……はい。ありがとうございます、千田くん」

　そんなことはありえないのに、断られるかもしれないと思っていたのか、鷹音さんは凄く嬉しそうにする。ぱぁぁ、と花が咲くような笑顔に、思わずこちらも顔がほころんでしまった。

　すらりとした長身で、スタイル抜群で、大人びていて、行き交う人が振り返るほどの美少女で。そんな彼女に対して、恐れ多くも少しだけ思ってしまった。制服の裾をつまんでついてくる様子はまるで、子犬みたいだと。
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　プロムナードの表通りを通っていくと目立つので、別の経路を通って駅まで向かう。

「…………」

　改札を通るところで、鷹音さんが鞄かばんから腕時計を出して時間を確かめる。

　少し見えた感じだと、文字盤に動物キャラの絵が描かれている。控えめに言っても可愛らしいデザインで、やはり意外だと感じてしまう。

「あともう少しで来る時間です」

　ここまで送ってきて終わりというのでいいのだろうか。さっきのこともあるし、電車に乗るところまでが見送りということになるか。

「じゃあ、ホームまで行こうか」

「っ……」

　鷹音さんは何やら慌てている──入場のために最短区間の料金を払うことになるので、それを気にしているようだ。

「駅の中にある店を見ていこうかと思って。うちの家族が好きなお菓子が売ってるからさ」

「……シュークリームですか？　いつも行列ができてるのを見ます」

「うん、そうそう」

　言ったからには買わなくてはと思うが、まあうちの家族はいつでも喜んでくれるだろうから良しとしておく。

　俺が入場券を買うときも、鷹音さんは静かに後ろをついてくる。

「…………」

　じっと見守られている──と、落ち着かなさを感じて振り返ると、鷹音さんが財布を取り出していた。

「気にしなくていいよ。俺の仕事は鷹音さんを無事に電車に乗せることだから」

「でも……」

「できれば元気が出たところを見て安心したいけど、急には無理かな」

　ここまでほとんど話せていないし、鷹音さんもすぐには気分を切り替えられないだろうと思う。

　少し困っている様子の鷹音さん。彼女は財布をしまわず、俺をじっと見つめたままだ。

「……こういうことは、ちゃんとしておきたいので」

　鷹音さんは財布から小銭──ではなく、カードを出してくる。

「え、えーと……鷹音さん、これは受け取れないかな」

「っ……私のカードでは駄目ですか？」

「駄目っていうか、俺がこれを使ったりしたら怒られると思うよ」

「あっ……そ、そうですね。すみません、私、お金を持って歩く習慣がなくて。学食などでは必要になると思うので、明日は用意してきます」

「それだと俺がお金を持ってこいって脅してるような……」

「っ……ち、違います。そういうことではなくて……」

　慌てる鷹音さんを見ているうちに、俺は申し訳なく思いながらも笑ってしまっていた。

「……世間知らずだと思いましたか？」

「ごめん、ちょっとだけ。でも、悪い意味で笑ってるわけじゃないよ」

「悪い意味じゃなかったら、どういう意味でしょうか……？」

「鷹音さんは、すごく真面目なんだなって思って」

「……そ、それは……やっぱり悪い意味じゃないですか」

「そんなことないよ。たった百円ちょっとなのに、絶対返したいって思ってくれて……」

「金額は関係ありません、お金は大事なものですから」

　やはり、彼女の真面目さが俺には好ましく思える。まだ俺とは知り合ったばかりで、それでカードを渡してしまおうとするのは危なっかしくもあるけれど。

「これはクレジットじゃなくて、お小遣いの金額がチャージしてあるんです」

「そうなんだ……いや、でも大丈夫。そろそろ行かないと、時間もあるし」

「……あっ」

　電光掲示板を見た鷹音さんが声を出す。どうやら、乗るはずの電車が出てしまったらしい。

「次は逃さないようにしないと。そろそろ行こうか」

「は、はい……すみません」

「俺は暇だから大丈夫だけど、鷹音さんは？　これから用事とか……」

「習い事がありますが、次の電車に乗れば間に合います」

　教室で彼女が言っていたことを思い出す。本当なら家に戻って一息ついてから、習い事が始まる予定だったのだろう。

　改札をくぐると帰宅時のラッシュで、人がかなり多い。鷹音さんとはぐれてしまいかねないくらい──と思ったが、彼女はしっかり俺の後ろについてきている。

「……あ、あの、鷹音さん？」

「す、すみません。人が多くて、離れてしまいそうだったので」

　人混みを抜けたところで、鷹音さんはまた俺の肘あたりをちょこんとつまんでいた。パッと手を放してくれたが、申し訳なさそうに俯うつむいてしまう。

「……恥ずかしいですよね、人前で掴まったりして」

　鷹音さんはまだ不安が残っていて、それで俺に掴まっているだけなのだ。そういうことなら、安心してもらうために言うべきことは言わなくては。

「俺は鷹音さんを置いていったりしないし、心配しなくていいよ」

「……っ」

（……って、何をますます恥ずかしいことを言ってるんだ……っ）

　気を抜いていたからか、普段の自分なら言いそうにない台詞せりふが出てしまった。俺の腕くらいならいくらでも掴まっていいよ、とかそれくらいの感じで──いや、それはそれで何か軽薄な気がしなくもない。

「……分かりました。見失わないように、ついていきます」

　これから数え切れないほど利用する駅で、何か冒険でもするような会話をしている。

　今度はさっきよりも自然に笑った。鷹音さんもそろそろと顔を上げて、笑顔になる。

　頬ほおにかかる髪をかきあげるその姿が、あまりに絵になりすぎていて。

　こうやって目を奪われるのは、今日で二度目だ。いつも落ち着いた振る舞いだから、滅めつ多たに見せない笑顔が強く印象に残った。

　けれど、鷹音さんとこんなふうに話せる機会はきっと今だけだ。

　今日が終われば、学校では同じクラスだというだけで、話したりすることはない。今までずっとそうだったんだから、きっとそのままでいるのが自然だ。

　ホームまで辿たどり着いて、次の電車まではあと数分。

　最後にどんなことを話そうかと考えても、思いつくのはありふれた世間話だけだった。

「……あれ？」

　振り返っても鷹音さんがいない。後ろをついてくると言っていたのに──と思ったところで。

　また、制服の肘のところを引かれる。振り返ると、鷹音さんが立っていた。

「これ……帰りにでも飲んでください」

「あ、ありがとう……」

　鷹音さんが差し出してくれたのは缶コーヒーだった。四月とはいえ少し今日は蒸し暑いので、冷たい飲み物は正直言って嬉うれしい。

「また、改めてお礼をさせてください。今日は、何から何までお世話になってしまって……」

「これだけで十分だよ。また困ったことがあったら、俺で良ければ相談に乗るから。ああ、でも……今日みたいなことは、先生にも相談してみた方がいいか」

「はい。今度は、こういう形じゃなくて……」

　彼女が言いかけた途中で、ホームにアナウンスが響く。線路の向こうに、走ってくる電車の姿が見えた。

「……本当に、ありがとうございました。また明日、千田くん」

「また明日、鷹音さん」

　鷹音さんは小さく手を挙げて、はにかんだ微笑ほほえみを見せてから、到着した電車に乗り込んでいった。

　電車の中からも、鷹音さんはこちらを見ていた。やがて電車が動き始めて、最後に俺たちはもう一度手を振り交わした。

　電車が遠くなったところで、もらった缶コーヒーの蓋を開けて、一口だけ飲む。やけに甘く感じて、けれどその甘さが今は丁度良かった。
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　書店で取り置きしてもらった本を買い、近くに停とめていた自転車に乗って帰ってくると、先に姉が帰ってきていた。

「それで、連絡先も聞かないで帰ってきちゃったの？」

　俺が買ってきたシュークリームを食べながら、姉さんが聞いてくる。好物を貢いであげたというのに、彼女は今日何があったかに興味津々で、俺を逃がす気がなかった。

「流る々る姉ねえ、粉砂糖が口についてるぞ」

「そんなことはいいの。なっくん、そういうときは男の子の方から聞いてあげないと。そうしたら、今夜だってなっくんとお話しして安心できたかもしれないじゃない」

「いや、何を話せと……」

「強引な先輩から助けたんでしょ？　やっぱり、ふと思い出して不安になっちゃったりもするじゃない。そこでなっくんが僕がついてるからって言ってあげたら、もう好き！　ってなったりしない？」

「しない」

「えー」

　不満そうにしながら流々姉はシュークリームの二つ目に手を──伸ばしかけて、両親の分を残しておいてくれた。姉の威厳を辛うじて保ってくれたようだ。

　流々姉はリビングのソファに座っている俺の後ろにやってきて、肩に手を置いてくる。これはまだ話が聞きたいというときの態度だ。

「なっくん、他にも何か内緒にしてない？」

「え……」

「機嫌は良さそうなんだけど、時々落ち込んでるみたいな、そんなふうに見えるのよね。お姉ちゃんで良ければ相談に乗ってあげようか？」

「この年になって姉ちゃんに相談するのもな……」

「あ、その言い方でわかった。なっくん、霧ちゃんと何かあったんでしょ」

　何故なぜそれを──なんて、ベタなリアクションはせずにすんだが、乙女の勘というものの恐ろしさを痛感する。

「霧ちゃんのことより、その鷹音さんが気になってきちゃったとか……？」

「……朝谷さんにはフラれたんだよ」

　なるべくサラッと言ったつもりだったが、自分の声が落ち込んで聞こえてしまう。

「なっくんがそう思ってるだけじゃなくて、霧ちゃんがそう言ったの？」

「あ、ああ……持つべきものは友達だって言ってたよ。それってつまり、そういうことだろ」

「あー……それはちょっと、なっくんも自分のこと男の子として見られてないって思っちゃうわよね」

「遠回しに言ってくれたんだよ。友達っていうだけでも、全然俺は……」

「またそんなやせ我慢しちゃって。なっくん、昔からそうだよね」

「……ショック受けたとか、そういう顔もできないだろ。だから、普通にしたいんだ」

　肩に置かれた手が一旦離れる。そろそろと後ろを窺ってみると──姉が腕を広げて身構えていた。

「流々姉、さすがにこの年でそれは……」

「ちっ、こういうときくらい、お姉ちゃんに甘えてくれたらいいのに」

「舌打ちするなよ……と、とにかく。俺は別に落ち込んでないし、鷹音さんは同じクラスっていうだけだから」

「それはこれからのなっくん次第なんじゃない？　高校入ってまだ一週間なんだから、出会いは大切にしないと駄目だよ。一期一会って言うでしょ？」

　やたらポジティブな流々姉を見ていると、落ち込むにも落ち込んでいられなくなる。まったく、持つべきものは無限に大らかな姉だ。

「あ、笑った。あとは霧ちゃんのテレビ見ても動揺せずにいられたら合格ね」

「あのな……ちょっと感謝したい気分になったのに、台無しだろ」

「じゃあ、感謝したい気持ちをお風呂掃除に込めてね。私はご飯の用意するから」

　流々姉は髪をシュシュでまとめ、エプロンをつけて台所に立つ。

　千田流る流る香か、それが流々姉のフルネーム。しかし下の名前をそのまま呼ぶと、キラキラっぽいから禁止と言われる。

　そんな姉だが、俺の様子の変化には敏感だ。本当はフラれたとか簡単に話すべきじゃないと思っていたが、話して少し楽になったのも確かだった。

「流々姉、ありがとな」

「えー、なにー？」

「何でもない」

　掃除をするために風呂場に向かう。その途中で数時間ぶりにスマホを見て、朝谷さんから連絡が来ていることに気がつく。

（うわっ……ヤバい、この時間って、駅にいたときじゃないか）

　何の連絡だったかわからないが、電話の着信が残っていた。

　まったく朝谷さんが何を考えているか分からない──彼氏のときは連絡がほとんどなくて、今になってというのは、どういう心境の変化なのか。

　結局タイムアウトを承知で『ごめん、何かあった？』と返信したものの、その日のうちには既読がつかず、悩ましい夜を過ごすことになってしまった。
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　ピアノのレッスンを終えて、家族での夕食を終えたあと、お風呂までの時間に課題を終わらせる。そうしたら、いつも夜十時半までには寝るようにしていた。

「…………」

　課題のノートを開いて、私はシャープペンシルを持ったまま、駅前通りでのことを思い返していた。

『鷹音さんっ！』

　その声が聞こえたとき、私は今見ているものが現実なのか、夢なのか分からなくなった。

　後ろから走ってきてくれた男の子が、私の知っている人だということは分かっても、彼が助けに来てくれたということに現実感がすぐに持てなくて、ただ見ていることしかできなかった。

『良かった、間に合った。今日クラスのみんなで集まってるんだけど、鷹音さんもできたら来てほしいって話になってて……』

　彼が言っていることを、先輩たちよりも、最初は私が一番信じていたと思う。

　そういうこともあるかもしれないと思った。彼がこんなに息を切らせてそう言うのなら、と。

　けれど改めて考えてみると、彼が言うようなことはそうそう起こらないとも思った。

　私の周りの人たちは、クラスで集まる話なんてしていなかった。ファーストフード店での勉強に誘ってくれたけれど、男子も含めて集まるということにはならないと思った。

　クラスの中心にいる朝谷さんたちも、今日はこのあたりに出て寄り道をしていくと言っていた。

　朝谷さんは有名な高校生タレントで、テレビなどに疎い私も『霧谷乃亜』という名前は知っている。入学した当初から、彼女は男女問わず注目を集めて、クラスでも存在感が大きかった。

　その朝谷さんが参加しないのに、クラスで集まることはありそうにない。彼は何か理由があって、事実とは違うことを言っている。

　それなのに、彼は先輩たちに睨にらまれても、何も怖くないみたいに堂々としていた。

『あ、先輩方、何かご用事でした？』

　私は先輩たちに囲まれてしまったとき、勧誘を受けるしかないと諦めそうになっていた。それがただの弱音だって言うみたいに、彼は飄ひよう々ひようとしていて、けれどその言葉はとても力強かった。

　テニスは子供の頃からの習い事の一つで、中学三年間で部活動の一員としてできるだけ休まずに参加して、満足のいく結果を出すことができた。

　碧桜学園のテニス部のことは、事前に調べたりはしなかった。それは、高校では新しいことを始めたかったから。

　けれどそれだけでは、選手としての私を知っている人たちにとっては、テニスを続けない理由として不十分に見えるのかもしれなかった。

　でも、本当は。

　自分たちだけで話したいというように言っていたのに、男子の上級生のところに私を連れていった女子の先輩たちに、言いたい気持ちでいっぱいだった。




　──私を連れてくるように頼まれていたんですか。

　──こんなふうに勧誘をするのは、ルール違反のはずです。




　けれど、言葉にできなかった。感情は溢あふれそうなのに、怖がっていないように見せないと付け込まれるから、落ち着いているように見せようとしていた。

　逃げ出したくても、足は動かなくて。先輩たちが、私の後ろから来た彼を睨んで──彼に迷惑はかけられないと、せめてそれだけでもと考えて。

『こっちも大事な用事なので。すみません、先輩方』

　教室で見た時、彼は隣に座っている朝谷さんに、とても遠慮をしているみたいだった。

　朝谷さんは魅力的な人だから、彼が意識しているのかもしれないと思った。

　でも彼女に言われるがままになっているようにも見えて、気が優しい人なのだと思ったけれど、あまり良い印象は持っていなかった。

　──もっと早く、気づくべきだったのに。

『彼』が朝谷さんに見せる態度が、特別なだけ。

　本当の『彼』──千田薙人くんが、どんな人なのか。私はそれを、前に一度見せてもらっていた。

　彼が先輩たちの前に出て、私の手を引いてくれたその瞬間に、頭の中が真っ白になりそうになった。

　それは、茫ぼう然ぜん自じ失しつになったからじゃなかった。

　胸がいっぱいになって、何も考えられなくなったから。
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　彼のことを『千田くん』と呼ぶだけでも、勇気が必要だった。

　彼は全然そういうことには気が付かなくて、一緒にいる時間のうちに、少しずつ緊張せずに話せるようになっていった。

　何でもないことを話せるだけでも嬉しかった。助けに来てくれたことに何度もお礼を言いたくて、そんなことをしたら変だと思われるから、やっぱり私は落ち着いているふりをするしかなかった。

　何度彼に気づかれないように深呼吸をしようとしたか分からない。過呼吸のようになったことは今までにもあったけれど、誰かを意識してそうなったのは生まれて初めてだった。

　彼は先輩たちに転ばされてしまったように見えたのに、路地に入ったところで誰も見ていないことを確かめると、何事もなかったみたいに平気な顔をしていた。

　先輩たちは彼の動きの大きさに驚いてしまって、上手に受け身を取っていたことには気づいていなかった。

『……千田くん、本当に怪け我がはしていませんか？』

『そ、それは本当に大丈夫。見せられないけど、擦り傷とかもないから』

　本当に傷一つないみたいで、でも制服が少し砂で汚れてしまっていた。とても申し訳なくて、私にできることなら何でもしてお詫わびをしたいと思った。

　でもそういう言い方をしたら、彼がきっと遠慮してしまうことも、顔を赤くしているところを見てなんとなく分かった。

　千田くんはすごい人なのに、過剰なくらい謙遜している。

　朝谷さんが千田くんのことを頼っているのは見ていてわかるのに、彼はそれでも遠慮してしまっている。だから、言われるがままに見えてしまっていたんだと気づいた。

　流されてしまう人、押されると弱い人。そんなのは全部、私が思い込んで、偏った見方をしていただけだった。

『……じゃ、じゃあ俺、買い物して帰るから』

　彼が急にそう言うので、待ってと言ってしまいそうになった。

　私に引き止める権利はなかった。時間を取らせてしまって、彼に迷惑をかけて。

　それなのに、手が動いてしまっていた。

　そんなことをしては絶対にだめなのに、千田くんの制服の裾を掴んでしまった。

　彼は行かないでいてくれて、立ち止まってくれた。顔が熱くなっているのが分かって、それでも彼が慌てて行ってしまおうとすることにどこか意地になって、彼の反応を窺うようなことを言ってしまった。

『……千田くんは、お礼を言われたりするのは、照れてしまう性格なんですか？』

　思い返しても恥ずかしくなる。落ち着いていられてないのは私も同じなのに、あんなことを言ってしまった。

『い、いやその、お礼を言われるようなことでもないというか……』

　言葉で受け取ってくれないのなら、何か別の方法でお礼をさせてほしい。それくらいに思っていて、気持ちが前のめりになりすぎて、落ち着いたふりなんて全然できていなかったと思う。

　それからのことは、今思い出しても──恥ずかしさより、嬉しさの方が大きくて、いてもたってもいられなくなってしまう。

　駅まで送ってくれて、手を振って別れることもできた。

　電車のドアが閉まる前に、私が急に降りてしまったら、彼は困ってしまうだろうかと思った。

　そんなこと絶対にできないのに、考える自分が可笑おかしくて──でも。

　動き出した電車から見える、ホームの光景。時刻表の向こう側に見えた、碧桜学園の制服を着た人の姿。

　どうしてそこにいたのかは分からない。私たちのことに気づいていたのかといえば、それも分からない──私が気づいたときには、向こうはこちらを見ていなかったから。

　急に、胸がざわめき始める。こんなとき、電話やメール、ＳＮＳで連絡できたら、そう思って自分の行動力のなさと、彼との別れ際に飲み物を買って渡すことしか頭になかったことを思い出して、机に突っ伏す。

（……あのときアドレスを教えてくださいって言ったら、これからも千田くんのお世話になりたいって言ってるみたいで……聞けなかった）

　出会いの挨拶をしたあとに、自然にアドレス交換をする人たちを、こんなに羨ましいと思ったことはなかった。必要があるときに、聞かれたら交換すればいいと思っていた私は、人との付き合い方にきっと大きな欠陥があった。

　本当にアドレスを聞きたい人には、自分で聞かないといけない。でも、千田くんに断られたら──想像しただけで胸が苦しくなって、明日学校に行くのも怖くなる。

　気がついたらもう一時間も机の前にいて、課題のノートを開いていても半分も進められていなかった。もうすぐお風呂に入らないといけない時間なのに。

　すぐ近くの席にいる千田くんに、恥ずかしいところは見せられない。

　こんなに席が近かったら、また話したりすることはあるかもしれない。

　そういえば、私の後ろの席になった渡辺さんは、私が前にいても黒板が見えるだろうか。私は中学に入ってから身長が伸び始めて、いつもできるだけ後ろの席に座るようにと言われていた。

（後ろの……渡辺さんと席を替わることになったりしたら、千田くんと……）

　胸に浮かんだ考えに、私は思わず首を振る。

　渡辺さんが黒板を見られなかったら、席を替わる。私自身にそうしたい気持ちがあるのに期待してしまうのは、都合がいい考えだと思う。

　けれど一度考えてしまうと、もし千田くんと隣になれたら、そのことばかりが頭に浮かんできてしまう。

　お母さんがお風呂に入るようにと呼んでくれるまで、私は結局課題を進められないままで、ずっと彼のことばかり考えてしまっていた。
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　結局朝まで朝谷さんからの既読はつかず、何となく早起きしてしまい、朝勉なんていう日頃やらないことに手を出してしまった。

　朝が弱い姉さんを学校に間に合う時間に起こす。流々姉は市内の女子校に通っていて、今は三年生だ。

「流々姉、そろそろ起きないとトーストを咥くわえて登校することになるぞ」

「ん～、らめぇ～、くわえるのはお魚～……」

「よし、起きてるな」

　起きるところまで見届けることはしない。ベッドの中にはおさまっているが、流々姉は結構寝相が悪いので、布団から出てきたらパジャマがはだけていたりすることが普通にあるのだ。

　いつもなら朝食を摂って家を出るところまでは姉と一緒のこともあるが、今日の俺はすでに出かける準備ができている。

　朝谷さんが何故なぜ電話してきたのか──それを確かめるまで見てはいけない気がして、彼女がモデルとして載っている雑誌は袋に入ったままだ。

　そんな義理立ては、今の関係ではまったく必要がないとは分かっている。むしろ男の友達が自分が載っている雑誌を買っている時点でどうかと思われそうだし、そういう行動は未練以外の何物にも見えないだろう。

「……なっくん、おはよ。どうしたの？　不動明王みたいな顔して」

「普通に悩んでるだけなんだが……意外に早く起きたな」

「だって先に行っちゃうかと思ったら、眉間にしわを寄せて立ってるんだもん。お姉ちゃんもびっくりして第三の目が開きそうよ」

「目覚めすぎだろ。朝からなんのネタなんだ」

「えー？　こう言ったらなっくんが笑うかと思って」

　そう言われるとあながち否定できない。してやられたという気分になりつつ、俺は流々姉を直視しないようにして今さら教えてやった。

「寝苦しいからって、ボタン外す癖は直そうな」

「え？　あー、なっくんったら、そんなふうに大人ぶって。なっくんのパンツを昨日洗ってあげたのは誰だと思っているの？」

「全自動洗濯機がやってくれたな」

「正解！　なっくんにはお姉ちゃんの服を丁寧にたたむ権利をあげます！」

「気が向いたらな。流々姉、俺今日は先に行くから」

「あ、霧ちゃんと夜な夜なやりとりして許してもらったの？」

　それどころかメッセージを送っても返信がないわけで──しかし流々姉が何気なく言っただろう『許してもらう』という言葉が、チクリと胸に刺さる。

　電話に出られなかったから、朝谷さんが怒っている可能性は否定できない。しかし友達が電話に出ないからと怒るような人じゃないはずだ。

「高校に入った途端に、なっくんが女の子のことでこんなに悩んで……これも一種の高校デビューっていうの？」

　入学した直後にフラれるのは明らかにデビュー失敗ではと思うが、そもそもデビューするつもりもなかったと言えば、それもやはり強がりなのだろうか。

　例えば朝どこかで合流して、一緒に通学したり。入学したらしたいことリストなら十や二十どころじゃないほどあって、その全てがなくなっても、学校には行かなくてはならない。

　恋愛沙汰で学校に行きづらくなる人のことを、そんなことがあるのかと他人ひと事ごとのように思っていたが、自分がそうなってもおかしくなかった。

　そうならなかったのは、物事をヘビーに受け取らない姉のおかげでもある──のだが。

「いつなっくんがデートに行くことになってもいいように、服を見立ててあげないといけないわね。お姉ちゃん今月のバイト料はまだだから、月末まで待って。そうしたらお金を用意してご覧にいれますよ」

「俺のコーディネートで遊ぶ気だろ……もっと有効にお金と時間を使ってくれ」

　姉思いっぽいことを言っておくと、流々姉はいたく感激して俺を解放してくれた。こんなにちょろいと弟として心配になるので、姉さんもっとしっかりしてください。
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　いつも愛用しているシティサイクルに乗り、市街地を抜けて学校に向かう。

　まだ時間が早いために、見かける生徒はそう多くない。校門をくぐり、校舎裏にある自転車置き場に自転車を停めて、歩き出す前に深呼吸をする。

　ここからは、いつ朝谷さんに遭遇してもおかしくない。彼女は仕事で学校を休むこともあるのだが、登校するときは結構早い。時間を厳守する性格で、付き合う前に一度だけ部活の関係で一緒に外出したときも、十五分前に来ていた。

　そのとき俺も朝谷さんと一緒ということで張り切ってしまい、二人して早い時間に来てしまったことで、本当にわずかな接点ができた。

　部員が少ない読書部と天文部は、部長同士が仲が良く、休みの日に部員たちで一緒に遊ぶことがあった。ほとんど女子だったから、男の俺が交ざることは原則としてなかったのだが、その時はいろいろ理由があって──。

（朝谷さんに会って、どんな顔をしていいのか分からないぞ……いや、もう友達なんだから、絶対話さなきゃいけないわけじゃない。でも電話に出られなかったことは、直接謝った方がいいか。既読がつかないってことは、無視されて……ん？）

　ぐるぐると考えていたから、返信があったことに気づかなかった。

『ちょっとした用事だから気にしないで。ナギ君忙しかったんだよね』

（……朝谷さん、やっぱり怒ってるのか？）

　素直に読めば、電話に出られなかったこちらの事情を汲くんでくれている文面だ。しかし、無性に不穏だと感じてしまう。

　他の女の子──鷹音さんと一緒にいたから、後ろめたいと思ってしまっている。それも否定できないが、鷹音さんを見送らないという選択は、今考えてもありえない。

　朝谷さんは電話の用件がなんだったかを教えてくれてない。やはり直接聞くべきか、それともこのメッセージに無難な返信をして終わらせるべきなのか。

「……あの」

「ああごめん、今考え事を……」

　話しかけられて反射的に答えてしまってから、聞き覚えのある声だと気がつく。

　振り返るとそこには、鷹音さんが立っていた。

　彼女は自転車通学ではないはずなので、自転車置き場には用はないはずだ。ここで会うなんて、まったく予想もしていなかった。

（……偶然こっちに来るなんてことがあるのか？　でもここに鷹音さんがいるってことは、そういうことだよな）

「……あ、あの。私のこと、覚えていますか？」

「い、いや、忘れるわけないよ。おはよう、鷹音さん」

「っ……!?」

　何気なく挨拶したつもりが、鷹音さんの反応が大きい──そんな目を見開いてまで驚くほど、俺の挨拶が意外だったのか。

「……おはようございます、千田くん」

　一度その姿を見たら、言葉を交わさなくたって彼女のことを忘れることはそうないだろう。

　今日は昨日と、少し雰囲気が違う気がする──長い髪の先がゆるく巻いてある。そんなわずかな違いでも印象が変わるのだから、彼女はスタイリング次第で、どれだけでも綺き麗れいになってしまうんじゃないだろうか。

「昨日は、ありがとうございました」

「習い事はどうだった？」

「お陰さまで間に合いました。ピアノの先生は、時間通りにピアノの前にいないと帰ってしまう方なので……余裕を持って戻れて良かったです」

「鷹音さん、ピアノも弾くんだ。テニスでも凄かったって、多才で羨ましいな」

「い、いえ……子供の頃から続けているというだけです」

　多才という言葉で片付けてはいけない、鷹音さんはそれだけの努力をしてきたということだ。

　それでも高校では、テニスを続ける気はない。あの先輩方に勧誘されたら、続けたいものも続けたくなくなりそうだが、きっとそれが理由で辞めるのとは違うんだろう。

「高校では、文化系の部活に入ろうと思っていて……テニスは、個人的に楽しむ方で続けたいと思っています」

「俺も下手の横好きだけど、テニスは結構好きだよ」

「はい。私も、好きだから続けていました。これからも好きです」

「そ、そっか……」

　何を考えているんだと言われそうだが、鷹音さんが「好き」と繰り返すと何か落ち着かなくなってくる。

（改めて見ても美少女すぎるからな……そんな子が自分から話しかけてくれるなんて、天使としか言いようがないな）

　クールで近寄りがたいくらいの美少女とか、そんなのは表面を見ただけの印象だった。

　その落ち着いた話し方と、耳から染み込んでくるような澄んだ声には、聞いていて自然に癒やされてしまう。天が配分を間違えて、彼女に七物くらい与えてしまっているんじゃないだろうか。

「千田くんは、どの部活に入るか決めていますか？」

「入るならそろそろ決めないとまずいよな……まだ見学に行けてないから、今日あたり行こうかな」

「あ、あの。もし良かったら、どの部活かを決めたら、教えてもらってもいいですか」

　鷹音さんは俺がどの部に入るかを聞いて、参考にしたいってことだろうか。それは全然構わないが、ハイスペックな鷹音さんにノーマルすぎる俺の選択が参考になるのかどうかは、正直ちょっとわからない。

　この学校では、部活動に入るのは強制ではない。『委員会か学校に関わる活動、あるいは部活に所属することを推奨する』と入学のしおりに書いてあった。

　なので入らないというのも選択だが、姉は部活に入れと言う。文化系の部で迎える文化祭と、無所属で迎える文化祭ではまったく違うので、俺にはぜひ演劇部に入ってもらい、主役の朝谷さんに相手役を務めてほしいとか──それは無理がすぎるとして、俺も良さそうな部があれば入るのはやぶさかではない。

「分かった、決まったら教えるよ」

「っ……本当ですか……？」

「あ、ああ。俺も鷹音さんが部活に入るなら、どんな部活か気になるな」

「それは……その、何と言えばいいのか……」

「まだ秘密なら、言わなくてもいいよ。音楽部……は家でやってるから、他のことがしたいとか？」

「……秘密です。私も、千田くんが教えてくれたら教えますね」

　これはしてやられた──とても分かりやすい等価交換だ。

　しかし教室の中では、なかなか鷹音さんに話しかけるというのは難しい。彼女は朝谷さんと人気を二分する存在で、常に他のクラスメイトに囲まれているからだ。

　そうなると、確実に連絡できるようにするとしたら、スマホのアドレスを──交換しようとしたところで、通学してくる生徒が増えてきて、自転車置き場が賑わしくなり始めた。

「……そろそろ、行きましょうか」

「そ、それは……俺と一緒だと……」

　あの鷹音希と、どこぞの馬の骨が一緒に歩いている──どこから湧いて出た不届き者め、と熱視線を浴びることは想像に難くない。

「……行きませんか？」

　言葉は少し違うだけだが、一度目と大きく違う部分がある──それは。

　鷹音さんの目が、少し潤んでいる。不安げで、じっと向き合うと庇ひ護ご欲よくを覚えずにはいられない、まさに子犬そのものだった。

（俺は……鷹音さんと一緒に、教室に行ったりしていいんだっけ……？）

　住む世界が違う。学園カーストの最上位と平民。昨日の出来事は特別で、今日になれば鷹音さんと俺は同じクラスというだけ。

　予防線だったものが一つ一つ消えていく。平穏だった日常は──終わってほしくはないが、そのまま続いてくれそうにもない。

　昨日は自然に言えた。それを思い出して、腹を括くくって、後のことはどうにでもなれと自分に呪文をかけて──教室に行くまでは、俺は無敵だと暗示をかける。

「うん、行こう」

「っ……はいっ」

　物もの凄すごく嬉しそうな返事。俺には確かに、鷹音さんについた犬耳と、ぶんぶんと振られるフサフサの尻尾が見えていた。
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　校舎裏から出るところで『なんとなく』の予感があった。

　昇降口の近くで、昨日鷹音さんを勧誘した男子二人が立っていた──あからさまに待ち伏せをしているとさすがに先生方に連絡が行くだろうから、辺りをウロウロして誰も待ってませんよというフリをしている。

「……どうしようか？」

　少し後ろからついてきている鷹音さんを見やる。初めは不安を隠せていなかったけれど──彼女は俺をしっかりと見て、そして言った。

「千田くんの力を、もう一度貸してください」

「了解。それじゃ『昨日の話』をしようか」

　鷹音さんが登下校時に不安を覚えるような状況は、根本から変えなくてはいけない。

　これは、そのための第一歩。

　俺は自分から歩くペースを落として──それを察した鷹音さんが、少しだけ足を速めて。

　二人で並んで歩く。そして、当たり障りのない話をする。

「昨日買って帰ったシュークリームだけど、家族全員喜んでくれたよ。姉さんは二つ食べそうだったけど我慢してた」

「ふふっ……千田くんのお姉さんは、すごく優しそうです」

「えーと、それはどういった理由で？」

「……千田くんのお姉さんだからです」

「そ、そう来たか……俺はそんなに優しくないけど。人並みじゃないかな」

「千田くんが人並みだったら、世界には戦争が起きなくなると思います」

（普通の話をしているつもりが、な、何か……鷹音さんの俺に対する評価が、想像とかけ離れて高いような……）

　話しているうちに、テニス部の男子二人が鷹音さんに気づき──まずニヤけて、次に隣にいる俺を見て、目に見えて表情が変わる。

「お、おい……あ、あいつ、何で鷹音希と……」

『希ちゃん』と馴なれ馴なれしく呼んだりと、やたら自信たっぷりだったはずの上級生は、気の毒なくらいに驚いている。

「う、嘘だろ……まさかあの二人……ええ……？」

　そしてもう一人も──これで、鷹音さんに対して下心があって勧誘していたのなら、とてもやりづらくなったはずだ。

（とは言っても、簡単に諦めそうにないから今後も要注意だな……って……）

　ふと、何か自分がとても大きな見落としをしているような気がしてくる。

「千田くん、朝谷さんにノートを見せてあげていましたね」

「っ……あ、ああ、俺と朝谷さんは、同じ中学だから」

　何も間違ったことは言っていない。しかし『同じ中学』を言い訳にしているみたいで、胸がモヤモヤとする。

「千田くんは、男子も女子も分け隔てなく仲良くできるんですね。私は、男子とはあまり話したりできないので……人見知りを直さないと」

　鷹音さんは人見知りなんてことは全然ないと思うが、言うなれば、物凄く奥ゆかしいんじゃないかと思う。

　クールな才女で、近寄りがたいくらいの美少女。けれど話してみると大きなギャップがある──第一印象では分からなかった部分が見えてくるほど、新たな魅力が増えていく。

　そんな彼女だから、平凡な俺と一緒に歩いてたって誤解なんてされようがない。そう自分を納得させて、勧誘を封じるために二人で話しながら歩いた。

　だからこんなことは、絶対に言われないはずだった。

「──あの二人って、付き合ってるの？」

「っ……」

（なっ……!?）

　それを言ったのが、誰なのか。視線を送った先にいたのは、数人の女子。

　その中に、朝谷さんがいた。今聞こえたのは朝谷さんの声じゃない、一緒にいる女子の声だ。

　朝谷さんは俺たちを見る。その目は──今まで、俺が見たことのないものだった。

　霧谷乃亜という女優として役柄を演じているときにも似ている。目が離せなくなるほどの、感情の琴線を揺らす表情。

　その視線は、いくらもこちらに向けられず、何事もなかったように逸そらされる。そんな朝谷さんをよそに、一緒にいる二人の女子が話し続ける。

「学校来る途中で一緒になっただけじゃない？　あの二人って接点なさそうだし」

「鷹音さんってめちゃモテるもんね。あえてあの人とっていうのはなさそー」

「あんまり噂とかよくないよ、本人に聞こえちゃうでしょ」

「あ……ご、ごめん、のありん……じゃなくて、朝谷さん」

「はーい、のありんです。なんて、その呼び方ＮＧって言ったでしょー？」

　朝谷さんが、友達の噂話を制してくれた。

　彼女にはそういうところがある。自分が芸能人で、いろいろなことを憶測でネットなどに書かれてしまうから、真偽の分からない噂を広めたりはしない。

「…………」

「鷹音さん？」

「いえ……大丈夫です、何でもありません」

　鷹音さんはそう言って微笑む。聞こえよがしに噂をされていたことで、気を悪くしたということではないらしい。

　上履きに履き替え、教室に向かう。さすがにこのあたりで別行動になるかと思ったのだが、鷹音さんは律儀に待っていてくれた。

　教室に向かう途中、同じ学年の生徒たち皆から注目を浴びながら、鷹音さんは隣を歩く俺に言った。

「私は、周りの人の言うことは気にしません。……千田くんとお話しできて、とても楽しかったです」

　喧けん騒そうにかき消されそうな中でも、その声ははっきりと俺の耳に届いた。

　教室に入ってからも、左斜め前に座った鷹音さんは、一度俺を振り返って──そして、笑った。すぐ近くの席だということを、改めて喜んでくれているみたいに。
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　千田くんは登校時間がいつも早いけれど、私より先に来ていることはなかった。

　学校には始業の三十分前に行くようにしていて、その時刻に絶対彼の姿を見ることはないと思っていて──自転車に乗って校門をくぐっていく彼の姿を見たとき、私は走り出してしまっていた。

　自転車置き場まで追いかけてきたなんて、千田くんに特別な気持ちがあると思われてもおかしくない。けれど彼は、最初は驚いたけれど、私のことを訝いぶかしんだりはしなかった。

　部活の話が出て、入る部活が決まったら教えてくれるようにお願いすることができた。

　そして、自転車置き場から昇降口に行く時に──私は、勇気を出して彼を誘った。

『……そろそろ、行きましょうか』

『そ、それは……俺と一緒だと……』

　まだアドレスも聞けていなくて、一緒に教室に行くことも拒否されてしまったら。そう思ったら、自分でも情けないくらいに落ち込んでしまいそうになった。

　昨日が特別だっただけ。駅まで送ってくれたのは千田くんが優しいから。

　そう自分を納得させようとして──できなかった。

『……行きませんか？』

　家で飼っているシーズーのココアは、私が出かけるときにいつも寂しそうにお見送りをしてくれる。私もきっと同じくらい、寂しさが顔に出てしまっていたと思う。

　少しでも一緒にいたい、そう言ってしまっているのと同じ。こんなお願いをしたら、千田くんに迷惑をかけてしまうかもしれないのに。

　千田くんはいろいろなことを考えているみたいだった。彼が困るなら、別々に教室に行った方がいいと思って、あきらめそうになった。

　──けれど、千田くんがふっと笑ってくれて。

『うん、行こう』

　そのとき私は、今日は帰ったらココアのことをいっぱいかまってあげたいと思った。
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　一緒にいてほしいと思った人が、その気持ちに応えてくれる。それがどんなに嬉うれしいことなのか、私は今まで知らなかった。

　テニス部の先輩たちが昇降口の近くで待っているのが見えても、千田くんと話していれば不安にはならなかった。

　でも──中学校の時にも、皆の前で男子と話したりしていると、どうしても噂をされてしまうことはあった。

『あの二人って、付き合ってるの？』

　同じクラスの山やま口ぐちさんの声。彼女が思ったことを遠慮せずに言える人だというのは、見ていてわかった。

　それを悪いこととは思わないけれど、千田くんが一緒に教室に行ってくれると言ったのは彼が優しいからなのに、茶ちや化かすような言い方をされてしまった。

　そのとき、山口さんと一緒にいる女子の一人が、こちらを見ていることに気づいた。

　──朝谷霧さん。いつも教室でみんなの中心にいて、そこにいるだけで空気を明るくする、天性の輝きを持つ人。

　彼女が私に向けた目は、温かくも冷たくもない、温度のないものだった。

　千田くんと話しているときは、彼女はいつも笑顔で、表情は明るかった。それを眩まぶしいと思うくらいだったのに、今は何かが違っていた。

『あんまり噂とかよくないよ、本人に聞こえちゃうでしょ』

　私の思い込みかもしれない。私が、千田くんと一緒にいることで自意識過剰になっているのかもしれない。

　でも、気のせいじゃなかったとしたら。

　昨日、私が電車の中から見たのは。あのとき、ホームで千田くんがいる方を見つめていたのは──。

『…………』

『鷹音さん？』

　心配して話しかけてくれる千田くんに、私は──まだ、このことを言ってはいけないと思った。朝谷さんがそれを望んでいるかが分からないから。

『いえ……少し、気になっただけです』

　そう言っても、千田くんは少し元気がなくて。

　校舎に入ってから、教室に着くまでに、私はどうしても伝えたいことを考えて──そして、言った。

「私は、周りの人の言うことは気にしません。千田くんは、とても素敵な人です」

　千田くんは、少し驚いたような顔をして。

　恥ずかしそうに笑うその顔を見て、私は自分の席に座ってからも、振り返ってしまいたくなって。

　右斜め後ろに座っている千田くんを窺って、目が合って──お互いに笑い合った。

　朝谷さんと千田くんの間に何があったのか、私にはまだ分からない。

　けれど、それが分かるのは、遠くない。朝谷さんが私を見ていたときの目を思い出すと、そう思わずにはいられなかった。
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　午前最後の授業は体育だった。先生が早めに切り上げてくれたおかげで、学食で食事をしても昼休みが終わるまで余裕があった。

　学食で鷹音さんの姿を見たが、彼女は女子グループで談笑していて、ちょっかいを出そうとする高寺を荻島がブロックしてくれたおかげで、面倒をかけずにすんだ。

「千田も鷹音さんとお話ししたかったよな？　なんか気にしてるみたいだったし」

「え、そうなの？」

　しかし高寺は微妙に心残りがあったようで、教室に向かう途中でそんなことを言ってきた。

　朝谷さんと彼女の友達の数人、そしてクラスの何人かは、今朝俺と鷹音さんが一緒に教室に来たことを知っている──さすがに教室に入るときには微妙にタイミングをずらしたが、俺も鷹音さんの誘いを受けた以上は、廊下にいる段階から縦に並んで適切な距離を保とうとは提案できなかった。

「朝谷さんみたいなキラキラ系だけじゃなくて、お淑しとやか系の鷹音さんも守備範囲なんだね」

　そう言って爽やかに笑う荻島に、人を節操がないみたいに言わないでくれと言いかけて、ぐっと言葉に詰まる。

「あの霧谷乃亜と普通に会話できるってだけですげえのに、俺たちの『ザ・高嶺の花』鷹音さんとも仲良くなりやがったら……」

　できたばかりの友人と、これで断交となるのか──と心配したが、そんなことはまったくないようで、ガッと肩を組まれた。

「な、なんだ……歩きにくいんだが」

「こうしとけばご利益があるかと思って。せめて女子と話すくらいしないと、何のために高校に来たんだって話だしな」

「勉強するためじゃないの？　あ、そんな怖い顔しないでよ」

「おまえは女子にも自然に話しかけられるからいいよな。俺は顔がこえーって言われてんの聞いちまったよ……俺ほどの内弁慶もそうそういねえってのにな」

「俺も女子からは結構酷ひどいこと言われてるから、気にするなよ」

「んなこと言って、今日のランニングもかなり速かったじゃん。足が速いって女子には高ポイントじゃん」

「やるときはやるタイプなんだね、千田くんは。授業で当てられても落ち着いてるし」

　それは格好悪いところを見せられない相手がいるからというのが本当のところだ。

　朝谷さんのことを意識しなくなったかといえば、一日では到底無理だった。なぜ電話をかけてきたのかが未いまだに気になってしまっている。彼女が理由を言いたくなければそれまでで、しつこく聞いたりはできないが。

　そして、こんなことを思うのは明らかに自意識過剰で、自分で自分が気持ち悪いと思ってしまうのだが。

　左斜め前の席に座っている鷹音さんのことも、ふとした拍子に気にしてしまうようになった。昨日の席替えのときから目が離せなくなってしまっていたが、今日はそれともまた違っている。

（昨日みたいなこともあるから、鷹音さんとはいつでも連絡できた方がいい。そうすればいつでも俺は助けに行けるし……いや、今朝のことでテニス部が退いてくれればそれに越したことはないし、連絡のためにスマホのアドレスを交換したいとか、下心があるって思われないか……？）

　俺に少しでも不純な考えがあると感じたら、鷹音さんは良く思わないだろう。




　──私は、周りの人の言うことは気にしません。




　鷹音さんはそう言ってくれたとき、俺の方を見ずに、ずっと前を向いて歩いていた。




　あのとき俺は周りにどう見られるか考えることも忘れて、ただ彼女の言葉に耳を傾けた。




　──千田くんは、とても素敵な人です。




　その言葉に救われて、俺みたいな奴やつに話しかけてくれるだけでも天使みたいだと思って──そんな人の信頼を、絶対に裏切りたくはない。

「……んんんんんん？」

「っ……ど、どうした？　高寺」

　教室に入るところで、高寺が急に妙な声を出す。荻島は「おお」と言って、目を丸くしている──俺の席がある方向を見て。

「のあり……霧ちゃん見て、これ昨日撮ったやつ」

「あ、見る見る。ＳＮＳにはあげないの？」

「無理無理、うちらは見る専だから。霧ちゃんが見切れる感じで映ってくれたらバズりそうだけど。その場にいる気配だけで再生伸びそうだよね」

「そう？　山口さんの動画、可愛くていいと思うよ。私もやってみたい」

「ほんと？　めっちゃ嬉しいー。じゃあ今度また誘うね」

　話は断片的にしか聞こえないが、昨日朝谷さんのグループは、部活見学をしたあとに遊びに行ったということらしい。それで、朝谷さんは途中で別行動になったということのようだ。

　山口さんは髪の色も明るく、高校デビューなのかどうかは分からないが、いわゆるギャル的なイメージの女子だ。中学は俺や朝谷さんとは別だったので、高校に来てから朝谷さんと仲良くなったことになるが、もともと朝谷さんに憧れていたのだろうか。

　どんな相手とでもすぐに仲良くなれる、それが中学時代の朝谷さんのイメージだ。目立つ女子の中にいても一際存在感があって、いつも中心人物になっていた。

　多くの人に好かれるということは、それだけの魅力があるということだ。今もクラスの男の何人かが、いつ朝谷さんに話しかけようかと機会を窺っているのがわかる。

「ま、うちの学校のアイドルに席を献上するってのも光栄な話だーな」

「アイドルじゃなくて女優だよ。時々バラエティにも出てるから、マルチタレントっていうのかな？」

（お、おい……っ）

　高寺と荻島は席が近く、教室の前の方なので、二人連れ立って行ってしまう。

　そう──朝谷さんのグループに近づきがたくて、それでも遠巻きに見ているのは、朝谷さんが座っているのが俺の席だからだ。教室に入ったところで高寺が変な声を出していたのは、朝谷さんが俺の席に座っていることに対してだろう。

　左隣の席に座っている渡辺さんのところに女子三人が集まっていて、そのうちの一人が朝谷さんだ。渡辺さんと話すために俺の席に座ること自体は、何も不自然なことではないのだが──よりによってと思ってしまうのは、俺が小心者だからだろうか。

「それでさー、部活結局どうする？」

「霧ちゃんは演劇部に熱心に誘われてたけど、保留にしてたね。やっぱり忙しいから？」

「興味はあるけど、今のところは軽音部がいいかなって」

「霧ちゃんって家でギター弾いてるんだよね。弾き語りの動画、再生数やばくなかった？」

「朝谷さんほんとに上手だった。インスタのストーリーでアップするだけじゃ勿もつ体たいないよ、絶対メジャーデビューすべきだよ」

「あはは……なべゆかが二人目だね、私の歌を面と向かって褒めてくれたのは」

「えー、その言い方だと一人目がめっちゃ気になるんだけど」

　なべゆかというのは渡辺さんのことだろう──確か下の名前は由ゆ香か里りだったはずだ。朝谷さんのインスタというのが霧谷乃亜名義のものなら、彼女も芸能人としての朝谷さんを応援しているということになる。

「あ、やば……五限のコミュ英の発表準備しなきゃ。霧ちゃーん……」

「んー？　私に聞いてもあまり頼りにならないよ。伊い名な川がわさんは英語得意？」

「私も自信なーい。慣れるまでは様子見で行こうと思ってたから」

　コミュニケーション英語の授業でスピーチの発表があるのだが、事前に当てられていた山口さんは少し自信がないようだ。

　授業に慣れるまでは仕方ないことなので、発表が上手うまくいくといいが、そうでなくても最初なので、先生も寛大に見てくれるだろうと思いたい。

　しかし──朝谷さんは、ふと何かに気づいたように、後ろを振り返って。

　俺と朝谷さんの目が合ってしまう。朝に見た彼女の目を思い出して──けれど、今の朝谷さんは、まるで別人のように表情豊かで、笑顔も朗らかだった。

　勉強のことで、これからも俺に頼ることがあるかもしれないと朝谷さんは言っていた。それで俺がいることに気づいて声をかけようとしたのか──そんな考えが過ぎって。

「──そうだ、鷹音さんに教えてもらえばよくない？」

　山口さんがその名前を出すと、朝谷さんは俺と目を合わせても何事もなかったかのように、もう一度前を向く。

「それがいいかも。鷹音さん、一年生で一番成績いいしね」

　朝谷さんの話す声はいつも通りだった。

　変わったりする理由はないのだから、当然だ。今日の朝、鷹音さんと俺が一緒にいるところを見られたが、それを朝谷さんが気にすることはないだろう。

　──しかし、もしかしたらと考えずにはいられない。

　フラれた翌日に別の女子と親しくしている俺を見て、朝谷さんが何を感じたか。

『ちょっとした用事だから気にしないで。ナギ君忙しかったんだよね』

　あの文面を見る限りでは、朝谷さんはいつも通りだった。

『友達』が他の女子と歩いていても、そこまで気にすることはない。少なくとも俺が知っている朝谷さんは、そういう人だ。

（……俺が何を知ってるっていうんだ？　何も知らないから、ああなったんじゃないのか）

　今もこうして、俺の席に座っている彼女に気を使って、自分から席を立ってくれるまで待っているだけ。

　教室で、皆の前で話しかけることもできない。

　俺と朝谷さんは、友達という関係よりも遠かった。朝谷さんが友達と言ったことで、むしろ近づいたんじゃないかとさえ思う。

　それも自虐でしかない。ここで立ったまま、彼女たちが俺の存在に気づいて気まずくなるよりは、用事を思い出したふりでもして、外で時間を稼いだ方がいい。

　しかし、踵きびすを返そうとしたそのときに。

　教室に入ってきた、長身の女生徒──鷹音さんが、俺の横を通り過ぎて、朝谷さんたちの方に近づいていった。

「あ、鷹音さん。ごめんなんだけど、次のコミュ英の準備ってしてある？」

　話しかけたのは、朝谷さんの方だった。座っている朝谷さんが見上げるような形で、鷹音さんと向き合う。

「私は、発表がないので……予習はしていますが。ノートを見ますか？」

「あ……わ、私……」

　山口さんは、朝言っていたことを鷹音さんに聞かれていたと思っているようで、噂をしていた相手にノートを見せてもらうというのは気が引けたようだった。

「私も席に着きたいので、ノートは自分の席で見てもらってもいいですか？」

「う、うん……ごめん、鷹音さん。ありがとう」

　山口さんともう一人の女子──伊名川さんは、鷹音さんのノートを受け取って自分の席に戻っていく。

　そして鷹音さんも自分の席に戻る──その前に、もう一度朝谷さんを見る。

「ねえ、鷹音さんって、飲み物は何が好き？」

　朝谷さんはまったく予想もしない質問をする。世間話にしても、それは急な振り方のように思えた。

「……強いて言うなら、紅茶は好きな方だと思います」

「あはは……そういう好みの話でも真面目なんだ、鷹音さんって」

　朝谷さんと鷹音さんの会話を聞いて、美少女二人がお茶に行く約束をしようとしている──クラスメイトはそんな解釈をしている。

　俺もその解釈に乗りたい。乗りたいが、とてもじゃないが、俺の立ち位置ではそんなふうには考えられない。

「朝谷さんは、どういった飲み物が好きなんですか？」

　朝谷さんはＳＮＳで、寝る前に水を飲んでいるという話をしていたことがあった。モデルや女優がよくやっている、身体を整える方法の一つだ。

　彼女はジュースの類も、お茶などの嗜し好こう品ひんも、常日頃から飲むことはしない。

　──しない、はずなのに。

「コーヒーとか、結構好きかな」

　コーヒーは眠れなくなるから、滅多に飲まない。朝谷さんはそう言っていたことがあった。

　眠れなくなるだけで好きだということか。急に飲み物の話をしたこと自体に、何かの意図があるのか。

　──立ち聞きをしているわけにもいかない。しかし朝谷さんは、俺がその場を離れる前に席を立った。

「サユちゃんにノート貸してくれてありがとう。鷹音さん、明日は一緒に体力テスト回ろうね。もっといろいろ話したいから」

「分かりました。明日は、よろしくお願いします」

　鷹音さんの答えに嬉しそうに応じたあと、朝谷さんは自分の席に戻る──廊下側の前の方の席。だから、教室の後ろにいる俺の方に寄る必要はない。

　ないのに、彼女は俺の前までやってきて、そして言った。

「ごめんね、ずっと席借りちゃって」

「っ……い、いや、それはまったく……」

　気にしなくていいよ、とか。まったく落ち着いて言うことができない俺は、なぜこうも朝谷さんの前では成長どころか退化してしまうのだろう。

　そんな俺の心中など露知らず、朝谷さんはすれ違いざまに、囁ささやくような小さな声で言う。

「ナギ君の椅子、座り心地良かったよ」

「っ……」

　意識しないようにしていたのに──これじゃ、どうしたって意識するしかなくなる。

「お、おい。朝谷さん、今、なんか千田のこと別の感じで呼んでなかった？」

「な、なんかあだ名でもついてたんだろ、同中だしな……」

　そんな声が聞こえてきて、俺も遅れて気がつく。皆の前であだ名を呼ばれるのはまずい──今までは朝谷さんも、人前では『千田君』と言っていたのに。

「…………」

　鷹音さんがこちらを見ている──その視線は冷ややかなものではないが、見られていると落ち着かない種類のものだった。

　彼女が席に着いたあと、俺も自分の席に着く。授業の準備をしようと何気なく机に手を入れると──そこには、折りたたんだ紙が入っていた。

『新しい席は気に入った？　渡辺さんが黒板見にくかったら、できれば助けてあげてね。大人しい子だから、いろいろ遠慮しちゃうかもだし』

　ＳＮＳではなく、メモで伝えてくる──もしかして、電話の用事はこれだったのだろうか。

　小柄な渡辺さんは、授業で真正面の位置に板書をされると見えにくいようだった。前の席の鷹音さんと話したそうにしていたのは、たぶんそれが理由だろう。

「「……っ」」

　鷹音さんに相談してみようか──と斜め前を見たところで、思い切り目が合ってしまった。

　話しかける間もなく前を向いてしまう鷹音さん。そうこうしているうちに予鈴が鳴って、完全に声をかけるタイミングを逸してしまう。

　そして次の休み時間も鷹音さんに話しかけることはできず、放課後に望みを託すことになった。

　この距離に座っているのに、スマホで連絡できたらとこれほど思うことになるとは──まったく後ろを向かなくなった鷹音さんの背中を見てしまうのも申し訳なくて、一分一秒が経たつのが遅く、もどかしくてならなかった。




　　　　◆◇◆




　席替えをしたときに同時に班が決まり、俺は鷹音さんと同じ班になった。

　放課後に掃除当番が当たっていて、図書室の掃除を割り当てられたのだが、広いので三学年から一班ずつやってきて、別のエリアを掃除している。俺たちが掃除しているのは、文芸書などが入っているエリアだった。

　読書部もここで活動しているようなので、中学から引き続き入部するというのも良いかもしれない。運動部のスカウトはあったが、どうも入部希望者が少ない部のようで、高校から新しい競技に飛び込むのは気が引けた。

　何より学校が終わった後もジムに行く日課があるので、それが俺にとっては運動部の代わりになっている。行かなくなると流々姉が拗すねるので、週に二度くらいは顔を出さないといけない。

「そんなに汚れてないし、そろそろ上がってもいんじゃね？」

「もう少しやったら帰ろうぜ。千田君もそうしなよ」

「俺はちょっと図書室に用があるから、時間まではやってくよ」

「そっかー、頑張ってな」

　同じ班の男子二人は部活の方に気が向いているようだ。しばらく掃除をすると、グループの他の女子に一声かけて出ていった。

　俺は読書部の活動をするときにやっていたように、本の並びを整え、棚の埃ほこりを丁寧に拭き取る。そして、その書架に入っている一冊を手に取った。

「千田君は、ミステリーの本が好きなんですか？」

「っ……た、鷹音さん……」

　いきなり声をかけられて驚いてしまう。同じ班の女子は渡辺さんともう一人いるのだが、鷹音さんも二人とは別行動になったようだ。

　俺が手に取ったのは『緋ひ色いろの研けん究きゆう』という本で、シャーロック・ホームズシリーズの一冊だった。

「どんな本があるか見てただけだよ。後で借りようかと思って」

「そうなんですね。私は、このあたりの本は読んだことがあります」

　鷹音さんが指し示すのはアガサ・クリスティの作品が並んでいるあたりだった。中学の図書室に入っていたので、俺も何冊かは読んだことがある。

「まあ、普段は漫画ばっかりなんだけど。こういう本に興味を持ったのも、漫画に出てきたからだったりするし」

「私は漫画を読まないので、一度読んでみたいです」

　家の決まりで漫画を読まないとか、テレビを見ないという人には今までも会ったことがある。

　鷹音さんの雰囲気や振る舞い、話し方から、厳格な家なのかもしれないと想像してはいた。漫画を読んだことがないというのも、彼女が言うと説得力がある。

「漫画が元になったドラマを見ると、原作が気になることはあるんですが……」

「ああ、うちの姉さんも同じ理由で漫画を買ってきたりするよ」

「千田くんはお姉さんと、お歳は近いんですか？」

「俺の二つ上で、別の高校に通ってるよ。鷹音さんと同じ駅を使ってるから、すれ違うこともあるかもしれない」

「もし見かけたら、千田くんのお姉さんだと分かるでしょうか」

「それはどうだろう、似てない姉弟ってよく言われるから」

　流々姉とは中学の時、一年だけ通う期間が被っていた。容姿は弟の俺が言うのもなんだが抜群に整っているし、人当たりがいいので、弟の俺に姉を紹介してくれ、なんてことを急に言われたこともあったりした。しかし不思議な話だが、それだけモテるのに彼氏ができたことがないらしい。

　貴重な休日に俺を外に連れ出して遊びたがるような姉なので、まだ彼氏とかに興味がない可能性も──いや、さすがに年齢的にそれはないだろうか。家族間にも礼儀ありということで、なかなか触れることがない話題だ。

「……あ、あの」

「あ、ああ、ごめん。話してる時に考え事したりして、悪い癖だな」

「い、いえ、そんなことは……」

　鷹音さんは何かを言いたそうにしている。肩にかかる髪に指で触れて、俺の方を控えめに窺っている──健気けなげというか、いじらしいというか、そんな仕草だ。

　こうして見て、改めて思う。昨日と少し雰囲気が違うのは、やっぱり気のせいじゃない。

「……鷹音さん、今日はちょっと感じが変わった？」

「っ……い、いえ……」

　鷹音さんは驚いたようにビクッとすると、髪から手を離す。やはり、昨日とはスタイリングの仕方が違っている。

「……昨日、あんなことがあったのに、こんなことに気を使うのは良くないでしょうか」

「あ……」

　テニス部からの強引な勧誘。その一因として、鷹音さんの容姿が目立つことも含まれていただろう。

「良くないってことはなくて……その、いいと思う。髪型を少し変えたのかな、少しふわっとさせてるっていうか」

「……はい」

　短い返事をする鷹音さん。ふわっとさせてるとか、そんなファッションについて無知もいいところの表現じゃなくて、的確に表現できない自分がもどかしい。

　しかし鷹音さんは機嫌を悪くしてはいないようで、周囲を窺ったあとで尋ねてきた。

「……千田くんは、いつ気がついていたんですか？」

「そ、それは……」

　朝、顔を合わせた時から。しかしそう言うと、何か狙ってるように聞こえてしまいそうで。

　女の子の容姿の変化に気づくというのは、好感を得る上で重要なことだという。男女関係なく、気づいてもらえるのは嬉うれしいものだろうが、気づいても言えないことも多いんじゃないだろうか──今の俺がそうであるように。

「今じゃない……ということだったら……」

「あ、ああ……その、本当は朝から気がついてたんだ。でも急にそんなこと言ったら、鷹音さんも驚くかと思って」

「驚く……どうしてですか？」

　いつの間にか、質問攻めみたいになっている。俺がそうさせてしまっているのだが、素直に言って追い詰められている気分だ。

　しかし鷹音さんは、俺をじっと見つめる目の力をふわりと和らげる。そして、優しく諭すような声で言った。

「……驚いたりしません。いえ、少し驚きましたが……気づいていてくれて、嬉しい気持ちの方が大きかったです」

　鷹音さんが微笑む──はにかんだその表情を見て、安あん堵どが胸に広がる。

　思っていることを伝えられた。『キモい』と切り捨てられかねないと心配していたと知ったら、鷹音さんにきっと困った顔をさせてしまうだろう。

　まだ話すようになって二日目だ。今日は朝から彼女に話しかけてもらって、そして今も、きっかけは彼女から作ってくれた。

　同じ班でいるうちは、一緒に行動することも増える。けれどどちらかがそうしたいと思わなければ、こうして話す時間は存在していない。

「その……何て言えばいいのか。鷹音さん、ありがとう」

「い、いえ……っ、今は、私がありがとうと言うところです。昨日のことだって……」

「そ、それなんだけど……昨日は缶コーヒーだって貰もらったし、貸し借りとかでも考えてないっていうか……あまり、重く考えないでほしいんだ」

「……それは……」

　鷹音さんに伝えておきたいと思っていたことがある。

　今言わずして、いつ言うのか。今を逃したら、同じように二人で話せる機会が次にいつ来るか分からない。

「昨日みたいなことは起こらないに越したことはないけど、鷹音さんは人気があるから……もし困ったことになったら、その……え、遠慮とかはしないでほしいっていうか……」

　彼女の力になりたいと思っているのに、そのまま言葉にできない。

　耐性がないとか、そんな言い訳はもうしていられない。彼女から話しかけてくれているのに、それでいつまでも緊張しているのは失礼だ。

　しかし、髪のことを伝えた時から、鷹音さんのことを直視できない。

　彼女が照れていることが伝わってくる。それでも俺の話を聞こうとしてくれていることも。

「……千田くんに頼ってしまうのは、いけないことだと思っていました」

　やはり、鷹音さんには遠慮する気持ちがあった。

　けれど、彼女が望まないことを強いられてしまったときは、そんな遠慮は一切しなくていい。

　俺がそう言う前に、鷹音さんは決意したように、胸に手を当てて言葉を続ける。

「でも……今日の朝、一緒に教室に行くときに思ったんです。千田くんと一緒だと、すごく安心するって」

「……俺、緊張して全然鷹音さんのことを見られてなかったけど、それでも？」

　鷹音さんはくすっと笑って、そして頷うなずく。

　いつも落ち着いた表情の彼女が見せる笑顔には、思わず目を奪われる魅力があった。

「私も千田くんのことを見るのに、思いきらないといけないんです。でも、どうしても千田くんがそこにいるって確かめたくなって……」

　朝、教室に入って席に着いたとき。鷹音さんが振り返ったときの、はにかんだ笑顔を思い出す。

　俺と席が近いことを、喜んでくれているんじゃないか。そう思ったのは間違いじゃなかったと、鷹音さん自身が伝えてくれた。

「さっき、昼休みの終わりに……それだけじゃなくて、五限と六限の間も、鷹音さんに相談したいことがあったんだ」

「……相談したいこと……ですか？」

　渡辺さんの席からでは、少し黒板が見えにくいこと──朝谷さんもそれを心配していたこと。

　しかしそれを言うと、今でも朝谷さんの機嫌を窺っている自分から、変われていないと言うようなもので。

　そして、今相談することで、渡辺さんと鷹音さんがもし席を替わったとしたら。それは俺が、鷹音さんに隣に座ってほしいと言ってるのと同じで。

　この期に及んで迷っているうちに、緊張している様子だった鷹音さんがふぅ、と小さく息をつき、肩の力を抜く。心なしか、図書室に差し込む西日の中で、頬ほおに朱がさしているように見えた。

「実は、私も相談したいと思っていたことがあるんです。もし、私の席が……」

　鷹音さんが、そう言いかけたとき。

　書棚に挟まれた通路。その向こうに、見間違えようもない女子生徒が姿を見せる。

　光が滑るようなサイドテール。肩にかかるそれを後ろに送りながら、俺たちを見た彼女は、口に手を当てて笑った。

　見つけた、とそう言われているみたいで。

　掃除当番を割り当てられていない彼女が、なぜここにいるのか。ここに来るということは、俺たちを捜しに来たのか──そんな考えが次々と過ぎる。

「もう掃除は終わったんだよね？　お疲れ様、ナギ君。鷹音さんも」

「お疲れ様です。朝谷さんは、図書室に何か用事ですか？」

「うん、渡辺さんと話しに来たんだけど、入れ違いになっちゃったかな」

　渡辺さんが鷹音さんと席の話をしたいなら、図書室にいるうちにできたはずだ。それをしなかったということは、渡辺さんはそんなに席を替わりたいと思っていないか、あるいは今日でなくても良いと思ったか。いずれにせよ、先に帰ったことにそこまで深い理由はないように思える。

　しかしそれは、ここに朝谷さんが来なかったらの話だ。

　渡辺さんがいると思って朝谷さんがここに来たのなら、ＳＮＳで待っていてほしいと伝えることはできるだろう。

　あえてそうせずに、ここに来た。それは、俺と鷹音さんがここにいると思ったから──考えすぎかもしれないが、昼休みからずっと、俺は朝谷さんの言動に振り回されている。

「あ、後で渡辺さんには連絡しておくから大丈夫だよ。それでナギ君、これから暇？」

「え……い、いや……」

　話の流れが急すぎて理解が追いつかない。渡辺さんと話したいのなら今から追いかければいいんじゃないか、それすら言わせてもらえない。

「もし予定なかったら、少しお茶でもしない？　ナギ君には日頃からお世話になってるし、お礼したいなって」

　頭の中には疑問しかなかった。鷹音さんの前でも『ナギ君』と呼び続けていること、『日頃から』の部分に含みを持たせるような言い方をしたこと。

　そんなふうに思う自分が、まだ朝谷さんに対して未練があるのだと感じてしまったこと。

　いくらお互いに友達だと言ったって、朝谷さんと放課後に学校外で一緒にいれば、誰かに見られれば必ず噂になる。

　それを朝谷さんも分かっているはずなのに、何も気にしていないように、あっけらかんとしている。

　そして何より朝谷さんは、目の前に鷹音さんがいても、俺を連れ出すことに躊ちゆう躇ちよしていない。

「日頃からお世話にというのは、教室で千田くんに勉強を教わっていることですか？」

「それもなんだけど、いろいろだよね。私とナギ君って中学二年から同じ学校だし」

「あ、朝谷さん。まだ、二年で会ったばかりの頃は、俺たちそんなに……」

「あんまり話してなかったね。でも私は、ナギ君のこと知ってたよ？」

　中学二年のときは、朝谷さんとの接点は数えるほどしかなかった。

　俺しか覚えていないような些さ細さいな出来事ばかりだと思っていた。今になって覚えているなんて言われても、彼女の考えがまったくわからない。

「あ、そうだ。鷹音さんも一緒に行く？　二人とも、最近仲良くなったみたいだし。今日の朝も一緒に歩いてたよね」

　鷹音さんが誤解を受けることを避けたいなら、俺も彼女も、そんなでもないよ、普通だよと言って笑っていればいい。

　けれど、彼女は周りの人の言うことは気にしないと言ってくれた。

　──だから。

　鷹音さんが朝谷さんにその質問をすることは、きっとどうやっても変えられないことだった。

「朝谷さんは、千田くんとどんな関係なんですか？」

　抑制された静かな声。けれど鷹音さんの目には、ごまかさないでほしいという意志が感じられた。

　それを見ても朝谷さんは動じなかった。

　鷹音さんと同じくらいに抑えた声で、はっきりと彼女は言った。

「一応、ナギ君の元カノ……でいいんだよね？」

　質問が向けられたのは、俺の方だった。

　鷹音さんがこちらを見る。前から感じていたのか、それとも今気づいたのか、その表情からは分からない。

　朝谷さんは微笑んでいる。本当のことだから、言っていいよね？　というように。

　何も言わないでいれば、それが肯定になる。俺が朝谷さんとのことを言わなかったことを、鷹音さんがどう捉えるのか。

『元カノ』の朝谷さんが俺を誘うことを、どう思うのか。普通のことだと思うのか、それとも中途半端な関係だと呆あきれてしまうか──そのどちらでもないのか。

「……それなら……」

　鷹音さんが口を開く。朝谷さんは微笑んだままで、それを聞いている。

「千田くんは、今は一人だということでいいんですね」
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　朝谷さんを見て言ったあと、鷹音さんは俺の方を見る。

　今、朝谷さんの前で答えてほしいというように、彼女は俺の言葉を待っていた。
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　中学二年のとき、朝谷さんは隣のクラスに転入してきた。

　前は神奈川で暮らしていて、両親の仕事の関係で引っ越してきた。そんな噂が隣のクラスにまで届くくらいには、朝谷さんは初めから注目を浴びる存在だった。

　自己紹介をするだけで教室に歓声が起こる。他のクラスどころか、一年も三年もみんなが朝谷さんの姿をひと目見ようとやってくる。彼女はそんな、フィクションのような出来事が本当に起きてしまうほど、抜きん出て容姿が整っていた。

　彼女をめぐって多くの部活で争奪戦になったが、朝谷さんは天文部に入った。その頃から劇団の養成所に所属していた彼女は、拘束される時間が少ない部活を選ぶしかなかったのだと後から聞いた。

　俺も学校の部活以外に放課後にやることがあったために、週に一度しか活動日のない読書部を選んだ。

　天文部は図書準備室、読書部は図書室が部室という体になっていて、俺たちの一つ上の代の部長同士が仲良くなり、部活ぐるみで交流するようになった。

　二つの部の部員はほとんどが女子だったので、朝谷さんも読書部の女子と話したりする関係になっても、俺と言葉を交わすことはなかった。

　──初めて彼女と話したのは、天文部から提案された流星群の観測会でのことだった。

　俺は荷物持ちで駆り出されて、天文部の部長に頼まれて望遠鏡を観測場所の高台に運んだ。

　一人でも問題はなかったが、大きな荷物で重そうに見えたから、と手伝ってくれた天文部員がいた。

　それが、朝谷さんだった。学校が集合場所だからと制服を着ていた彼女は、当然のように私服で来ている他の部員たちに、ささやかに不満を言っていた。

　そんな朝谷さんが、俺に最初に興味を持ったのは──俺も彼女と同じように、制服を着て集合したからだった。

『ね、みんなも制服で来ると思ったよね。私とか部活休みがちなんだから、そういうとこちゃんと教えてほしいっていうか……』

　もっと前から友達になっていたような、初めからそんな距離感だった。

　まだ肩にかかるくらいの長さだった髪。それを左右で短いおさげにして結んでいた彼女の姿が、今でもフラッシュバックのように蘇よみがえる。

『でも同じこと考えてる人がいて安心した。えっと、万田君だっけ？』

『せ、千田……薙人だけど……』

『ナギト君かー。ちょっと珍しい名前だね。私の名前は知ってる？』

　知っているというか、友人や周囲の噂で伝わってきていた。有名人の朝谷さんの名前を知っていても、驚かれたりはしないだろう。

『えっと……朝谷さん、だよね』

『そうそう、合ってる。私ってもしかして結構有名人？』

　何も狙ってなんていない、素の反応。彼女は、自分が転校してきてすぐに学校を席せつ巻けんしたことすら自覚していなかったのだ。

　下げ駄た箱ばこにラブレターが入っていたり、登下校中に男子から声をかけられたりすることは珍しくない。そんな状況になるのは、夏休み明けになってからのことだった。春に転校してきてから夏までは、彼女は注目こそされても、同時に近づきがたいほどの美少女だとも思われていたからだ。

　だから俺も、朝谷さんが明るい人なのだとは知っていたが、こんなに人懐っこい表情を見せる人だとは思っていなくて──戸惑っていた。

『あ、でも私、そのうち本当に有名になっちゃうかもだよ』

『え……？』

『なーんて、まだ全然そういうんじゃないんだけどね。ごめんごめん、今の忘れて』

　彼女は小学校から劇団の養成所に通っていて、それと関係なく街頭でスカウトを受けることもあるくらいに、特別な雰囲気をすでに持っていた。

　俺はそのことを知らずに、望遠鏡の入ったバッグを担ぎ直し、高台に続く階段を上がりながら言った。

『え、ええと……朝谷さんだったら、そういうことも全然ありそうっていうか……』

『えー、ほんとに？　ほんとにそう思ってる？　今話してたって全然普通でしょ？』

　自分のことを普通だと言う、それも朝谷さんは昔から今まで変わっていない。

　だからその才能は、彼女の努力によって芽吹いたものなのだろう。彼女が中学生のうちに全国区の人気を得たのは、整った容姿だけではなく、同時に持ち合わせた高い演技力によることが大きい。

　けれど、まだその頃は、彼女にとっても成功は夢のような話だったのだろう。いつか有名になりたい、多くの人に認知されたい。そんな目標に向かって頑張っていて、周りの人にはその努力を決して明かさなかった。

『ねえねえ、ありそうっていうのは、どういうところで思ったの？』

『そ、それは……』

　めちゃくちゃ可愛いから、とはとても言えるわけもない、中学二年の俺。今でもあまり成長していない。

『千田君の思ったところでいいから、何でもいいから言ってみて。大丈夫、怒ったりしないから。ね、ね』

『え、えっと……』

　どれだけ恥ずかしくても、そのとき言うことができていたら。

　──そうしたらきっと、俺は彼女が次に見せる表情を見てはいなくて。

『……何か私、一方的に喋しやべりすぎだね。ごめんね、うざ絡みしちゃって』

『あ……い、いや、うざいとかそんなこと全然なくて。俺もまだ部活では浮いてるから、話しかけてくれて嬉しかったし……』

『あ、やっぱりそうなんだ。でもうちの部長は機材持ってくれて頼りになるって嬉しそうだったよ。みんなも男の子がいるといいねって』

　そういうのは言ってくれないと分からないのだが──と思いつつ。

　衒てらいなく教えてくれた朝谷さんが、そのとき、今までと少し違って見えた。

『そうだ、私千田君のこと手伝うんだった。制服着てる者同士、頑張ろっか』

『俺一人でも大丈夫だけど……』

『あ、せっかくの共同作業なのにそういうこと言う？　なんて、共同作業ってあれみたいだよね、ケーキ入刀みたいな』

　さっきまで喋りすぎたと言ってシュンとしていたのに、もう元気になっている。

　そんな彼女の冗談に、俺は今日初めて話したのに、結構大胆なことを言うんだなと思った。

『後でみんなに言ってあげよっか、共同作業で運んできました！　って。そしたら千田君も部活に溶け込めるかもだよ』

　結果から言うと、朝谷さんは本当に宣言を実行して、部活の皆にはやや受けたといったところだった。

　流星群が見えるというピークの時間まではその場にいられなくて、けれど少しだけ流れるところを見ることができた。その動画は今でも残っている。

　読書部と天文部に交流がなければ、俺と朝谷さんの接点はなかった。

　数週間に一度。それくらい少ない機会に、言葉を交わすだけで惹ひかれていった。

　──でも、そう思っていたのは俺だけで。

　少しずつ気持ちが強くなって、卒業式の日に何も言えずに終わることを恐れて。

　最後に立ち寄った、読書部の部室代わりだった図書室で、朝谷さんに会って──仲間と一緒に卒業記念パーティに行くはずだっただろう彼女がここにいることを、巡り合わせだと思ってしまった。

　告白するまで、彼氏彼女で同じ高校に通える幸せばかりを思い描いていた。

　もし受け入れられたら、クラスが違って話すことが極端に少なくなっても『彼氏』という位置を占めていられる。

　それは全部、俺自身のことだけ考えた行動だった。

　いつか朝谷さんと他の誰かが並んで歩くところを見たくなかった。そんな独占欲で、焦って、これから彼女が出会う誰かより先んじていたいというだけで──。

『俺、朝谷さんのことが好きなんだ』

　図書室で何気ない話をして、もうその話も終わりかけていたところで、俺は不意打ちのようにそう言った。

　朝谷さんは驚いていた。ぽかんとしているのとも違う、何を突然言い出すのかという顔でもない。

　彼女はいつものように微笑む。それが『友達』に向けられたものだと気づかないままで、ただ眩まぶしいと思った。

『知ってたよ』

　それが、答えだった。

　俺のことが好きだから付き合う。そんなことは、朝谷さんは一言も言わなかった。

　俺の気持ちに前から気がついていて、それを伝えられて、頷いてくれただけだ。

『高校も一緒だね。これからもよろしく』

　そう言って、朝谷さんは俺とＳＮＳ交換をしたあと、恥ずかしそうに図書室を出ていった。

　遅れてやってきた嬉しさに、一人で声にならない叫びを上げた。

　こんなに幸せでいいのかと思った。自分は明日死んでもおかしくないんじゃないかと。

　無駄な想おもいなんてものはない。恋心は報われるものだ。

　けれどそんな思いも何もかも、全部。

　今にして思えば。朝谷さんと、何事もないままに別れた今となっては──。
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　鷹音さんが、俺に今は一人なのかと聞いている。

　もう一度朝谷さんを見ることはできない。鷹音さんから目を逸らすことができないから。

　付き合っている短い時間、俺は朝谷さんに考えていることの一部しか言えなかった。

　フラれたそのときにさえ、自己完結してそれで終わりにしようとしていた。

　理由を知ることで、これ以上惨めになりたくなくて。

　彼女に対する恋が意味をなくしたんだと、分かっていながら向き合わなかった。

　もう、それは終わりにしなければいけない。

　自分が彼氏として失格だった理由を話すことが、どれだけ格好悪いことでも。

「今は、一人だよ。朝谷さんに告白して、一度はＯＫしてもらえたんだけど……俺、一人で舞い上がっちゃってたんだ」

　忘れられてなんていなかった。声が震えないようにするのがやっとだった。

「朝谷さんは、彼氏としては俺のことを見られなかったっていうか……そうだよな、いつまでも敬語の彼氏なんて変だしさ」

　とんだ勘違いをしていたんだと、冗談めかせて笑ってもらいたかった。

　けれど二人とも、笑いはしなかった。可哀かわい想そうなものを見る目でもなく、鷹音さんは俺の目を見ながら聞いてくれていた。

「彼氏は無理だけど、友達ならＯＫってことで……中学の頃と同じに戻っただけなんだ。だから、プラスマイナスゼロって感じかな」

　一度は付き合ったことを、なかったことにする。

　恋をしていたことも忘れて、全部をゼロにする。

　朝谷さんにとって、そして尋ねてきた鷹音さんにとっても、重くならなくてすむように。

「……それが理由で、二人は別れてしまったんですか？」

　鷹音さんが朝谷さんを見る。

　朝谷さんは表情を変えずに、ただ鷹音さんと向き合っていた。

「そうだったら、鷹音さんはどう思う？」

「……私は……」

　鷹音さんはすぐに答えられない。朝谷さんはそんな彼女を見て微笑むと、俺の方に向かって歩いてきた。

「私は鷹音さんよりはナギ君のことよく知ってるし、仲良くしてると思うよ。ふっちゃったからって、私のこと見たくないくらい嫌いになったりしないよね？」

「……そんなことは全然思ってないよ」

「あ、ちょっと迷ってる。こいつー、って思ってるよね、やっぱり」

　俺に対して負い目がなければ、そんなふうに思ったりはしない。

　できるだけ自然に、『友達』に戻ろうとした。そんな彼女を、俺がどう思っているか。

　少なくとも、憎んでなんていない。怒ってさえもいない。

「そんなことは全然ない。本当に、思ってないよ」

「……そっか。ナギ君って優しいよね、やっぱり」

　朝谷さんはそう言って笑う。そして、鷹音さんよりも俺に近づく──それが『友達』の距離だと言うように。

「それなら、私がこれからナギ君を借りていってもいいよね」

　まだ鷹音さんと俺は、友達にもなっていないような関係だ。

　同じクラスで、昨日初めて話したばかりで。まだそんな関係でしかない彼女に当てつけるみたいにするのは、絶対してはいけないことだ。

　だから一緒には行けない。

　俺と朝谷さんは、放課後に二人でどこかに行くような関係じゃない。

「朝谷さん、俺……」

「──駄目です」

　俺の言葉を遮って、鷹音さんが言った。

　朝谷さんが問いかけていたのは、鷹音さんだ。彼女が答えるのは間違いじゃない。

　けれどその答えは俺にとっても、きっと朝谷さんにとっても、想像もしないものだった。

　すぅ、と鷹音さんが息を吸い込む。

（っ……！）

　そして──彼女は俺の手を取って。朝谷さんに向かって言った。

「朝谷さんは、千田くんの『元カノ』ということでいいんですね」

「……うん。それで？」

　朝谷さんは微笑んだまま。けれどその短い返事には、わずかに違和感があった。

　まるで焦れているような──そんなふうに聞こえて。

　鷹音さんは俺を見る。俺は手を取られたままで、彼女を見返す。

　一瞬、彼女が迷ったように見えた。

　その次に、手を握る力が強くなって。

　俺がかけらも想像しなかったようなことを、彼女は言った。

「今からは私が千田くんとお付き合いをするので、私が『今カノ』です」

　窓の外から聞こえてくる、運動部の喧けん騒そう。時刻を告げるチャイムの音が、今は遠く聞こえる。

「…………」

　朝谷さんが、鷹音さんから目を逸らす。唇が動いたように見えたが、何を言ったのかは分からなかった。

　彼女が道を空けるように横に動く。鷹音さんは俺を見る──恐る恐ると言うように。

　俺の後ろをついてきて、裾をつかんで歩いていたときと同じ。『今カノ』なんてことを言うには、相応の勇気が必要で──けれど、本当はきっと不安だった。

　その不安を、今は少しでも軽くしてあげたかった。

「行こう、鷹音さん。朝谷さん、また」

「っ……せ、千田くんっ……」

　鷹音さんを連れて、俺は図書室を出ていく。

　すれ違うとき、朝谷さんは確かに笑顔で──何も言わずに、小さく手を振っていた。
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　図書室を出ても止まらず歩く。窓から差し込む光はオレンジ色に変わり始めていた。

　チャイムの音が、いつの間にか聞こえなくなっている。階段の近くまで来たところで、階下から生徒の声が聞こえてきて──鷹たか音ねさんの手を握ったままだと気づく。

「ご、ごめん……っ」

　手を離すと、鷹音さんはそっと手を引いて、目を伏せてしまう。

　そして彼女は、絞り出すような小さな声で言った。

「謝らないといけないのは、私の方です。千せん田だくんと朝あさ谷たにさんの事情をよく知らないのに、勝手なことを言ってしまって……」

　朝谷さんは俺の『元カノ』だと言った。鷹音さんはそれに対抗して──というのは、改めて考えてみても、飛躍してしまっているように思う。

「…………」

　鷹音さんは何か言おうとするが、途中でやめてしまった。同時に髪をかきあげるようにしたときに見えた耳が、明らかに赤くなっている。

『今カノ』だなんて言ってしまって、今になって恥ずかしくなったということなら。

　彼女は俺のために、あえてあんなことを言ってくれたのだろう。

「……鷹音さんは、俺が朝谷さんに言われるままなのを、見てられなかったんだよな。それで、『今カノ』だなんて……」

「それは……朝谷さんが、千田くんの『元カノ』だと言ったからです」

「本当のことだから、それを言うこと自体は朝谷さんの自由だよ。それで俺が傷ついたりとか、そういうことはないから」

「いいえ……千田くんのことが心配だったのもそうですが、あれは、私が自分で言いたいと思ったから言ったことです」

　俺だけじゃない、自分の問題でもある。そう彼女は言ってくれている。

　図書室で朝谷さんと会わなければ、まだ鷹音さんが俺たちのことを知ることはなかった。知られるのが怖かったわけじゃない。フラれたとか、付き合っていたとか、そういうのは簡単に人に言うことじゃないと思った。

　──けれど、知られなければ情けない姿を見せずにすむ。心のどこかでそう思っていた。

「……朝谷さんは、千田くんとお付き合いをしていたことを、私に教えたかったんだと思います」

　鷹音さんの言う通りだったとして、なぜ朝谷さんがそんなことをするのか。

　俺と鷹音さんが一緒に通学しているところを見て、思うところがあったのか。俺と鷹音さんが付き合っているのかと言った友達を窘たしなめてくれた朝谷さんが、そうなる理由が分からない。

　それに朝谷さんとお茶をすると言ったって、自分たちの近況でも改めて話すのか。

　勉強の話をするのか、中学時代のことを懐かしむのか。友達同士では普通の話題でも、今の俺と朝谷さんが自然に話せるとは思えない。

　フラれた今でも、朝谷さんのことを応援している。そんなことを今の俺が伝えたとしても、空々しく聞こえるだけだろう。

「……私は……」

　鷹音さんは自分のブレザーの下襟をぎゅっと掴む。そして久しぶりに彼女は、俺のことを正面から見た。

　──彼女は、怒っていた。頬ほおを紅潮させて、目を潤ませてまで。

「一度は告白を受けたのに、その相手にふられた理由を言わせるなんて、絶対してはいけないことだと思います。朝谷さんがどんなことを考えて『元カノ』と言ったのかは、私には分かりません。でも千田くんは朝谷さんのことを思って、自分から話したんじゃないですか……？」

　こんなにも彼女が怒ってくれているのは、俺のためだった。

　自分でも馬鹿だと思う。道化を演じれば、俺が本気で朝谷さんを好きだったことも、恋人らしいこともできずに別れたことも、重い事実ではなくなる。

　そんな欺ぎ瞞まんは、鷹音さんに見抜かれてしまっていた。

　思い出す──彼女は俺がフラれた理由を話しているときも、ずっと真剣に聞いてくれていたことを。

「俺と朝谷さんは、付き合ってるって言えるようなことは何もしてないんだ。それでも付き合ったって事実は残ってしまう。朝谷さんが『元カノ』って言ったのは、多分義務感みたいなものなんだ」

「そんなのは……千田くんに、甘えているだけです。千田くんの隣に座っているときも、その後に千田くんに話しかけたときも、朝谷さんは嬉しそうでした。それが全部演技だったと、私は思えません」




　──ごめんね、知り合いなんて言っちゃって。

　──ナギ君の椅子、座り心地良かったよ。




　そんな朝谷さんの言葉一つ一つに、今でも一喜一憂してしまう。

　彼女が何を考えているのか分からない。けれど猫みたいに、気まぐれにこちらを顧かえりみてくれるだけで嬉うれしいと思ってしまう──それは友達以前の、ただのファンでしかない。

「朝谷さんは、千田くんをふったことを否定しませんでした。でも、否定をしなかっただけです。別れたのなら私がどう思うか、そう聞いただけ……そんなのは、ずるいと思います」

「……鷹音さん」

　悔しいとも、怒ってもいない。これからも、朝谷さんのことを応援する。

　本当にそれが俺の気持ちの全てだったら、何も悩んだりすることはなかった。

　なぜ別れた後の方が、友達だと言ったあとの方が、よく絡んでくるのか。

　二人で寄り道に誘うくらいなら、別れなくても良かったんじゃないのか。

　俺はそんな疑問を朝谷さんにぶつけずに、胸の奥で燻くすぶらせているだけだ。

「千田くんは、朝谷さんに怒ったりはしないんですか？　彼女のことが、今でも……」

「さっき言ったことの全部が、やせ我慢だったり、取り繕ってたんだったりっていうわけじゃない。プラスマイナスゼロにするのが一番いいっていうのは、本当にそう思ってることなんだ。すぐには難しくても、忘れなきゃいけないとも思ってる」

「そんなこと……朝谷さんが同じクラスにいて、あの距離感で接してきたら、難しいに決まっています」

「……でも、そのままじゃ駄目だから。俺にとっての『友達』と、朝谷さんが思うそれが違うんだとしたら、流されるままでいちゃいけないと思う」

　俺は鷹音さんに手を取られて、彼女を連れて図書室を立ち去った。

　当てつけるようなことは駄目だと思っていながら、俺のしたことも変わらない。鷹音さんならついてきてくれる、そんなふうに考えて──強引で、考えなしだった。

「今日は鷹音さんに助けてもらったけど、俺とのことで噂うわさが立つようなことには絶対ならないようにするから」

「……噂、ですか？」

「だ、だからその……」

　鷹音さんはまだ目を赤くしたままだが、なぜか不思議そうな顔をしている。

「え、ええと。さっき鷹音さんが言ったことが、まかり間違ってクラスに広がったりしたら、皆が誤解するっていうか……」

「朝谷さんは、噂を広めたりはしないと思います。千田くんが……その、好きになった人を、そんなに疑ったりはしたくありません」

『好き』という言葉に躊ちゆう躇ちよして、鷹音さんはまた赤くなる。

　そして俺は気がつく。

　さっきから俺は物凄く真剣で、鷹音さんも俺以上に真剣で、凜りんとしていて。

　──そんな彼女が、とても大きな見落としをしているんだということに。

「……その、俺の『今カノ』っていうことは、鷹音さんが俺のことをす……」

「す……？」

「す、好き……だということになるんだけど、それはやっぱりその、これから付き合うっていうのは俺のために言ってくれただけであって、そういう気持ちは本来ないってことで……」

「……あっ……」

　その反応だけで分かりすぎるほどに分かってしまう。鷹音さんは、自分が言ったことがどういう意味を含んでいるのか自覚がなかった。

　やっぱりそうか──当たり前だ、それはもう至極当然すぎて、勘違いの余地なんて本来一切なくて、俺は彼女が気遣ってくれたことが嬉しいとか、それでもちょっと光栄だとか思ってる場合じゃ勿もち論ろんなくて。

「だ、大丈夫、絶対誤解が広まらないようにするから。だから何も……っ」

　何が心配いらないのかと自分でも思う。すでに真っ赤だった鷹音さんが、これ以上なくいっぱいいっぱいになっている。

「あ、あの……私……」

「わ、分かってる。落ち着いて、俺はちゃんと……」

「……ごめんなさい……っ！」

　長い髪を翻して、鷹音さんが走っていく──パタパタと階段を下りていく足音が響く。

　一人残されて、どこかで安心していて。同時に、無性に笑えてきてしまう。

　三十秒前の俺に言いたい。変な期待をするな、落ち着いて話せ、照れながら言うようなことじゃない。

　鷹音さんはお礼をしてくれただけだ。缶コーヒーだけじゃ足りないと思っていた彼女は、その律儀さで、もう一つ勿もつ体たいないくらいのことをしてくれた。

　俺が朝谷さんの言うがままになっていたから、見兼ねて助けてくれた。そういうのは嘘うそとは言わない、掛け値なしの優しさだ。

　でも、やっぱり『今カノ』は少し勇み足だった。しばらくはどんな顔をして話せばいいか分からなくなるかもしれないが、それは仕方ない。

　鷹音さんは文字通りの高嶺の花で。俺は彼女の斜め後ろに座っている、それだけの関係だ。

「……はは。何考えてんだろうな、俺……」

　彼女から少しでも特別に見られているかもしれない。だから彼女が言ってくれたことはその場限りの言葉じゃない──なんて、あまりに都合がいい考えだ。

　困っていた鷹音さんを通りがかりに助けただけ。それは好きとか嫌いとか、付き合うとか、そういうのとは無関係だ。

　そうやって自分に言い聞かせているのも、少なからずショックだからなのだろう。なぜか告白もしていないのに鷹音さんにフラれたような状況で、実際そんなようなものだ。

　しかしそうなると、鷹音さんと会ってから今までの出来事が一つずつ思い出されてきて。

「だから勘違いしてもおかしくない……ってのは、甘えだよな」

　フラれたばかりで違う女の子と親しくなり、何か期待してしまうとか、改めて考えなくたって論外もいいところだ。

　せめてもの償いとして、これから恋とかそういうものからは距離を置きたい。今の俺にはそんなことを考える資格すらないと思い知ったから。
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「はい。これから出ますので……すみません。飯いい田だ先生によろしく伝えてください」

　マネージャーの小こ平ひらさんから電話があって、図書室の外でそれを受けて、声を落として謝った。

　すぐに帰れば養成所のレッスンに間に合う時間だった。それを、私は自分の都合で遅らせてしまって、やんわりと絞られた。

　演技講師の飯田先生は私に目をかけてくれていて、レッスンを休めばきっと心配する。今からでも顔を出さないといけないのに、私はナギ君たちと別れたあと、しばらくその場から動けなかった。

「……あーあ。何やってるんだろ」

　二人のことを邪魔したかったわけじゃない。渡辺わたなべさんに会いに来たのは本当で、でもタイミングが合わなかったらまた明日にするっていうことにもなっていた。

　だから私は、ナギ君と、鷹音さんが一緒にいると思って図書室に来た。それで間違ってなくて、二人がそう気づいたって仕方がないと思う。

　もっと素直に言えたらいいのに、私は二人を試すみたいなことを言ってしまった。私が何を考えてるか分からないっていうナギ君の顔を見て、そんな目で見ないでほしくて、でもそれでいいんだって思っている私もいて、頭の中が矛盾ばかりだった。

「教えてって言ったの、私なのにね。わけわかんないよね……」

　こんなに早いなんて思ってなかった。

　それと同じくらいに、ナギ君のいいところに誰かが気づいたら、そうなってもおかしくないと思ってた。

　それでも私は、おめでとうって言うこともできないで、チャイムに消されてしまうくらいの声で呟つぶやいただけ。




　──どうして私に怒らないの？




　聞こえてたら、それで全部終わってしまうようなこと。

　ナギ君と付き合い始めてから、私はナギ君が怒るようなことをしたのに、それでも彼は笑って許してくれた。私が、怒るようなことをしたとも思ってなかった。

『友達』って言っても、ナギ君は怒らなかった。彼が傷ついているのが分かっていて、私は無神経にメッセージを送って、それでも──。

　そんな私と比べたら、鷹音さんはまだナギ君と一緒に過ごす時間が短いはずなのに、ずっと彼のことを大事に思っていて。

　ナギ君を守るためにあんなことまで言って──私に、宣戦布告をしてきた。

　でも、勝負なんてしてあげない。

　私は『元カノ』だから。ただの友達は、『今カノ』と張り合ったりなんてしない。

　だからナギ君に何を考えてるか分からないと思われても、それで構わない。

「……仲良くできるかな。難しいかな」

　明日の体力テストで、鷹音さんと一緒に回ると約束した。

　私は、彼女のことが嫌いじゃない。新入生代表として挨拶をしたときから、私にないものをいっぱい持っていて凄いと思った。

　でも今は、少しだけ、鷹音さんに、憧れるだけじゃいられなくなってる。

　ナギ君と付き合うっていうのが本当だとは思えない。ナギ君は驚いていて、それでも私と鷹音さんを一度引き離そうとして、彼女を連れていった。

　それなら、私の目が届かなくなったところで話し合って、二人で別々に帰るはず。

　私は廊下の窓から、外の自転車置き場を見る。

　──ナギ君が一人でいる。

　やっぱり私の思った通りだった。私と別れて、すぐに鷹音さんと付き合い始めるなんて、いくら何でも急過ぎるから。

　ナギ君が自転車に乗って帰っていくまで、見ていようと思った。ここは二階だけど、ナギ君は私がいることには気づかないままで──。

「……そっか……そうするんだ……」

　すらりと背が高い、驚くくらいスタイルのいい女の子。鷹音さんが校舎の角から姿を見せて、ナギ君の方に向かって歩いていく。

　自転車通学じゃないのに、鷹音さんは一度ナギ君と別行動になったのに、また戻ってきた。その理由はいろいろ想像できて、でも私は一つしかないと思った。

　長い髪が、オレンジの光を浴びて輝いて見える。まるで映画のワンシーンみたいに。

　いつもサラサラの真まっ直すぐな髪なのに、今日は少しアレンジしていることに、どれだけの人が気づいていただろう。それはきっと、ナギ君に見てもらうためだったんだと思う。

　ナギ君が、鷹音さんが来たことに気がつく。二人が、何か言葉を交わしている。

「……っ」

　私はそれより先を見ないで、窓から離れた。

　窓に映った自分が、とても人には見せられない顔をしていたから。
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　幻でも見ているんだろうかと思った。

　そんなことは起こり得ないと、冷めた俺が言っている。けれど現実に、俺の目は彼女の姿を映している。

　部活動に打ち込む生徒たちの声が聞こえる。グラウンドでは野球部が、テニスコートではテニス部が。演劇部が発声練習をしていて、吹奏楽部が音出しをしている。

　時間は流れていて、俺が見ている人は紛れもない本物で。

　なのに、それでもまだ信じられないのは──緊張を隠せずに、襟元を押さえた彼女が、非現実的な存在に見えてならないからだ。

「……鷹音さん」

　名前を呼んでも、しばらく鷹音さんは目を伏せたままでいた。

　何か、落とし物でもしていたかもしれない。それを届けてくれたとか、理由は何だって考えられる。

　けれど、そうじゃない。

　あんなふうに別れたあとで、もう一度来てくれた。それは、あのままで今日を終わらせたくないと彼女が思ってくれたから──そう考えても、いいんだろうか。

　付き合うとか、付き合わないとかじゃない。それとは関係なく、話すべきことはまだたくさんある。

「さっきは、変なこと言ってごめん。鷹音さんが言ってくれたこと、本当に嬉しかったんだ。それで舞い上がって……フラれたばかりの奴やつが、何言ってんだって話だよな」

「……千田くん」

　さっきのことをお互い真剣に捉えて、気まずいままの関係が続くよりはいい。

　鷹音さんが俺の『今カノ』と言ってくれたのは、『元カノ』の朝谷さんに何も言えないでいる俺を見て、黙っていられなかったからだろう。

　それは本当に付き合うとか、そういうこととは──。

「……さっきは……本当に、ごめんなさい。誤解をされても仕方がないと思います」

「いや、大丈夫。鷹音さんは俺のために言ってくれただけで、本気で俺と付き合ってくれるとか、そんなの夢みたいな話だからさ」

「っ……で、ですから……その……っ」

　鷹音さんは何かを必死に伝えようとしてくれている。俺のことを見ようとするが、やはり直視できずに目を逸そらす。

　何かが、違う。

　夢のような話。学年一の才女で、歩けば誰もが振り返るような美少女と付き合う──それは俺のような一般人には、縁のないことのはずだ。

　けれど、そうじゃなかったとしたら。

　鷹音さんが、朝谷さんに言ったことは、その場限りの言葉というわけではなくて。

「さっきは……千田くんに、あんなふうに聞かれて、焦ってしまって……」

「あ……や、やっぱり失礼だったかな、あんな言い方」

「い、いえっ……」

　お互いに曖昧な言葉しか出てこなくて、慌てているのは二人とも同じで。

　そして鷹音さんがふと顔を上げて、久しぶりにしっかり目が合って。

　俺たちはどちらともなく、笑っていた。鷹音さんの顔が真っ赤だと言えないくらい、こちらも顔が熱いことを自覚していて、それも可笑おかしくて。

「……でも、良かった。俺、勝手にへこんでて、しばらく鷹音さんと話せなくなるかと思ってたから」

「そんなことは……いえ。私も誤解を解かなかったら、そうなってしまうと思いました。だから……」

「え……？」

　鷹音さんが意を決したように、こちらに歩いてくる。

　話しているところを見られても、何とも思われない距離。彼女が、それ以上に踏み込んでくるように感じられて──けれど、引けない。

　ここで一歩でも下がれば、それは拒絶を意味する。

　俺は鷹音さんが来てくれて、嬉うれしいと思っている。それは間違いないことで──と理屈をつけるにも、あまりにも距離感が近すぎて、冷静でいられなくなってくる。

「……千田くんに聞かれるまで、私は自分の気持ちについて、時間が経たてば答えが出るとか、そんなふうに考えていました」

「気持ち……って……」

「まだ出会ったばかりで、千田くんのことをどれだけも知らないのに、こんな気持ちでいると知られたら……そう思うと、急に怖くなってしまったんです」

　その先を言われてしまったら、もうお互いに、誤解なんてしようがない。

「でも、もしもう一度……機会をもらえるのなら」

　それでも彼女は、幾らも待たなかった。

　すぅ、と息を吸って、気持ちを落ち着けて。

「改めて、言わせてください。千田薙なぎ人とさん……」

　潤んだ目を恥ずかしそうにして、はにかみながら彼女は言った。

「私と、お付き合いをしてください」

　ずっと聞こえていた音が、全部止まって。

　俺は人に好きになってもらえるなんてことはないんじゃないかと思った。

　初めてあれほど好きになった人にフラれて、そう思ったのは昨日のことなのに。

「……すぐに決めてほしいとは言いません。千田くんが振り向いてくれるように、これから頑張ってもいいですか？」

「そ、それは……」

「千田くんは、まだ朝谷さんのことが好きだと思います。私はれ……恋愛の経験はありませんが、それくらいのことは見ていて分かるつもりです」

　見ていれば分かる──それほどに未練が態度に出てしまっているなら、俺も諦めが悪すぎる。

　けれどそんな俺に、鷹音さんは告白をしてくれた。

　今から俺と付き合うと言ったのも嘘うそではなくて、彼女は本気で──。

　そう、本気で俺の『今カノ』になりたいと言ってくれている。

（……んんんんんんんんんん[image: !!!]????）

　遅すぎた感情の波が押し寄せてくる。

　今、鷹音さんは何を言ったのか。俺に振り向いてもらうために頑張る、確かにそう言った。

　俺に選ぶ権利とか、そんなものがあるとは初めから思っていない。

　そもそも朝谷さんに彼氏として見てもらえずに終わってしまったんだから、選ぶとかいう以前の問題だ。

　友達と言われて、俺はそれを受け入れて、朝谷さんは俺に新しい彼女ができたら教えてほしいと言った。

（実際に、そうなったも同然だったってことか……？　さっき、図書室で話したときに）

『今からは私が千田くんとお付き合いをするので、私が「今カノ」です』

　鷹音さんがそう言ったあと、朝谷さんは何か言ったように見えたが、その声は小さくて聞き取れなかった。

　俺と鷹音さんが付き合うというのをどう思ったのか、それを言っていたのかもしれない。いずれにせよ、朝谷さんが鷹音さんの言葉をそのまま受け取っていたら──。

　俺は、朝谷さんに『新しい彼女』を紹介したことになる。

「すぐに朝谷さんより好きになってもらえるとは思っていません。千田くんと朝谷さんの間には、私が知らない思い出もいっぱいあると思いますから……」

　そして、朝谷さんがどう受け止めたのかを確かめる必要があるかどうかは、俺の答えで決まる。

　夕日を背にした鷹音さんは、やはりこんなときでも見み惚ほれてしまうくらいの美少女なのだが──素直な気持ちを言ってしまうと、ちょっと目が据わっているように見える。

「た、鷹音さん……」

　落ち着いて、とも言えない。壁ドンというものがあるが、俺の後ろに壁はなくてもそうされている気分だ──迂う闊かつな動きはできない、そう本能がささやいている。

「私には、朝谷さんの気持ちが分かりません。千田くんとお付き合いをしていたのに、どうして簡単に友達だと言ってしまえるのか……」

「そ、それは……その、やっぱり俺に、彼氏にするほど魅力がないから……」

「もしそうだったら、一度でもお付き合いをするなんて言わないはずです」

　心のどこかで燻くすぶっていて、けれど無意識に打ち消した考え。

　俺の気持ちを元から知っていた。朝谷さんはそれを、俺の告白に対する答えにした。

　彼女が付き合いたいと思っていたわけじゃないから、急に彼氏から友達に関係が変わっても、それは仕方のないことだと思った。

　そうやって、自分を納得させていただけだ。小さな希望に縋すがりついて、諦めが悪いと言われるのが怖くて。

「その時は、こ……恋人になってもいいと思ったのに、春休みが終わったらすぐ冷めてしまうなんて、何か理由があるはずです。それを、朝谷さんは言わないでいるように見えました」

「……はっきり言うと、俺に悪いって思ってるんじゃないかな。もしくは、俺が怒るかもしれないとか」

　思ったままを言葉にする。しかし鷹音さんにとっては、それは簡単に妥協できない部分だった。

「朝谷さんがそう思っているなら、自分のことを『元カノ』だと私に言ったりするでしょうか」

「……あ……」

「彼女にとっても、それを言うのは勇気が必要なことなんだと思います。ですが……『友達』に戻った理由を曖昧にしたままで、千田くんのことを『元カノ』の立場で見ているのは、ずるいことだと思います」

『友達』でも構わない。嫌われていなければそれでいい。

『元カノ』と言われて、俺はまったく朝谷さんの眼中になかったわけじゃないんだと喜んでしまった。

　好きになった弱みというのか、俺は朝谷さんを絶対視していて、フラれた今ですらそれが変わっていない。

「……千田くんは、悔しいと思いませんか？」

「悔しい……？」

「私は、千田くんを簡単にふったりしなければよかったと、朝谷さんに思ってほしいです。きっとそうじゃないと、朝谷さんは本当の気持ちを言ってくれませんから」

「……どうして、そこまで……鷹音さんは、俺とはまだ会ったばかりなのに」

　鷹音さんは俺自身よりも、俺のことで怒ってくれている。

　その理由を聞くことを無粋だと知りながら、それでも聞かずにはいられなかった。

　ずっと怒っていた彼女が、ふっと空気を和らげる。こんな不ふ甲斐がいない俺に、仕方ない人だと言ってくれているように。

「付き合いたいなんて、簡単に言えることじゃないです。会ったばかりでも、そんなことは関係ありません」

「……俺で、いいの？」

「はい。千田くんがいいです」

　また、同じことを聞いてしまいそうになる。こんな俺でいいのかと。

　さっきまで恥ずかしそうに俯うつむいていた鷹音さんが、今は俺を真まっ直すぐに見つめている。きっかけさえあれば、彼女はここまで強くなれる人なのだと改めて知る。

「あなたが助けてくれたこと、それだけじゃなくて、とても傷つきやすくて繊細なこと、それでも痛みに強い人だということ、優しい人だということ……全部、尊敬しています。他にもまだ私の知らないところを、もっと教えてほしいんです」

　何もかも良い方向に捉えてくれて、照れる以上に少し心配になってしまう。

　俺はどう思っているだろう──まだ鷹音さんのことを、ほんの少ししか知らない。

　朝谷さんにフラれてから、他の誰かと付き合える日なんて来ないだろうと思っていた。

　そういう理屈めいた考えを全て超えて、今、俺がどうしたいのか。

「私と千田くんが、お付き合いをして……それで、朝谷さんの心が動いたら。いつか、本当のことを言ってくれる時が来たら。それでも私を選んでくれるように頑張ります……で、ですから……」

「……ありがとう、鷹音さん」

「……それは、どっちの……でしょうか……」

　どういう意味のありがとうなのかと、鷹音さんは不安そうにしている。

　もちろん、良い意味に決まっている。それを言うのが、とても恥ずかしいだけで。

「鷹音さんがしてくれたこと全部に。俺と付き合いたいって言ってくれたことも。でも、告白なんてされたことないから、どうしたらいいのか分からないんだ」

「……それは、二人で分かっていくものだと思います。私も初めてですから」

　安心したように微笑んで言う彼女のことが、今までとは少し違って見える。

　はっきりした言葉じゃない。それでも確かに、今この瞬間に、始まったのだと思う。

「それでは、付き合い始めの記念に……いいですか？」

「えっ……あ、ああ……」

　少し思わせぶりな言い方をされて、すぐに彼女の意図を理解して、スマホを出す。

　スマホを近づけるだけで、アドレス交換が終わる。鷹音さんはスマホの画面を確認すると、嬉しそうに指でなぞって、俺に微笑ほほえみかけた。

　ええ、何だこの天使──と、いきなり浮かれたことを考えてしまいそうになる。しかし鷹音さんに何か連絡が来て、彼女は申し訳なさそうにこちらを見る。

「すみません、大事なときに……今日も習い事があるので、家に戻らないと」

「そっか、じゃあ急がないと……二人乗りさえＯＫなら、駅まで飛ばせるんだけど」

「……あ、あの。こんなことを言うと、千田くんに頼りすぎていると分かっているんですが……」

　鷹音さんはそう言って、おずおずとスマホの画面を見せてくれる。

　表示されているのは、電話の履歴画面だった。『テニス部の人』という電話番号から、何回も電話がかかってきている。これはもしかしなくても、また放課後に鷹音さんを勧誘しようとしていたということだ。

「……女子の先輩なので、番号を教えてしまったんですが、こんなことになるとは思っていませんでした」

　成績優秀な鉄壁の美少女という最初のイメージも、彼女と一緒にいるうちに、少し違ったものになりつつある。

　彼女の素直さ、それで困ったことになってしまうところも含めて、誤解を恐れず言ってしまうと庇ひ護ご欲よくが湧いてきてしまう。守りたい、純粋な気持ちで。

「じゃあ、今日も駅まで行こうか」

「っ……は、はい。ありがとうございます、千田くん……いえ、薙人さん」

　なぜか下の名前で呼ぶ時はさん付けになっている──なんてことを考えて、じわじわと彼女と付き合い始めたという実感が湧いてきて、自然に顔が綻んでしまう。

「……ご、ごめん。俺の方はまだ、の、希のぞみさんっていうのは……」

「……私も心の準備ができていないので、もう少しお互いのことを理解してから、呼び名を変えてくれると嬉しいです」

　俺からの名前呼びチャレンジは今のところは失敗だが、彼女から前向きな提案がもらえた。

　そして、他の生徒がいるところでは、鷹音さんは俺のことを今まで通りに呼ぶのだった。見られること自体を気にするべきではと思うところだが──俺も鷹音さんも初めてなので、失念していたというのが本当のところだ。

「……薙人さん」

「ん？」

　小声で俺に話しかけるときは名前呼びで、正直に言ってドキッとしてしまう。慣れられるのがいつになるか、今のところは見当がつかない。

「ナギ君……の方が距離感が近いですよね。私、絶対に負けたくないので」

「い、いや、鷹音さんには鷹音さんらしい呼び方もあるし……」

「ナギさん……いえ、ナギ様。こ、これは違いますね。やっぱり薙人さんがいいでしょうか」

「さん付けも少し照れるものが……あ、でも俺もそうやって呼んでるしな」

「はい……私の方も、下の名前で呼ばれても大丈夫なように、心の準備は常にしておきますね」

　こんなことを真面目に話し合っている俺たちは、どんなふうに見えるだろうか。

　そんなことを考えながら、気がつくと門の近くにいたテニス部の先輩たちの前を通り過ぎてしまっていた。

　何か先輩たちに凄い顔をさせてしまっていた気がするが、鷹音さんは勧誘を受けられないということで、分かってもらえるまで俺が盾になるつもりでいた。

「そういうところですよ、薙人さん」

「ご、ごめん。やっぱり挨拶くらいはした方が良かったかな、波風立てないように」

「……そういう意味ではなくて。でも、波風ならいっぱい立ってしまった気がします」

　そう言いながらも、鷹音さんはすごく楽しそうで、その横顔に思わず見惚れてしまう。

　駅まで彼女と向かう間に、どんな話をしようか。彼女も考えていることは同じみたいで──その空気が、今は居心地が良くて仕方がなかった。
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　いつもと景色が違って見えるとか、すれ違う人たちの視線を感じるとか。

　そういう変化に慣れようと努めても、雲の上を歩いているように落ち着かない。鷹音さんの告白を受けてから、現実感が未いまだに希薄というか、そういう青春系の映画を見せられている気分というか──自分で自分の精神状態が心配になる。

　告白を受けた以上はいろいろ意識しなければいけないことがあるんじゃないか。そんなことを思ってしまったりもするが、隣を歩いている鷹音さんと服がかすかに擦れただけでも、律儀に触れない距離を保ち直してしまう。

「……昨日、薙人さんの後ろからついていったとき、頼りになる人なんだなって思っていたんです」

「あ、ああ。混雑してたけど、あの時間はいつもそうなのかな」

「そうみたいです。一人のときでもいつもは大丈夫なんですけど、昨日は、少し……」

「昨日は大変だったからね。これからは、困った時は俺に言ってくれればいいよ」

「っ……ありがとうございます。そのお気持ちだけでも嬉うれしいです」

『お気持ち』というのは畏かしこまりすぎていないかと突っ込みそうになって、何とか踏みとどまる。

　校門を出てから徐々に緊張してしまっていたのは、鷹音さんも同じなんじゃないか──そう思ったからだ。

　鷹音さんは真っ直ぐ前を向いて歩いている。

　こっちを見ようとちら、と視線を向けるが、俺が見ていることに気づくと慌てて目を逸らしてしまう。これはどうやら、推測でもなく確定させてしまっていいみたいだ。

「鷹音さん、明日の放課後って予定はある？」

「は、はい。今日は早く帰らないといけませんが、明日なら大丈夫です」

「放課後の寄り道とか、そういうのは大丈夫？　家の決まりで難しいとかは……」

「寄り道……大丈夫だと思います。薙人さんの行くところは、健全だと思いますので」

「ははは……まあゲーセンとかに誘ったら、それは健全とは言い切れないか。できれば、ちょっと話ができたらと思って」

「ゲームセンターは大丈夫です、高校生ならそういうところに行くこともあると思います」

　この言い方からすると、鷹音さんはおそらくゲームセンターに行ったことがない。例えで出しただけで、俺一人でも学校帰りに行くことはそうそうなさそうだが。

　学校以外で話をすることで、もう少し緊張せずに一緒に居られるようになりたい。そう思って誘ったわけなので、行き先はゆっくり話せる場所がいい。

「じゃあ……カフェとか。制服だと気になるなら、やっぱり休みの日にしようか」

「校則には、そういったお店への寄り道はいけないということは書いてありません」

　断定するということは、鷹音さんは生徒手帳に載っている校則が全部頭に入っている──先生ですら普通に学生生活をしていれば、そんなに気にする必要はないと言っていたくらいなのに。

「……薙人さんは、コーヒーがお好きなんですか？」

「ああ、昨日もらったコーヒーも、駅を出る前に全部飲んだよ」

「すごい……そんなに一気に飲んでも大丈夫なんですか？」

「耐性が結構ついてるから、寝る前にコーヒーを飲んでも普通に寝られるくらいなんだ。勉強するときに無理やり目を覚ますとかもできない諸もろ刃はの剣つるぎだけど」

「それは……眠りが浅くなるかもしれないので、控えめにした方がいいですよ。それと、勉強のときに目覚ましが必要なら……こ、これからは、私がいますし……」

「え……？」

　鷹音さんはスマホを鞄かばんから取り出して、俺に見せてくる──それは世にも上品で、控えめすぎる『どや顔』だった。

「勉強中、決まった時間ごとに薙人さんにお電話をかけて起こしたりできます」

「い、いや、さすがにそれは悪いっていうか……ああ、でも……」

「でも……？」

　その接続詞をネガティブなものだと思ったのか、鷹音さんが心配そうにする。

「……で、電話はまだ早かったでしょうか。夜遅くにそういうのは、家の方にも迷惑が……」

「いや、そうじゃなくて。俺、ちょっと恥ずかしいことを言おうとしてるなと思って」

「っ……」

　俺の一言一言に、鷹音さんは一喜一憂したり、慌てたりしてくれている。

「……どれくらい恥ずかしいことですか？　あっ……や、やっぱり、お付き合いを始めたことと関係しているとか……」

「ま、まあそうなんだけど……寝落ちするまでＳＮＳで通話するとか、そういうことをしてるカッ……二人もいるらしいというか」

　カップルと言いかけて、別の表現に言い換える。ただでさえお互い緊張しているので、言葉選びも一言一句に気を使わなければいけない。

「通話……そ、そういうものもあるんですね。電話を繋つなぎっぱなしにするなんて、考えたこともありませんでした」

「ま、まあそういうのもあるってだけで、早速やってみようってことじゃないけど。眠れない時とかはいいかもしれないな」

「……逆に緊張して寝られなかったりしませんか？」

「それは盲点だったな……でも俺は、鷹音さんの声って安心する声だと思うし、聞きながらだと良く寝られそうっていうか……いや、何言ってんだ俺っ」

　浮つかないようにと心がけても、つい軽口みたいなことを言ってしまう。本当に思っていることでも、もう少し抑えなければいけない。

　朝谷さんにフラれたばかりで、切り替えが早すぎる──そんな風に思われても無理はないが、鷹音さんと話せているだけで嬉しいのは本当のことで、気持ちに嘘うそがつけない。

「……私の声、かすれてるって自分では思うんですけど……薙人さん、気を使ってくれていませんか？」

「かすれてる……というか、俺は耳に残るっていうか、落ち着く声だと思う。入学式の挨拶の時からそう思ってたよ」

「…………」

　鷹音さんは何も言わない──かすれた声とは思わないのだが、声を出している本人と周囲とでは聞こえ方が違うというのは、よく聞く話だ。

「……あ、鷹音さん、信号……っ！」

「っ……！」

　横断歩道の信号が赤に変わったことに気づかず、鷹音さんが行ってしまいそうになる。引いていた自転車を片手で支え、もう一方の手で鷹音さんを慌てて引き止めて、何とか事なきを得た。

「すみません、私……」

「いや、俺は全然大丈夫……だけど、その……」

「……あっ……」

　鷹音さんを引き止めた拍子に、彼女の背中を受け止める形になってしまった──向こうから横断歩道を渡ってきたお婆ばあさんが、微笑ましいものを見るような目をしてすれ違っていく。
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　バランスを崩してしまっていた鷹音さんだが、何とか自分でしっかり立つと、俺に背を向けてしまう。

「ご、ごめん。急に引っ張ったりして」

「…………」

　鷹音さんは何も答えてくれない──少し乱れてしまった髪を直して、しばらくしてからこちらを恐る恐るというように見る。

「……す、すみません。その……ぼんやりしてしまって」

「俺こそごめん、声のこととか、入学式までさかのぼって言ったりして……急にそんなこと言われてもびっくりするよな」

「……はい。びっくりしました」

　鷹音さんは信号を見やって、俺に渡るように促す。

　彼女の後について少し駆け足で渡りきる。追いついて横に並ぶと、鷹音さんはすぅ、と深呼吸をしてから、横にいる俺を見た。

「本当は、あまり自信がなかったんです。自分の声が好きじゃないので……でも、あの日の自分に教えてあげたいです。薙人さんがそう思っていてくれたこと」

「っ……い、いや、その……」

　照れるあまりに言葉が出てこない。

　これが、彼氏彼女の会話というものなのか。朝谷さんとは、こういう雰囲気になることさえなかった──ずっと『友達』の距離感だった。

　憧れが大きすぎると、ある程度まで近づいても、それ以上距離は縮まらない。

　決めつけてしまいたくないが、そんな考えが過ぎってしまう。

「……俺は鷹音さんの声が好きだし、電話でもできれば聞きたいって思うよ」

「は、はい……あの、でも、あまりそういうことは……」

「ご、ごめん。さっきから外でいろいろ言いすぎかな」

　鷹音さんは肩にかかった髪に指で触れている。それが照れているときの仕草というのは、

　あまり観察眼の鋭くない俺にもわかる。

「その……たくさん言われすぎると、言葉が出てこなくなってしまうので、初めはお手柔らかにお願いします」

「そ、そっか……ああ、良かった。怒ってるんじゃなくて」

「怒ったりしません。私が怒るとしたら、薙人さんが私のことで何かを我慢したり、自分が辛くなるようなことを無理をしてしているときくらいです」

「……鷹音さんには、敵かなわないな」

　無理をしてるなんてことはない。朝谷さんと話すだけで胸が痛くても、それは甘んじて受け入れるべきだ。

　けれどそれも、変わっていかなきゃいけない。鷹音さんを心配させないように、そして朝谷さんに、俺が引きずっていると思われないように。

「これからは、何でも遠慮なく話してください。薙人さんのことを、一つでも多く知りたいですから」

「……ありがとう」

　俺も、鷹音さんのことが知りたい──それはあえて言わなかった。

　彼女が照れてしまうことを言うばかりじゃなく、笑ってくれたり、楽しんでくれるような話がしたい。

　歩いているうちに、駅前のロータリーに近づいてきている。この辺りから人の行き来も多くなるので、見送りはここまでということになった。

「今日は……ありがとうございました」

「俺の方こそ、嬉しかった。えっと、その、いろいろ……」

「は、はい……いろいろ……」

　また懲りずにやってしまった──ここで照れずに、落ち着いていられるようにならなくては。

　しかし『いろいろ』の中に含まれている出来事として、ちゃんと鷹音さんが忘れずにいてくれるだろうかなんてことを、真剣に心配してしまう。

「……薙人さん」

　名前を呼ばれて、俺は鷹音さんを見る。

　──なんて優しい顔をするんだろう、と思った。

　俺自身、自分のことに臆病になっていると思う。その弱さも、きっと俺の態度に出てしまっている。

「今日の夜、少しお時間をいただけますか？」

「夜……っていうと……」

「お電話か、ＳＮＳで……今のうちに、約束しておきたかったんです」

　いつかけてきてもらっても構わない。ＳＮＳだってそうだ。

　それでも約束をしたいのは、鷹音さんも、俺と同じ気持ちだからかもしれない。

「……そうじゃないと、しないままで明日になってしまいそうなので。約束をしておいたら、それを守らなきゃって……い、いえ、義務的にということではなくて、私が薙人さんと話したいので……です……」

「……俺もかなり緊張してるから、電話の声が変だったりするかもしれないけど。じゃあ、九時くらいに俺からかけるってことでいい？」

「はい、その時間でしたらお風呂も……い、いえ、部屋にいると思います」

　しっかり頭の中に鷹音さんの入浴時間帯が刻み込まれる──いや、そうじゃなく、今日は九時以降は電話しても大丈夫だと、それだけ頭に入れる。

「じゃあ……また明日、鷹音さん」

「は、はい……また……」

「鷹音さん、朝は何時くらいに来る？」

　今度は俺が、鷹音さんの聞こうとしたことを当てられたみたいだ──彼女は少し驚いている。

　そして、微笑む。そうやって笑ってくれるなら、聞いてみてよかったと思う。

「始業の三十分前には来るようにしています。薙人さんも、いつも早めに来ていますね」

「そっか……ありがとう、教えてくれて」

　俺が何を考えてるかなんて、鷹音さんにはお見通しだろう──でも、あえて何も言わないでいてくれる。

「では、また明日……いえ。また後で、ですね」

「楽しみにしてる。また後で、鷹音さん」

　鷹音さんは少し名残惜しそうにして、何か言いかけて──それを言葉にはせずに、小さく手を振ってから駅に歩いていった。

　歩き去る後ろ姿が、夕方の風景の中で絵になりすぎていて、見えなくなるまで見ていたくなってしまう。

　もう一度、振り返ってくれないだろうか。

　そんな必要がないんだから、期待してはいけない。俺も後ろを向いて、帰り始めなければ──。

　そう思った時だった。

　鷹音さんが人波から外れる──それは駅から来る人の邪魔にならないようにということだと、見ていて分かった。

　そして、俺の方を振り返る。俺が見ていることに気づいて、距離を置いて目が合っても、彼女はじっと見ているだけで。

「──、──」

　口に手を添えるようにして、鷹音さんがこちらに向けて何かを言う。

　聞こえなくても、何となく伝わるような気がする。きっと俺が喜ぶようなことだと。

　手を振り合うと、鷹音さんは駅の中に入っていく。俺も帰り道は自転車に乗り、車道の端に寄って走った。

　そして俺は信号待ちをしている時に、二通のメッセージが届いていることに気づいた。

　一つは流々姉からの、買い忘れた夕食の食材を買ってきてという内容。

　もう一つは鷹音さんからの、こんなメッセージだった。

『振り返ったとき、薙人さんがいてくれて嬉しかったです。また後で電話しますね』

　本当に、俺には勿体ないくらいの──と、いつまでも躊ちゆう躇ちよしてはいられない。

　周囲に秘密にするのかどうかは相談しないといけないが、もし誰かに聞かれたとしても、胸を張って答えられるようにしたい。俺の彼女は鷹音さんなんだと。
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　俺が買ってきた材料を使って流々姉が料理の仕上げをする。何が足りなかったかというと、オムライスに使うバターだった。

「はい、お姉ちゃん特製ふわとろのレストランっぽいオムライス～！　じゃん！」

「おお……見た目はレストランそのものだ。やったな流々姉」

「見た目だけじゃなくて味も美味おいしいといいんだけどな～。なっくん、自分でもお料理上手だから審査が厳しいよね。はい試食」

「流々姉にはかなわないけどな……うん、美味しい。味もレストランそのものだ」

「お姉ちゃんの将来の進路が、なっくんと二人で小さなレストランを開くことに決まった瞬間であった」

「オムライスだけで戦えるのか……？　他の料理もまあ好きだけどな」

「『まあ』なんて言っちゃって、本当は大好きなくせに。あ、でもなっくんは霧きりちゃんと仲直りしちゃったら、お姉ちゃん離れしちゃうかな？」

「っ……」

　思い切り言葉に詰まってしまう。朝谷さんと元の鞘さやに収まることを流々姉が期待していたとしても、そうならなかったことを伝えなくてはいけない。

「あ……そんなに簡単にはいかない感じ？　お姉ちゃん余計なこと言っちゃった？」

「いや、余計ってことはないけど。心配してくれてるのは分かってるつもりだし」

「分かっちゃってる？　お姉ちゃんも家族でも礼儀ありって分かってるんだけど、どうしても気になっちゃって……可か愛わいい弟には旅をさせよって言うけど、可愛がってるだけに放っておけないというか」

「朝谷さんにフラれたっていうのは変わらないよ。俺は彼氏らしいことはできてなかったから……それが理由なのかは分からないけど、多分そうだと思う」

「……そっか。霧ちゃんって女優さんでタレントさんだから、忙しそうだもんね。事務所の方針とか、そういうものもあったりするのかも」

　流々姉に言われるまで、考えもしていなかったことだった──事務所で恋愛禁止とか、一般人とは付き合うなとか、そういう決まりがあったとしたら。

「でも、一度なっくんと付き合うって言ってくれたのに……そこがやっぱり、お姉ちゃんとしては納得できないっていうか、霧ちゃんは事情を全部話してくれてないのかなって思ったりするけど」

「……それを話さないっていうのが朝谷さんの決めたことなら、無理に話してくれとは言えないから。それに、今は……」

「……やっぱりそういうこと？　なっくん、帰ってきたときすごく機嫌良かったもんね」

「っ……!?」

　姉の勘ほど恐ろしいものはないと、その時俺は人生で何度目か、思い知らされることとなった。

「同じクラスの鷹音さんと、何かあったのかな……っていうのが、お姉ちゃんとしてはありそうだなって思ってるんだけど。なっくんが自分から教えてくれるなら、お姉ちゃん根掘り葉掘り聞いたりしないんだけどなー」

　真綿で首を締めるような姉の圧力──ここではぐらかしたら、鷹音さんと電話しているときに部屋に突入されかねない。

　弟の恋路にばかり興味を示してないで、自分のことも気にされてはどうですかお姉様、と言いたい気持ちを飲み込み、なぜか流々姉が「あーん」と差し出してきたふわとろオムライスを食べさせられながら、できるだけ恥ずかしくないように事情を説明する方法を考えていた。
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　俺と鷹音さんの掃除の班が同じになったこと、図書室の掃除をしていたら朝谷さんがやってきたこと。

　鷹音さんは俺と付き合うと言ってくれたが、彼女は俺のことを考えて、あえて事実と違うことを言ったのだと思ったこと。

　──そんな俺の考えは、あくまで推測にすぎなかったこと。

　流々姉は食べながらではなく、俺の目をじっと見ながら聞いている。最初は面白がっているようにも見えたが、途中からは向き合うのが照れくさくなるような表情に変わっていた。

「そんな目で見られると落ち着かないんだけど……」

「ううん、何ていうかね。弟がこんなに青春してるなんて、ちょっと前まではお姉ちゃん想像もつかなかったなって」

「青春って……流々姉もそんなに変わらないだろ」

「あ、女子校に通ってるお姉ちゃんにそゆこと言う？　まあみんなコンパとかしてるみたいだけど、私は参加してないからね。なっくんに聞いてもらうのはいいけど、知らない人と一緒にカラオケなんて行ったら借りてきた猫になっちゃうから」

　そんな冗談を言っているが、姉さんはどんな場にでも溶け込んでしまうコミュ強だ。一度家に友達が来ているときに呼ばれたが、その人気者ぶりに驚き、そしてさすがは自慢の姉さんだと思った──面と向かっては言えなかったことだが。

「カラオケに行かないからって、風呂場で歌うのはほどほどにな」

「お風呂だと声がいい感じに響くし、ゆっくり浸つかれるから。なっくんもたまには歌ってみたら？　霧ちゃんのドラマの歌とか」

「っ……ゴホッ、ゴホッ」

「あ……ごめんね、冗談にしても意地悪だったね」

　席を立たなくても──と言おうとしたが、姉さんは俺の後ろに回り、背中を擦ってくれる。

　昔風邪を引いた時のことを思い出す。流々姉は母さんに伝染るからと言われても聞かずに、俺のことを看病してくれたことがあった。それもまた、小学生の頃のことだが。

　思えば朝谷さんと付き合うことになったときも、姉さんにちょっとした変化を気け取どられて、洗いざらい白状させられた。それで応援してくれていたのに、たった一ヶ月でこれほど状況が変わったら、普通なら俺に問題があったんじゃないかと思うところだろう。

「……これからもクラス一緒なんだし、霧ちゃんともぎこちなくならないといいよね」

　姉さんは俺の肩を揉もんだあと、ぽんと肩に手を置いてから自分の席に戻る。

「霧ちゃんとは友達付き合いを続けてもいいって、鷹音さんも言ってくれたらいいね。あ、こういうのは女の子同士で話がついちゃうかもしれないか」

「こ、怖いことを……いや、怖いっていうのも違うけど……」

　思わず戦々恐々としてしまう俺を、姉さんは再びにやにやと楽しそうに見ている。基本的には、俺をからかって楽しんでいるのが平常運転ということだ。

「なっくんはどうする？　霧ちゃんと鷹音さんが仲良くなっちゃったら」

「ど、どうするって……二人が気が合うなら、そういうこともあるかもしれないけど。今のところは……」

「一触即発って感じだったり？　はぁ～、私もその場で見てたい。なっくんがハラハラしてるのを眺めてたい。お姉ちゃん授業参観に行っていい？」

「シスコンって噂うわさが立つからやめてくれ」

　実際に来たりはしないと分かっているが、牽けん制せいになりそうな言葉を選ぶ──しかし当の流々姉は、まったく構わなそうなのが困りどころだった。

「そのうち、私からも鷹音さんに挨拶したいな。うちの弟をよろしくお願いしますって、霧ちゃんには言えなかったから」

「……やっぱり面白がってないか？」

「ううん、そんなこと、ぜーんぜん」

　とりあえず、電話をする時には部屋の外で聞かれてないか警戒することにしよう──もっとも、姉さんも冗談で言っているだけで、積極的に聞き耳を立てたりはしないだろうが。しないと思いたい。




　　　　◆◇◆




　八時五十五分──課題は風呂に入る前に終わらせ、まだ読んでない漫画や文庫に手をつける気にはなれず、一応ＳＮＳを確認する。すると、高たか寺でらからメッセージが届いていた。

『九時からのありんのドラマやるじゃん？　ＴＬに今日が山場って流れてきたけど、キスシーンとかあったりすんのかな。俺ドキドキして見られないから見といてくれる？』

　意外に小心者だな、と思いつつ、人のことは言えない──キスシーンという言葉を見ただけで心臓がキュッとなってしまう。

　朝谷さんは女優なのだから、そういう場面があってもおかしくはない。準主演の彼女だが、主演の俳優のことを兄のように慕っているとか、そういう役どころだった。

　──高寺のことをまったく言えない。九時からのドラマは録画してあるが、今後落ち着いて見られるかどうかも分からない。

　毎週の録画予約を消してしまおうかとも思ったが、フラれたからとそうするのも違う気がした。

　視聴者としてテレビに映る朝谷さんを見て、それでも落ち着いていられるようになるべきだ──というのは、意地を張っているだけだろうか。

　荻おぎ島しまからは後でゲームの対戦をしないかと連絡があったので、できたらログインすると連絡しておく。荻島は対戦動画の配信をしているそうでかなりのゲーマーだが、俺も一つだけなら荻島に付き合えるゲームがある。

　返信をしているうちに、八時五十八分になる。時計を見るだけで緊張するというのも、いつ以来のことだろう。

　そうこうしているうちに、五十九分に変わる。頭の中で一秒ずつをカウントダウンし始めて、待ち遠しく思い過ぎだろうと自分に呆あきれて、瞑めい想そうするように目を閉じる。

　こんなに浮き足立っている自分が格好悪いと思うが、とりとめもない思考ばかりが巡る。どんな話をすればいいか、鷹音さんの都合が悪くなっていたりはしないかといろいろなことを考えて──そして。

　九時になる。それでも一秒、二秒と決心がつかない。九時になってすぐというのは迷惑がかかるというところまで考えて、五秒、いや十秒にしようと考えて、やっとメッセージアプリの通話ボタンにタッチする。

　一度目の呼び出し音が鳴る。二度、三度──今は出られないだろうか、後でかけ直そうかと考えたところで。

『──はい、もしもし』

「あ……」

　繋つながった──繋がってしまった。いや、しまったじゃない。

『薙人さん……ですか？』

「あ、ああ。そう、俺……薙人です。鷹音さん、でいいんだよね」

『は、はい。電話だと、少し声の聞こえ方が違いますね』

　鷹音さんはそう言うが、彼女の声も、何と言えばいいのか。

　電話だから当たり前なのだが、耳元で囁ささやかれる感じがする──なんて口走ったら、さすがの鷹音さんも引いてしまいそうだ。

「えっと……九時になってからすぐかけたけど、大丈夫だったかな」

『はい、いつでも出られるように準備していました。薙人さんは、もう勉強は終わりましたか？』

「ちゃんと終わらせておいたよ。鷹音さんは？」

『それが……すみません、あまり手につかなくて。お電話が終わったら、しようかなと思っています』

「そ、そっか……」

　電話がかかってくるのを待っていてくれたから、手につかなかったということだろうか──そんなことを言っても、自意識過剰に聞こえてしまいそうで。

「分からないところがあるときは、これからは教え合ったりもできるかな」

『は、はい……でも、いいんでしょうか。薙人さんはもう終わっているのに……』

「終わってるから教えられるっていうのもあるし。俺が今度終わってなかったら、そのときは鷹音さんに教えてもらおうかな」

『……こほん。そう言われて、気が引き締まりました。勉強に、これから張り合いが出そうです』

　入学時点で学年一位の鷹音さんに教えてもらえるというのは心強い。しかし頼りきりでもなく、俺も今まで通りに勉強して、成績を維持しなくては。

「高校でついていけるか少し心配してたけど、今のところはまだ小手調べって感じなのかな」

『はい、今のところは。高校からはノートの整理の仕方を変えようと思っていて、少し試しています。タブレットでノートを取れると便利なんですが……』

「鷹音さん、タブレット持ってるんだ。俺も持ってるけど、電子書籍を見るくらいしか使えてないな」

『楽譜を表示したりもできるので、便利なんです。紙の楽譜に書きこむのと違って、何度でも書き直せますし』

「なるほど、そういう使い道もあるのか……鷹音さん、ピアノってどういう曲を弾くの？」

　聞いてみると、鷹音さんは何か考えるように間を置く──そして。

『あ、あの……薙人さんが良ければですが。少し録音したものをかけてみましょうか』

「本当に？　うわ、嬉うれしいな……ちょっと座り直すよ」

『くすっ……楽な姿勢で聞いてください、ゆったりした曲ですから。少し待っていてくださいね』

　鷹音さんがスマホを置いた気配がする。そして、ピアノの音色が聞こえてくる。

　どこかで聞いたことのあるような、クラシック曲。

　始めは静かに、囁きかけるような優しいメロディラインから入っていく。

「この曲は……」

『月の光という曲です。有名な曲なので、聞き覚えがあるかもしれません』

「うん、どこかで聞いたことがある。でも、こういう形で聞くのは初めてだし……全然言葉が足りないけど、凄いな……」

『……良かった』

　鷹音さんは安あん堵どして、しばらく俺にピアノを聞かせてくれる。そのうち少しピアノの音量が下げられる──話の続きをしたいというように。

『薙人さんは、普段どんな音楽を聞かれるんですか？』

「俺？　俺は何でも聞くかな。テレビとかラジオでちょっと流れた曲とかで、いいなと思ったやつとか」

『私はテレビはあまり見ないので、どんな曲が流行はやっているのか、あまり詳しくなくて……薙人さんが好きな曲を、私も聞いてみたいです』

「それなら今度ＣＤを貸そうか。鷹音さんが気に入るやつがあればいいんだけど」

『本当ですか？　嬉しいです……でも、学校に持ってくると持ち物検査が心配ですね』

　入学してから一度だけ抜き打ちでの持ち物検査があったので、確かに学校での受け渡しは避けた方がいいかもしれない。

「そうなると……休みの日にどこか外で渡すのがいいかな」

『っ……薙人さん、あの、それは……』

「ん？　他の方法の方が……」

　──と言いかけて気がつく。

（休みの日に外でって……何を軽い感じで言ってるんだ、俺は……！）

　俺と鷹音さんは付き合っている──それで休みの日を一緒に過ごすというのは、一分の疑いもなくデートだと言える。

　いや、付き合い始めても、ＣＤを貸してそれで用件は終わりということも──あるわけがない。

　彼氏らしいことを何一つできずにフラれた。そんな自分を変えなければ、鷹音さんもそのうち俺に愛想を尽かしてしまう。

「ご、ごめん。何かその……それだと、デートしたいって言ってるようなものだよな」

『こ、こちらこそ、すみません、そうなのかなと思って、でも……いいんでしょうか……』

　弱い疑問形だが、鷹音さんの声は「嫌」というようには聞こえない。

　戸惑っている様子の彼女に対して、こういうとき彼氏としてどうすればいいのか。積極的に誘った方がいいのか、それとも急ぎすぎない方がいいのか。

（ＣＤを貸し借りするだけだし、そんなに重く考えない方がいいのか……？　いや、少しでも一緒に過ごすなら、デートとして機会を大事にした方が……）

　思考がぐるぐると巡って、体温が上がる。落ち着いて話そうとしていたのに、抑えていた緊張が一気に振り切れてしまう。

　心臓の音がうるさい──一度は彼女がいたことがあるのに、女子と話すことにまったく慣れていない。

『……明日……』

「あ、明日？　明日は学校だから……」

『い、いえ。皆さん、どんなふうに……その、デートをするとしたら、どんなふうなのか。それを、聞いてみようと思って』

「あ……い、いや、大丈夫。俺もデートらしいデートをしたことはないんだけど……朝谷さんとは、そういうことはしなかったから」

『元カノ』のことをこんな時に言うのは、空気が読めていないと分かっている。それに俺が言っているのは、とても格好悪いことだ。

　けれど隠して話せば、自然ではなくなると思った。今から隠し事をしていたら、きっとせっかく二人でいられる時間ができても、大事なことを隠してしまうような気がした。

「……鷹音さんと休みの日に会えるなら、ＣＤを渡すだけじゃなくて……一緒に過ごす時間が欲しい」

『朝谷さんとは、デートではなくて、一緒に過ごしたことはある……ということですか？』

「あ、ああ。読書部と天文部で、合同で活動することがあったから。休みに顔を合わせることがあっても、他にも一緒にいたんだ」

『そうだったんですね……』

　鷹音さんには、あまり朝谷さんとの昔のことを話すつもりはなかった。それは、彼女があまりいい気分がしないだろうと思ったから。

『…………』

　その予想は、必ずしも外れてはいないみたいだった──電話の向こうで、鷹音さんが何か考え込んでいる。

「ごめん、朝谷さんの話は……」

『いえ、聞きたいです』

「え……？」

『薙人さんと朝谷さんが、お付き合いをしているときどんなふうだったのか。薙人さんが良いなら、聞きたいです』

『元カノ』との思い出をほのめかすようなことはすべきじゃないし、話すべきでもないと思っていた。

　鷹音さんに対して誠実であるために、朝谷さんとの間にあったことは忘れていかなければならない。しかし、当の鷹音さんが聞きたいというのなら──。

『いつかまた、薙人さんが話したいと思った時で大丈夫です。待っていますから』

「鷹音さんは、俺が朝谷さんとのことを話して、嫌だったりは……？」

『率直に言うと、少し気になるかもしれません……けれどそれよりも、薙人さんが好きになった人のことを、少しでも理解したいんです。今は、朝谷さんとはあまり仲良くできていません……でも、朝谷さんは、一度は薙人さんを好きになった人ですから。全然合わないということはないと思っています』

　いつも、鷹音さんには俺の想像が及ばないんだと思い知らされる。

　朝谷さんと鷹音さんは親しくなれないかもしれないと思っていたのに、他ならぬ鷹音さん自身がそれを否定する。

『朝谷さんは社交的で、すごく華のある人なので、私とは全然違うタイプですが。薙人さんが好きになった人だから、きっとまだ私が知らない、素敵なところがあるんですよね。それを知ったら、私も……負けないように、頑張りたいので』

「……鷹音さんは、凄いな」

『……あっ。その、芸能人になりたいとか、そういうことではなくて……その方面では朝谷さんには敵かなわないですが、私は私なりに、薙人さんに認めてもらえるようになりたいです』

　どこにも非の打ち所のない彼女が、俺に認めてほしいなんて、勿もつ体たいないくらいで。

　だからこそ、ちゃんと言葉にしていかなければいけないと思う。電話でも、直接でも、少しでも伝わるように。

『……すみません、一方的にたくさん話してしまって』

「いや、嬉しかったよ。俺も鷹音さんにいいところを見せられるように、まず明日は体力テストを頑張ろうかな」

『はい、私も頑張ります……ふぁ……す、すみません』

　鷹音さんは少し眠そうだ。話しているうちに、結構時間が経ってしまっている。

　聞こえてくるピアノの録音は、別の曲に変わっていた。これは俺も知っている曲だ。

「この曲は、ジムノペディだっけ」

『は、はい。家族に、書斎で流すために欲しいと言われて録音したものです』

「聞いてると、安心する曲だよね。鷹音さん、もう眠い？」

『大丈夫です。これから勉強もしないと……』

「じゃあ、寝ちゃわないように電話しながら勉強しようか。俺も起きてるから」

『だ、駄目です……それだと、薙人さんの時間が……』

「できれば、もう少し通話してたい。駄目かな」

　こんな聞き方をする俺は、きっともう、鷹音さんに甘えてしまってるんだろう。

「じゃあ、お言葉に甘えてしまいますね』

　鷹音さんははにかんだ声で言う。そして、通話をしながら勉強をする準備を始めたようだった──そのとき。

　画面にふと表示されたアイコンに、指が触れる。そしてスマホの画面が切り替わる。

（ビデオ通話……鷹音さん、間違えて押したのか？）

　自分の顔が映ってしまうのでは──そんなことを思いながら画面を見ていると。

『…………』

　──画面を見て、息が止まった。

　こともあろうに、鷹音さんは電話を胸のところに向けてしまっている。片手で電話を持って、もう片方の手でノートを開いたりしているらしい。

　キャミソールの類のルームウェアに、上からガウンを羽織っているのだが、前を閉じていない。それで無防備にカメラを向けてしまっているので、見てはいけない部分が──見えてしまう前に、俺は我に返ってスマホを裏返す。

「た、鷹音さん。ビデオ通話が繋つながっちゃったんだけど……」

『あっ……す、すみません。つい、ボタンを押してしまったみたいで……』

　少し見てしまったというのを言うべきか、言わざるべきか──誠実であろうとするなら言うべきで、顔を見せて謝るべきだ。

　スマホを裏返すと、インカメで俺の顔が映って、鷹音さんにも見えているはずだ。

「……こうして薙人さんの顔が見えていると、安心します。私の顔が見えるのは、恥ずかしいですが」

「……かっ……」

「……か？」

　顔どころではなく、別のところが見えてしまった。それ以上に、はにかんだ鷹音さんの仕草があまりにも──。

「あっ……か、顔が赤いですか？　すみません、お風呂上がりなもので……お見苦しいものをお見せしました」

「い、いや、まったくそんなことは……か、可か愛わいいパジャマだね」

「っ……そ、そうでしょうか。薙人さんはパーカーですよね、可愛いと思います」

「俺の場合可愛いってことはないかな」

「そんなことはありません、可愛い色です」

　何となく、和やかな雰囲気だ──こんなときに、あえて鷹音さんが恥ずかしがるようなことを言ってはいけない。
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　名残惜しくもビデオ通話が切られる。それからは時折鷹音さんに質問されて、ノートを見ながら答える。

　電話をする前は、上手うまく話さなければとばかり考えていた。けれど時計が十時半を回るまで、時間があっという間に流れるように感じて、そろそろ切らなければと名残惜しくなっていた。

「今日は、ありがとうございました。今度は、私からかけてもいいでしょうか」

「うん、いつでも。おやすみ、鷹音さん」

「はい。おやすみなさい、薙人さん」

　電話を切ったあとも、高揚感が消えそうにない。耳に残るピアノの音が心地よい──鷹音さんのピアノをもっと聞きたいと思わずにはいられない。

「……ん？」

　何となく気になり、ドアを開けて部屋の外を見てみると、そこには予想通り、壁に背を預けて座っている流々姉の姿があった。

「いつからそこに……？　場合によっては事情聴取だぞ」

「黙秘権を行使します……あっ、本気で怒っちゃだめ、今度お菓子作ってあげるから」

「ぐっ……」

　そんなことではごまかされないと言いたいが、流々姉はお菓子作りが上手く、俺も長年弟をやってきてすっかり餌付けされてしまっている。我ながらパブロフの犬のようだ。

「鷹音さんのピアノ、私も聞いてみたいな～。お姉ちゃんもジムノペディなら弾けるよ？　そのうち一緒に連弾しちゃったりして」

　いつから聞いていたんだという気力も起こらない。認めざるを得ないだろう、俺が浮かれてしまっているということを。

　姉さんを部屋に押し込めてから戻ってきて、一息つく。

　明日の体力テストでは、鷹音さんと朝谷さんが一緒になる。二人で話す機会も必然的に多くなるということだ。

　過剰に心配してもいけないが、どうしても考えてしまう。今カノと元カノ、二人が同じ班という緊張感。俺が緊張しても仕方がないと分かってはいるが。

　鷹音さんの言っていた通りなら、二人は仲良くなれる──のだろうか。

　図書室で最後に見た朝谷さんの姿を思い出す。そしてふと思い出して、高寺から来ていたメールに目を通す。

『千田、キスシーンなかったってよ！　のありんは俺たちののありんのままだぜ、フゥー！　これで枕を高くして寝られるぜ！』

　こんなメールを貰もらって安心するのは、朝谷さんに未練があるということじゃない。

　いつか、彼女が女優を続けていれば──そう想像しそうになって、俺は頭を振った。

　もっと純粋な気持ちで見られるようにならなくてはならない。朝谷さんをテレビを通して見る、多くの視聴者の一人として。
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　夜の九時に、薙人さんから電話がかかってくる。

　約束の時間が近づくほど、私はできるだけ自然体でいようとしたのに、どうしても緊張してしまって、勉強も手につかなくて、机に置いたスマートフォンを見つめてしまっていた。

　こんなに待ち遠しいと思っているのを知られたら。電話の声で、私がいつもと違うと思われてしまったら。

　気持ちを落ち着かせようとしても、勝手に鼓動が早くなってしまう。過呼吸になるんじゃないかと不安になってしまうくらいで──やっと八時五十五分になって、それから一秒ずつがものすごく長く感じられてならなかった。

　こんなに頭の中がいっぱいになるなんて思わなかった。薙人さんと話せるようになって、一緒にいられるようになって、そんなことより、何よりも。

『今からは私が千田くんとお付き合いをするので、私が「今カノ』です』

　あの時は、朝谷さんの言葉に彼が追い詰められているみたいに見えて、助けたいという一心だった。

　──それだけじゃなくて、私自身が、朝谷さんに何か言い返したかった。

　薙人さんが、朝谷さんを特別だと思っていることは見ていれば分かることだった。それでも、彼と一緒に話したいとか、私も一緒でいいと言ってくれる彼女には、どうしても納得がいかなかった。

　朝谷さんは、薙人さんの『元カノ』なのに、薙人さんに優しくない。

　私は、薙人さんにあんな辛い顔をさせたりしない。

　けれど、私がそんな気持ちでいると知ったら、きっと薙人さんは──。

「……驚いてしまいますよね。まだ、出会ったばかりなのに」

　私は高校に入学する前から、薙人さんのことを知っている。けれど、それは薙人さんに改めて聞いても覚えていないかもしれないような、些さ細さいな出来事があっただけ。

　薙人さんと中学校から一緒で、彼氏彼女の関係だった朝谷さんとは、積み重ねてきた時間の差がある。

　出会ったのが遅かったから、朝谷さんに敵わない──図書室でのことがなかったら、私はそう思ってしまっていたかもしれない。

　時々薙人さんと話して、一年が過ぎたら学年が変わって、接点がもっと少なくなって。

　彼に助けてもらったことがあるというのを思い出にして、卒業していく。

　そんなふうに諦めていた自分が、あの時はどこかに行ってしまった。

『私と、お付き合いをしてください』

　薙人さんを守りたい。世間的には『重い』と言われてしまうかもしれないし、私は薙人さんに守ってもらってばかりで、彼を守れるなんて胸を張って言えない。

　それでも、傍そばにいたい。そうやって伝えられるように勇気を振り絞って、今は、薙人さんの『彼女』になれた。

　まだ夢を見ているみたいで、電話がかかってきても私たちは知り合いの距離から変わっていなくて、他人行儀に電話を切って終わってしまうかもしれない。考えれば考えるほど不安になって、でも待ち遠しくて──何も手につかない。

　机に顔を伏せて、九時になるのをじっと待ち続ける。もう少し、あと少し──そして。

　スマートフォンが振動する。『千田薙人』と表示された画面を見て、喉が震えて、深呼吸をしてから通話ボタンをタップする。

　最初に何を言うのがいいのか、そんなことを考えて迷ってしまいそうになって、それよりもすぐに出ないと、という考えを辛うじて優先できた。

「はい、もしもし」

『あ……』

　薙人さんの息遣い。驚いたような声──分かっているけれど、次の言葉がなかなか聞こえてこなくて、つい確かめてしまう。

「薙人さん……ですか？」

『あ、ああ。そう、俺……薙人です。鷹音さん、でいいんだよね』

　薙人さんが名乗るときの言葉遣いが丁寧で、そんなところがいいなと思ってしまう。

　彼もとても緊張していると分かって、私だけじゃなかったんだと思うと、すっと胸が楽になった。今までは自分のものじゃないみたいに、鼓動が早まっていたのに。

　何でもない話をして、その一つ一つが嬉しくて仕方がなかった。勉強を教え合うという話が出てきたときは、その時のことを想像してしまっていた。

　薙人さんが私に対して持っているイメージはやっぱり、『優等生』だと思う。それなのに勉強が手につかないと言ったら呆れられてしまう──そんな心配を後からしたけれど、彼はとても優しかった。

　私のピアノも聞いてもらって、薙人さんのＣＤを貸してもらえることになって。

　お休みの日にＣＤを渡してもらうなら、その時は一緒に過ごしたいと言われて、凄すごく嬉しくて──でも、聞かずにはいられなかった。

「その、デートをするとしたら、どんなふうなのか。それを、聞いてみようと思って」

　こんな硬い聞き方だと良くないかもしれないけれど、緊張してしまって、そんなふうにしか言葉が出てこなかった。

『あ……い、いや、大丈夫。俺もデートらしいデートをしたことはないんだけど……朝谷さんとはそういうことはしなかったから』

　薙人さんの答えは、私の想像とは違っていた。

　お付き合いをしているなら、デートをするものだと思う。もしくは、デートをしたことで交際をしていると言えるようになる──私は、そういうものだと考えていた。

『一応、ナギ君の元カノ……でいいんだよね？』

　薙人さんと朝谷さんが一緒にいるときの様子を見ても、私は想像もしていなかった。同じ中学で仲が良いというだけで、本当にそれだけだと思っていた。

　自分が、子供だと思い知らされたみたいで──落ち着いている朝谷さんを見て、私は挑発されているように感じてしまった。

　彼女の『一応』という言葉は、きっと薙人さんを傷つけてしまっていた。けれど、ただのクラスメイトのままでは、私は二人の事情に関わる資格がなかった。

　──二人の間に恋人として凄く深い絆きずながあって、望まずに別れてしまったのなら。私が『今カノ』と言って傍に居ようとしたら、薙人さんを困らせてしまう。

　その不安は、電話をするまで、そして話し始めてからも、ずっと私の胸の隅にあった。

（二人は、デートをしたことがなかった。でも、一緒にいる時間が他にもあったから、薙人さんは朝谷さんを好きになった。そういうことなのかな……）

　薙人さんは読書部で、朝谷さんは天文部で。二つの部活が交流していて、それで二人は接点を持つことになった。

　そうやって『元カノ』の朝谷さんのことを話したら、私がどう思うか。薙人さんはそこまで気遣ってくれて、それでも私は、もっと話を聞きたいと言った。

『薙人さんと朝谷さんが、お付き合いをしているときどんなふうだったのか。薙人さんが良いなら、聞きたいです』

　困らせてしまうかもしれない、まだそんなことを聞くのは早いかもしれない。

　聞いてしまうことで、薙人さんの朝谷さんに対する気持ちが、今より大きくなってしまうかもしれない。

　そんな不安よりも、薙人さんがどうして朝谷さんを好きになったのか、そして別れてしまったのか、理由を知りたいと思った。

『……鷹音さんは、凄いな』

　薙人さんの気持ちも考えずに、私の気持ちばかり押し付けてしまっている。そんな不安は、その一言ですうっと消えてしまった。

　流していたピアノの曲が、ジムノペディに切り替わる。両親の好きな曲で、家で流すＢＧＭとして使いたいと言われて録音した──小学校の時の演奏なので、聞くと昔のことを思い出して懐かしくなる。

　けれどそのゆったりしたニ長調のメロディは、聞いていると少しずつ──睡魔が忍び寄ってくる。

　薙人さんに思っていることを伝えられたこと、彼がそれを受け入れてくれたことへの安心もあって、私は電話をしている最中なのに、眠くなってしまったことが薙人さんにも伝わってしまっていた。

『じゃあ、寝ちゃわないように電話しながら勉強しようか。俺も起きてるから』

　私からとても言えないようなこと。それを、薙人さんが言ってくれる。

　まだ手につかなくて終わっていなかった勉強を始めようとする。けれど、そのとき──スマートフォンの、カメラが動いてしまっていて。

『た、鷹音さん。ビデオ通話が繋つながっちゃったんだけど……』

　薙人さんの声が聞こえてきて、私はようやくそのことに気がついた。カメラが向いているのは私の方で、けれど、見せてはいけないところが映ったりはしていなかった──していなかったと思わないと、恥ずかしくてどうしようもなくなってしまう。

　彼は私のことを気遣って、自分の顔をカメラに映してくれる。これでおあいこということみたいで、顔を見られた嬉しさもあって、思わず頬がほころぶ。

「……こうして薙人さんの顔が見えていると、安心します。私の顔が見えるのは、恥ずかしいですが」

『……かっ……』

「……か？」

　薙人さんが言ったことがはっきり聞き取れなくて、思わず聞き返してしまう。けれど、何となく言おうとしたことが分かって、私も急に恥ずかしくなる。

　カメラに映ったときに、お風呂上がりなのが分かってしまったかもしれない。電話をする前にお風呂まで入って準備万端にしているなんて──薙人さんがそんなふうに思ったりしないと信じていても、やっぱり恥ずかしくて、ついいつもなら言えないようなことを言ってしまう。

『か、可愛いパジャマだね』

「っ……そ、そうでしょうか。薙人さんはパーカーですよね、可愛いと思います」

　少しずつ落ち着いて話せるようになっていく。

　話している内容は何でもないことで、けれど──恋人らしくできているように思えてきて。

　けれど薙人さんに言ったことが嘘になってしまうのは駄目だから、課題もちゃんと終わらせないといけない。

　集中するためにビデオ通話を切ってからも、電話はずっと繋がっていて、向こう側に薙人さんがいる。そう感じられるだけでも安心して、嬉しくなる。

　私の気持ちは、その場限りのものなんかじゃない。

　朝谷さんがあんな言い方をしたから、それに対抗心を持っているだけ──そんなことは絶対ない。

「……薙人さん、この問題はどうやって解きましたか？」

『そこならこうやって解いたよ。応用問題だから、そこまでに解いた問題を見て……』

　薙人さんの教え方はとても上手だった。話し方も穏やかで、優しくて、声を聞くと気持ちが落ち着く。

　少しの間だけ目を閉じると、彼がすぐ傍にいて教えてくれるみたいで──教室で、薙人さんが朝谷さんに勉強を教えているところを思い出す。

　私も、そこに行きたいと思っていた。薙人さんの隣で、彼のことをもっと近くで見て、話したかった。

　それが今半分くらい叶かなってしまった気がして、勉強が終わるときには、全身に幸せが行き届いてしまったみたいになっていた。

「今日は、ありがとうございました。今度は、私からかけてもいいでしょうか」

『うん、いつでも。おやすみ、鷹音さん』

「はい。おやすみなさい、薙人さん」

　スマートフォンの通話を切るボタンをなかなか押せなくて、やっと覚悟が決まって、ボタンをタップする。

　話し終わったあと、どうしても気持ちの行き場がなくて──スマートフォンを胸に抱きしめる。こんなことをしているところは、絶対家族には見せられない。

　通話していた時間は、一時間半。あっという間に感じて、夢のようで──少しずつ、寂しさを感じ始める。

　そろそろ就寝の準備をしないといけない。けれど頭の中は薙人さんと話したことでいっぱいで、全部忘れないように一つずつ思い出そうとして、ちゃんと覚えていると安心する。

　薙人さんと電話をしながら解いた課題のノート。それも特別なものに思えて、最初から見返してしまう。

　人を好きになることがどんなことなのか、私は今まで知らなかった。

　人を好きになっても、自分は変わったりしないと思っていた。

　──なのに、今は変わったことを素直に受け入れられている。それは何もかも、薙人さんが優しくて、素敵な人だから。

「私、朝谷さんには絶対負けません」

　確かめるように言う。薙人さんが好きになった朝谷さんは、きっと私が今知っている以上に素敵な人──それでも、譲りたくない。

『今カノ』として、『元カノ』の朝谷さんのことはよく見ていないといけない。友達になれるかは分からないけど、それくらいの気持ちで朝谷さんのことを理解したい。

　その日は薙人さんが喜んでくれたピアノ曲を、小さな音で流しながらベッドに入った。

　しばらく鼓動が早まったままだったけれど、彼の声を思い出しているうちに、自然に意識が夜に溶けていった。







[image: ＡＣＴ２　付き合い始めの二人の空気は、思ったよりも周囲に伝わっている]
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　体力テストの日は、朝からみんな体操服に着替えることになる。

　俺のクラスである一年Ａ組の教室は女子が使うので、Ｂ組は男子の更衣室となっている。初めて入る教室なので多少緊張したが、着替え始めてしばらくすると高たか寺でらと荻おぎ島しまがやってきた。

「はよっす。いやー、昨日は手に汗握る展開だったぜ……」

「あ、ああ……ドラマの話か」

　俺も録画を外してないので、確認しようと思えば確認できる。けれどそんなに気にしているのもどうかと思えて、なるべく意識を遠ざけていた。

「結構話題になってたよね。霧きり谷たに乃の亜あって名前がトレンドにも入ってたし」

「朝あさ谷たにさんが自分でエゴサとかして、『霧谷乃亜　キス未遂』とかで検索されてるの見つけたりしたら、やっぱ結構恥ずかしかったりすんのかな？」




　──ちょっと照れるけど、スイッチ入れたら気にならなくなるっていうか。

　──でも、スイッチはちゃんと切らないと、知らないうちに疲れちゃうんだよね。

　──そうやって、オフにするためにみんなといるのって、ずるいのかな。




　朝谷さんの言葉が脳裏を過ぎる。女優として役柄を演じること、芸能人としての顔に切り替わることを、彼女は『スイッチを入れる』と言っていた。

「しかしのありんの義理の妹役って破壊力高すぎだろ……あれで原作では滑り台行きなんてありえねーよな」

　物語の中で恋に敗れるヒロインのことを『滑り台送り』と言ったりするらしいが、朝谷さんは今回のドラマではそういう役柄のようだった。

　朝谷さんの出ているドラマの原作は少女漫画で、既読の流々姉が教えてくれたところによると、主人公とヒロインの絆を前にして、義兄に淡い想おもいを寄せていた義妹は想いを伝えることなく身を引くらしい。

　その主人公役の深ふか川がわ瑠りゆう都ととサブヒロイン役の朝谷さんが、番宣でテレビに出ていたわけだ。話題作りもあるのかもしれないが、ドラマ版では展開が変わって義妹がもう少し健闘するんじゃないかとか、そんな憶測が出たりしていた。

「学校でもオーラはそのままなのに、全然馴な染じんでるよね。芸能人が学校にいたら、厳戒態勢とかあったりするんじゃないかと思ってたけど」

「そういうのはナシってことで話がついてるんじゃねーの。学校の中でも事務所から干渉されたりしてたら、のありんも疲れちまうだろ」

「高寺も意外に、そういうことに気を使うんだな」

「そうそう、実は気配りの人なんだよ……って、俺のイメージが千せん田だの中でどうなってんのか、そこんとこ気になるな」

「お調子者で、アイドル好きで、朝谷さんの隠れファンっていうくらい？」

　荻島が俺の代わりに答えてくれる。高寺は痛いところを突かれたという顔をするが、もちろんおどけているだけだった。

「正解。隠れファンじゃなくて思い切りファンだけどな。同じ高校に入学してからな」

　高寺はいわゆるお祭り体質というやつらしい。中学の頃も朝谷さんを応援したり、出演している番組がどうだったと話しているやつは少なくなかった。

　その全てが良い方向じゃなくて、ネットでこんな噂うわさが流れていたと話す連中は、朝谷さんに聞かせられないような内容を話している場合もあったりした──高寺はそういう方向じゃないので、今のところは安心している。

　安心？　安心してるって、俺はどんな立場でそう思っているのか。

　朝谷さんが『元カノ』と言ったから、彼女が俺とのことを全部なしにはしなかったから、陰ながら心配するくらいは許されるだろうということか。




　──芸能人って言っても、そんなに普通の人と変わらないでしょ。

　──変わってると思うなら、それって素敵な気のせいだよね。




　春休みの間はこれほど思い出すこともなかったのに──ショックで記憶でも飛んでいたっていうんだろうか。人間の記憶はままならない、忘れようとするほどに蘇よみがえってきてしまう。

「──にしても、軽音部とバンド部が違う部活ってどうなのよ。軽音は女子部で、バンド部は男の部活とか言っちゃって。騙だまされたけど引き返せねえよなー、今更」

　高寺はバンド部に入ったのだが、やはり女子にモテたいとかそういう動機があったようだ。荻島は演劇部で、中学から演劇部に入っていたので高校でも続けるということらしい。

「中学の時は野球してたんだよね、五分刈りで。それで高校でバンドデビューって受けるよね」

「野球やりながらドラムの教室通ってたんだよ。バットをスティックに持ち替えて、文化祭でちやほやされるのが今の夢な。あと五分刈りって言うな、引退してから伸ばすのだいぶ苦労してんだからな？」

「結構しっかり考えてるんだな、高校で何がしたいとか」

「いやいや、それほどでもねーよ。俺なんてもう行き当たりばったりだから。進学校来たのも、好きな子が受験するって噂で聞いたからだから」

「その子、実際は受けなかったんだよね。僕、高寺のそういうところは憎めないんだよね」

「な、なんだよ……そんなこと言われても何も出ないんだからね？」

　男のツンデレというのも誰得だ──と思いはするが、それよりも高寺がツンデレなんてものを知っているというのが面白くて、思わず笑ってしまった。

「千田は部活決まった？　一年目はなるべく入らないと駄目なんだぞ」

「俺は読書部にしようかと思ってる。放課後に、他の習い事が入ることもあるから」

「おー、それって漫画とかラノベも読んでいいの？　だったら俺、読書部でも良かったな」

「千田くんは何を習ってるの？　僕も中学の時は、そろばんと習字と塾通いだったよ」

「ちょっと知り合いのジムに顔を出して、身体を動かしてるんだ」

「なるほど、いかにも読書部っていう身体じゃねえもんな。なんつーか……強そうだ」

「いいなー、僕も筋肉つけたいんだけど、頑張って筋トレしてもなかなかつかなくて」

　荻島は色白で整った顔立ちをしており、声変わりもしてこれなのか、喉仏の存在を感じないような声をしている。演劇部でどんな役どころを演じるのか、なんとなく想像できた。

　──雑談しながら着替え終わったところで、廊下から先生の声が聞こえてくる。

「女子の着替えが終わったので、男子も移動してくださーい」

　Ａクラスの男子たちが移動を始める──ドアを開けると、すでに廊下にはジャージ姿のＢ組女子たちが待機していた。

「いやー、紳士が揃そろってるよな。誰一人としてフライングしようとしないとか」

「紳士とかそういうことじゃなくて、それが普通でしょ」

『更衣室でバッタリ』なんていうのは、現実には起こり得るものではない。

　それでも少し想像してしまったりするくらいは、誰にでもあるのではないだろうか。しかし荻島みたいな聖人君子を見ると、何か自分が恥ずかしくなってくる。

　昨日のビデオ通話で映った、鷹たか音ねさんの襟元から覗のぞいたあのレースは──だから思い出すなというのに、記憶が鮮明すぎて参ってしまう。

　Ａクラスに入ると、談笑していた女子たちが俺たちを見やり、また雑談に戻る。

「うぉっ……のありんの髪型が違う……！」

　高寺が朝谷さんに聞こえないくらいに声を落として驚く。髪の長い生徒は体育のとき結ぶように言われる──というのは、この高校も同じなのだが。

　朝谷さんは昨日サイドテールにしていた髪を、今日は二つのおさげにして下ろしていた。髪型には魔力があって、まったく印象が違って見える。

　しかし、今この教室で、俺が一番気になるのは──。

「……この先どうなるかとか、そういう質問に答えるのはＮＧなんだ。ごめんね」

「あー、やっぱりそうだよねー」

「朝谷さんすごいよね、演技。原作のイメージ通りってみんな言ってるし」

　朝谷さんは俺の方を見やったが、表情を変えたりはせずに、周りを囲んでいる女子たちと話を続ける。

　高寺と荻島が自分の席に戻っていき、俺も窓際から二列目、一番後ろの席に向かう──教室に入ったときから、鷹音さんは後ろの席の渡辺わたなべさんと話していて、それが俺の視界にもしっかり入っていた。

　朝谷さんの髪型に高寺が驚いていたとき、俺は鷹音さんの姿に意識を奪われていた。

「鷹音さん、ありがとう。私、自分から言おうと思ってて、なかなか言いだせなくて」

「いえ、こちらこそ……ごめんなさい、早めに相談しようと思っていたのに、声をかけられなくて」

「じゃあ、後で先生に確認してから席交換しよっか」

「ええ。一緒に先生に言いに行きましょう」

　俺の隣に座っている渡辺さんと、鷹音さんが席を替わる相談をしている。つまり、今日のどこかの段階から、鷹音さんの隣に座ることになる。

　付き合い始めて、そして席が隣同士で──一緒にいられる時間が多いのは、素直に嬉うれしいことなのだが。

「……おはようございます、なぎ……千田くん」

「っ……お、おはよう」

　鷹音さんが運動するときの髪型は、ポニーテールだった。サラサラの長い髪を結い上げていて、下ろしているときよりいかにも活発な印象だ。

　──そんなのは、できるだけ冷静でいようとして出てきたコメントでしかなくて。

　控えめに言っても、可愛かわいいが過ぎる。鷹音さんは俺に挨拶をしたあと、自分の席に座った──その一挙手一投足を、自制しなくてはと思いつつ目で追ってしまう。

　そして鷹音さんが、ちら、とさりげなく俺の方を窺う。

　視線が合って、彼女が微笑んで、前を向く。サラリと揺れるポニーテールに意識を奪われながら、後ろ姿をじっと見ているわけにもいかず、やっとの思いで前に視線を向ける。

　間もなく先生が来るだろう。そんな当たり障りのないことを考えた矢先だった。

　──俺のすぐ前を、一人の女子が通り過ぎる。

　朝谷さん。彼女は確かに、俺のことを見ていた。

　けれど用があるのは俺じゃない。朝谷さんは鷹音さんの机の横に立って、軽くその肩に触れる。

「おはよ、鷹音さん。可愛いね、その髪」

「ありがとうございます。朝谷さんこそ、今日も素敵ですね」

　鷹音さんは少しの迷いもないように、そうやって答えた。朝谷さんが話しかけてくることを分かっていたみたいに。

　付き合い始めたことは、基本的には周囲に伏せておく。鷹音さんが俺の呼び方を『千田くん』にしたというのは、そういうことだ。

　しかし、朝谷さんは俺と鷹音さんのことを知っている。周囲に隠しておけるかどうかは、朝谷さんの考え次第ということになる──俺たちが、朝谷さんに何も言わなければ。

「聞いたよー、鷹音さんって運動神経いいんだよね？」

「そんなことは……運動は、得意な方ではありますけど」

「またまた、謙遜しちゃって。鷹音さんと同おな中ちゆうの子が言ってたよ、何でもできて凄かったって」

　そんな噂が広がるくらい、鷹音さんが有名人だということなら納得はいく。

　けれど朝谷さんが鷹音さんに興味を持って、同じ中学の生徒に話を聞いたということだと、少々雲行きが怪しくなってくる。

「私は勉強あんまりだけど、体力には結構自信あったりするんだ」

「お互い頑張りましょう。みんなで頑張れば、良い記録が出ると思います」

「うん、頑張る。楽しい一日になりそう」

　なんでもない、友達同士のような会話。まだ同じクラスになって間もないので、ぎこちなさはあるが、その違和感は決定的なものじゃない。

　それなのに、なぜ俺はこうも緊張しているのだろう。追い詰められたとか、そういうことはまったくないはずなのに。

　朝谷さんは席に戻っていくとき、今度は俺を見なかった。

　目の前でされたのは、体力テストの話だ。せっかく測定するなら良い記録を出したい、そういう話のはずなのに。

「霧きりちゃんと鷹音さんって、仲良かったんだ」

　隣の渡辺さんがそう独りごちる。傍はたから見たら仲がいいように見える──つまり俺の考えすぎなのか。

　しかし気になって仕方がなくても、男女別行動なので、鷹音さんと朝谷さんがいる班と一緒に行動するわけでもない。

　俺たちの班が鷹音さんたちの班を見ることになるのは、外でできる立ち幅跳びやハンドボール投げをこなしたあと、体育館に移動したときのことだった。
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　体育館にやってくると、結構な人数の生徒がいた。いい記録を出してガッツポーズをしていたり、悔しがっていたりと悲喜こもごもだ。

「お、うちのクラスの女子もいるじゃん」

　高寺の言う通り、俺たちのクラスの女子たちが、班ごとに測定種目を回っている。

「鷹音さんと朝谷さん、やっぱり周囲から際立ってるよね。先輩たちまで注目してるよ」

　鷹音さんたちは体育館で測定する種目の最後となる、反復横跳びの順番待ちをしていた。

　教室を出るときは皆ジャージを着ていたが、今は動きやすいようにほとんどの生徒が脱いでいる。鷹音さんは少数派で、上のジャージを着たままでいた。朝谷さんも同じ格好だが、計測の時は脱ぐようだ──と、見すぎてはいけない。

　しかし俺の自重をよそに、鷹音さんたちを遠巻きに見ている人物の存在に気づいた。

「あの先輩ら、めっちゃ見てね？」

「わー、ガン見してる……反復横跳びなんて、そこまで食いつくものかな」

　高寺と荻島が引くくらい、鷹音さんたちに興味の視線を向けているのは──案の定と言ってはなんだが、テニス部の先輩男子たちだった。

「お、おい、あいつ……」

　三年のゼッケンをつけた男子が二人。一人は俺を見て何か焦っており、もう一人もまずいものを見たという顔をしている。

　しかし俺たちも計測に来たということがわかると、安心したように顔を見合わせ、こちらにやってくる。

（ニヤついてるな……何か妙なことでも考えてなきゃいいが、どうやら駄目みたいだ）

「そこの一年、計測に来たんだろ？」

「もうすぐ長座体前屈が空くから、俺らが手伝ってやるよ」

　俺に足をかけようとした男子と、もう一人は──鷹音さんの鞄かばんを掴んで、無理やり引き止めようとした男子。クラスは同じで、両方とも三年Ｄ組だった。

「上の学年が後輩に教えるのが毎年恒例になってるからさ。ほら、こっち来いよ」

　体育担当の先生から実際にそう言われているようで、俺たちのグループは三人ずつ壁際に座るよう指示される。

　俺の番がやってくる──俺の『指導』をするのは、鷹音さんの鞄を掴んだ男子だ。

「なあ、怪け我がとか別にしてないよな。俺ら、何もしてないからな」

　男に囁ささやかれるのはまったく気分が良くないし、内容も内容だ──どうやら、俺が学校に言ったりしないかと気にしているらしい。

「何のことですか？　俺には覚えがないですが……」

「っ……な、ならいい。調子がいいんだったら、いい記録が出せるように手伝ってやるよ」

　初めからそういうつもりなのだろうとは思っていたが、本当にその通りだと逆に同情したくなる。

「せ、先輩、後ろから押しちゃ駄目なんじゃないっすか？」

「いいからいいから。一回あれやっとくと記録が伸びんだよ」

　高寺が注意してくれようとするが、もう一人の三年男子に制止される。

　長座体前屈では、誰かに押してもらうのはルール違反だ。だが、先輩は思い切り俺の背中を押してくる。力加減は一切ない。

　──しかし俺は初めの姿勢のままで、一切微動だにしなかった。

「……お、おい、何してんだ？」

「っ……ち、違う……こいつ……っ」

　隣で高寺の計測を手伝っている三年男子が、驚きの声を上げる。

　何をされるか分かっていて、されるがままになってやる義理はない。

「先輩、どうしました？」

「お、お前っ……！」

「そこ、何してるの！　体前屈でそんなふうに押しちゃだめでしょ！」

「っ……やべっ……」

　先生が気づいて、ホイッスルを鳴らす──俺の補助をしていた男子は先生の注意を受けて、すごすごと体育館を出ていった。

「ときどきああいう悪戯いたずらする子がいるのよね……まったく、三年生にもなって」

「いえ、俺こそすみません、お手数をかけてしまって」

「何か困ったことがあったら先生に言ってね。計測、もう一回できる？」

「はい、大丈夫です」

　安心したように先生は笑い、反復横跳びの計測に戻る。三年がそそくさとその場を離れたあと、高寺が死にそうな顔で声をかけてきた。

「千田、マジ悪ぃ……俺、先輩が相手だからって止めらんなくて……」

「僕もごめん、見てるしかできなくて……千田くん、あの先輩たちと知り合いだったの？」

「まあ、ちょっとな。気にしなくて大丈夫だ、何もなかったしな」

「何もないって、めっちゃゴツい先輩に押されてたじゃん、お前……あれ、見た目よりあの先輩が力なかったとか？」

「どうだろう。それより、測定してくれる人がいなくなったから頼めるか」

「お、おう。あれだけ押されても、千田の身体がめっちゃ硬くて動かなかったとか……って、うぉぉっ……!?」

　ジムで股割りをしていると、柔軟性を問われる種目は自おのずと得意になる。

　顔が自分の足に付くまで身体を倒し、指を伸ばして、つま先以上にまで測定器具を押した。

「どうだ……？」

「どんだけ身体柔らかいんだよ、お前……軟体生物か？」

「いや、うちの家族の方が柔らかいから」

　家族といっても流々姉のことなのだが、なんとなく姉がいるとは言いづらい。兄弟、姉妹のいる人間なら、そういう時期があったりなかったりするのではないだろうか。

「お、おい……うちのクラスの女子も見てるぞ」

「え……」

　顔を上げてみると、さっきまで俺たちのことに気づいていなかったはずのうちのクラスの女子たちが何人かこちらを見ていた。

　その中に、鷹音さんと朝谷さんがいる。

　鷹音さんは俺と目が合いそうになるとつい、と目を逸そらしてしまい、朝谷さんはそれを見て──まるで友達に対してそうするように、困ったように笑っている。

「やっぱ朝谷さんって優しいんだな、千田が絡まれてるから心配してくれてたんだよ」

「ま、まあ……そうかもな……」

　テニス部男子への対応に気を取られていた俺は、いつから見られていたのかにまったく気づいておらず、一気に体温が上がってしまう。

　それ以上に気になるのは、鷹音さんと朝谷さんが『一緒に』俺を見ていたことだ。

（二人の仲が険悪にならなかったなら、むしろ安心すべきなのか……一緒に行動してるうちに仲良くなったとか、そういうことなのか？）




　──一応、ナギ君の元カノ……でいいんだよね？

　──今からは私が千田くんとお付き合いをするので、私が『今カノ』です。




　まだ俺と鷹音さんが付き合うことになっていなかったとはいえ、あれは実質上の、鷹音さんからの宣戦布告だったと思う。

　しかしそれを言われた朝谷さんが、鷹音さんと張り合うというのも考えられない。朝谷さんは俺のことをあっさりフッたし、あの場で彼女が『元カノ』ということ自体、まったく想像もしていなかった。

　朝谷さんが俺や鷹音さんに揺さぶりをかけるために言ったというのも考えにくい。俺と鷹音さんは確かに親しくなっていたが、それに朝谷さんが気づいたとして、気にかけたりするとは考えづらい。

　図書室にあえて来たことを、朝谷さんの意思表示と捉えるのか。俺をフッた彼女がまだ関心を持っているとか、そんなふうに想像するのも違うんじゃないか。

「千田、そろそろ次の測定行こうぜ。女子も測定始まるみたいだし」

「鷹音さんと朝谷さん、一緒に測定するんだ。さっきの先輩たち、見られなくて残念だったね」

　荻島も先輩方には思うことがあったらしい。高寺は肩を竦すくめつつ、女子の測定が気になるようだったが、他の連中にも声をかけて握力測定に向かう。

「千田くん、先輩と何かあったん？」

「すげえよな、あんなふうに圧かけられたら普通びびっちゃうって」

　確かにクラスメイトは先輩を前にして緊張しているようだったが、それで俺がクラスで浮いてしまうようなことがなかったのは良しとする。目に見えて喧けん嘩か腰ごしだったりすると、さすがに引かれてしまっただろう。

　鷹音さんたちはどう思ったのだろうか──と、握力計の順番待ちの間に振り返ったそのとき。

「うお、鷹音さんも朝谷さんも運動神経すげえな……それにスタイルが二人ともヤバい」

「綺き麗れいな子って何をしても絵になるよね」

　高寺の語ご彙い力りよくが低下する気持ちもよくわかる。ジャージを脱いで上下体操服姿になった鷹音さんは、クラスの中で群を抜いて機敏な動きだった。

　朝谷さんも運動神経が良く、鷹音さんと遜色ないくらいに速い。そして二人で競うような姿が、本当に絵になる──体育館にいる誰もが彼女たちに視線を送ってしまうのも無理はない。

「同じクラスで誇らしくもあり、俺たちのアイドルのありんをそんなに見んなよという気持ちもあり、複雑なとこだな。なあ千田」

「あ、ああ……」

「千田くんは鷹音さんの方が気になってそうだね。二股は駄目だよ？」

「っ……そ、そんなことあるわけないだろ」

　荻島は冗談で言ったのだろうが、思わず動揺してしまう──高寺も荻島も気づいてはいないようだが。

　計測が終わったあとになぜか拍手が起こり、鷹音さんは気にしていないようにジャージを羽織り、朝谷さんは愛想良く手を振っている。

　俺たちも次は反復横跳びだが、鷹音さんたちは外での計測に向かうために体育館を出ていく。

　最後に鷹音さんがこちらを見たが──俺と目が合うと、はにかんだ微笑ほほえみを見せる。

　手を振ろうとした鷹音さんだが、横から朝谷さんが俺に向けて手を振ってくる。

「お、おい……のありん、俺に向けて手を振ってね？」

「どう見ても千田くんでしょ。やっぱり同じ中学で仲良かったんだね」

「ま、まあ普通にな……というか、みんな浮き足立ちすぎだ」

「そりゃリアルに学園のアイドルがいるんだぜ。鷹音さんもやっぱすげえよな、のありんと一緒にいても目立ってたし」

「あ、ああ……」

　今さら気づくのもなんだが、友達に対して鷹音さんの話をするとき、どんなスタンスで話すかを決めていなかった。

　まだ彼氏としての目線で話すわけにはいかないので、クラスメイトとして考えるのが一番いいだろうか──秘密にしているわけではないので、付き合っているのかとはっきり聞かれたら、その時は腹を括くくって答えるしかないが。

「せっかく同じクラスなんだし、どっかで絡めるといいよな。なあ千田」

「そうだな……いろいろ行事もあるしな」

「同じ部活とか委員会じゃないと接点少ないんじゃないかな？」

「それを言うなよ、もう部活変えらんねえんだからよ……あー、のありんどこの部に入んだろーな」

　朝谷さんは軽音部がいいと言っていたが、本入部はしたのだろうか。

　俺は読書部にしようと思っているが、まだ入部届は出していない。入る部活が決まったら鷹音さんに教えるという約束だが、読書部と言ったらどういう反応をされるだろう──そして、鷹音さんは何部を選ぼうと思っているのかも気になる。




　　　　◆◇◆




　体育館での測定を終えたあと、少し早めの昼休みとなった。

　高寺と荻島は入ったばかりの部活の先輩に呼ばれ、昼は別行動することになった。そうなると自動的にぼっち飯になるところだったのだが──。

　晴れの日は、学食からウッドデッキに出ることができる。数十人分のテーブル席があるのだが、俺は日差しが直接当たらない場所を選び、端の席に座っていた。

「っ……お待たせしました、薙なぎ人とさん」

「う、うん。俺も今来たところだよ」

　待っていた俺の姿を見るなり、鷹音さんが物もの凄すごく感激してくれる。

　教室で着替えているときに鷹音さんからメッセージが来たときは、体育館でのことを言われるのかと思ったが、少しやり取りをして彼女の意図が分かった。

『今日はお弁当を持ってきたんです』

『薙人さんもお弁当だったら、一緒に食べませんか？』

　クラスの人に誘われているんじゃ、とか、世間体を気にするような考えが過ぎったが、それよりも嬉しさの方が大きく勝った。

「あ、あの……体育館で見かけたとき、本当は声をかけたかったんですが……」

「俺もそうしたかったんだけど、さすがに目立つからさ」

「体力テストといっても授業中ですから」

　目立たないようにといっても普通に一緒に登校してきているし、他の生徒に見られてもいる。しかしクラスの一同が揃そろっている体育館で喋しやべったりしたら、やはり何事かと思われるだろう。

「……すみません。私のことで、テニス部の先輩に何か……」

「俺のことは覚えてるみたいだったけど、大したことはされなかったよ」

「は、はい。薙人さん、すごく身体が柔らかいんですね。先輩に押されたときは動かなかったのに、いざ測定してみたら……朝谷さんも驚いていました」

「そ、そうなんだ……ジムで怪け我がしないように、いつも柔軟とかしてるからさ」

「朝谷さんも凄く柔らかいんです。私も子供の頃にバレエを習っていたので自信があったんですが、長座体前屈は同じくらいでした」

　朝谷さんの名前が普通に出てくるが、そのことについて聞いてもいいのだろうか。そう思いはするが、なかなか触れづらいものがある。鷹音さんがバレエをしていたというのも気になるが、そこに食いつきすぎても引かれてしまうだろうか。

「鷹音さんはどの種目が得意なの？　反復横跳びも凄かったけど」

「あれは、朝谷さんが競争しようと言ってきたので、それで……」

「そ、そうなの？　朝谷さんが……結構負けず嫌いだからな」

「私も少し自信はあったんですが、勝ったり負けたりで、最後まで決着がつきませんでした。反復横跳びは同じ回数だったんです、握力は私の方が……」

　鷹音さんが言いい淀よどむ。なぜだろうと考えて、今回は我ながらすぐに思い当たった。

「鷹音さんはテニスをやってたからかな」

「は、はい。グリップを握る利き手は、いつも力を入れていたので……」

「俺も結構握力はある方だよ。あまり役に立つところがないけどさ」

　握力で朝谷さんに勝ったというのは、乙女としては複雑なところかもしれないと思ったのだが、どうやら思った通りみたいだった。

「……では、比べてみますか？」

　まさかこう来るとは──この場で握力を比べるとか、それは互いの手を握るとかそういうことになってしまう。

「え、えーと、鷹音さんが良いなら……」

「ふふっ……すみません、つい薙人さんの驚く顔が見たくなってしまって」

「っ……た、鷹音さん……」

　楽しそうに笑う鷹音さん。普通に手を出しかけていた俺は、何事もなかったかのように手を引っ込める。動きが不自然極まりない。

「……男子と比べたら、そんなに強くはないですよ？」

　そう言って微笑む鷹音さんを見ていて思う。俺はもしかしたら、客観的に見て「リア充爆発しろ」と言われてしまう状況なんじゃないかと。

「今日はお昼休みが長くて良かったです。こうしてゆっくり話せますから……」

「俺もその……いろいろ、話したいことあるから。鷹音さんが連絡くれて良かった」

「はい。私も、話したいことがあります。きっと、今薙人さんが聞きたいと思っていることだと思います」

　鷹音さんと朝谷さんが、どんな話をしたのか。それだけを話したいわけじゃないが、できれば聞いておきたい。
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　体力テストの前に身体測定があって、同じ班の朝谷さんたちと一緒に、保健室で身長などを測定した。

「鷹音さん、やっぱりモデルみたいでかっこいい……」

「同じ体操服でも、鷹音さんが着ると全然違って見えるよねー」

　いろいろなことを言われて少し恥ずかしいので、早めに終えてしまう。他の子たちが測定をしている間に、同じ班の子たちは楽しそうに話している。

　その輪の中心にいた朝谷さんが、私に笑いかけてきた。

「鷹音さん、持久走とシャトルランはどっちにする？」

　昨日のことがあったので、朝谷さんとうまく話せるか分からなくて、少し緊張していた。そんな私の心配が杞き憂ゆうだったというように、彼女の表情は朗らかだった。

　私も朝谷さんのことが気になって、少しネットのニュースを見た。本物の芸能人で、彼女はとても人気がある。

「朝谷さんは、どちらがいいですか？」

「私？　私は持久走の方が得意かな」

　そう言った後に、朝谷さんは少しだけ間を置いて、私をじっと見た。

　メディアを通して見る彼女と、寸分違わない。彼女とお付き合いをしていた薙人さんが、いつも緊張しているように見えた理由が、私にも分かる。

　でもそうやって人の胸を探るような目をするのは、少し気になってしまう。薙人さんもそんなふうに見られていたのなら、きっと悩んだりもしただろうから。

　──けれど『元カノでいいんだよね』と薙人さんに問いかけたときの朝谷さんの目は。

　探るような目ではなくて、私には、別の理由があって言ったように見えた。

「え、えっと……あたしはどっちでもいいけど、のあり……霧ちゃんが持久走なら、一緒がいいかな」

「わ、私もー。グループで一緒の方がいいでしょ、やっぱり」

　山口さんと伊名川さんの態度は少しぎこちない。彼女たちが遠慮しているのは、薙人さんと二人で登校してきたときに話していたことが、私に聞こえたと思っているから──けれど、私から気にしなくていいというのも違うし、どう言っていいか迷ってしまう。

　聞こえよがしにあんなことを言うのは良くないことだけど、二人はそこまで悪気があったわけじゃないように思う。

「あの時はごめんね、悪気があったとかじゃなくて、ちょっと驚いちゃって」

　朝谷さんは敢あえてということなのか、そのことに触れた。

　私と薙人さんがお付き合いをしていることを、朝谷さんは友達には言っていない。それは私たちのことを気遣ってくれているからなのか、それとも──改めて二人で話さないと、今はわからない。

「鷹音さんって意外と大胆だよね、男子と一緒に通学してきて。まだ一学期始まったばかりなのに」

「朝、一緒になったので……同じクラスなので、一緒に教室まで行きました。千田くんとお話ししたいこともありましたから」

「二人、違う中学だよね。どんな話してたの？」

「勉強できる同士、気が合ったりするんじゃない？　霧ちゃん言ってたよね、千田くんって真面目で教え方が上手いって」

　薙人さんが朝谷さんにノートを見せてあげたりしているのは知っていたけれど──中学校の頃にも、二人で勉強をしたこともあったのなら。

（私も、薙人さんと一緒に……）

　教室で朝谷さんに教えてあげているところを見て、私は、初めてこう思った。

　私もあの輪に入れたなら。薙人さんに自然に話しかけることができたら。

　試験の時のことを覚えていなくてもいい。同じクラスの生徒なんだから、話しても不自然じゃない人になれればいい。

　そう思っていたのに、今の私と薙人さんは──考えただけで、顔が熱くなってしまうのが分かる。

「……鷹音さん、顔赤くない？　大丈夫？」

「っ……な、何でもありません……渡辺さんの、気のせいです」

　渡辺さんが心配してくれるけれど、勘が鋭すぎて困ってしまう。朝谷さんが私と薙人さんのことを内緒にしてくれているのに、私がこんなことではいけない。

「ジャージを脱ぐか脱がざるか、悩ましいよねー。今日あったかいし……それでどうする？　持久走で決まりでいい？」

「はい、私は賛成です」

「私、走るとすぐお腹なか痛くなるんだよね……」

「そのときはあたしも脱落するから一緒に歩こ？」

「はいはい、みんな頑張って完走しようねー」

　朝谷さんがみんなを励まして、グラウンドに向かう。二百メートルのトラックの内側で、順番待ちの生徒たちが雑談をしていた。

　山口さんたちはストレッチをした方がいいのかどうかを話していて、朝谷さんが一人で別の班のところに行っていて──一人の子を連れて、私のところにやってきた。

　彼女は髪が少し明るい色で、先生に聞かれて元からその色だと説明していた。薙人さんと同じ中学校の出身と自己紹介のときに言っていたけど、薙人さんと話しているところは見たことがない。

「改めて紹介するね、中なか野の唯ゆいちゃん。私とナギ君とは同中っていうのも、自己紹介のときに聞いたよね」

「はい、霧ちゃんに呼ばれて来ましたー。鷹音さん、近くで見るとやっぱりおっきい……」

「っ……い、いえ、それほどでも……」

「羨ましいよねー……って、初対面でそういうこと言わないの」

　中野さんが言っているのは身長のことだけじゃないけれど、いつもどうやって答えればいいのか分からなくて言葉に詰まってしまう。目立たないようにジャージを羽織っているけど、走る時もそのままで良いとのことで安心していた。

「中野さん、朝谷さんとお友達だったんですね」

「いやいやいや、そんなの恐れ多すぎです。私、のありんの一ファンですから。霧ちゃんとか言ったりしますけど、心臓バクバクですからね」

「そんなこと言って唯ちゃん、私より鷹音さんと話す方が緊張してない？」

「だって鷹音さんって、私と明らかに生きるステージが違うじゃないですか。私とか、同じ教室の酸素を吸っていいのかって……」

「そんなことはないです、同じ試験を受けて、一緒のクラスになったんですから」

　目を逸らしがちだった中野さんは、少し驚いたように私の顔を見る。

　私は思ったことをそのまま言った。何も言わずに曖昧にしたら、中野さんとの間に線を引かれてしまうから。

　中学校までの私なら、こんなにはっきり言えなかった。

　薙人さんと会って、私の意識が変わっている。言いたいことを言えない自分でいたくない、そう思うようになっている。

「……す……」

「す？」

「好きです」

「えっ……あ、あの……」

「何言ってるの唯ちゃん、鷹音さんが引いちゃってるよ。友達になってくださいってことでしょ？」

　そうなんですか、と聞く前に、中野さんは私の手を取ってきた。

「危ない危ない、思わず変なこと口走っちゃった……」

「い、いえ……その、ごめんなさい」
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「ふられちゃったね、唯ちゃん。自己紹介はこれくらいにしとこっか」

「ここで切り上げて大丈夫？　次も鷹音さんに話しかけていいの？」

「大丈夫大丈夫。ほら、唯ちゃんたちの番だよ」

　中野さんは前のグループで位置について、トラックを走り始める。それを見ていた朝谷さんが、私の隣で伸びをしてから言った。

「あの子、中学のときはナギ君と同じ部活だったんだよ。仲良かったけど、高校に来てからは話してないみたい」

「明るくて、元気な人ですね。話しているだけで元気をもらえそうです」

「唯ちゃんって、自分より人のことを褒めるのが好きな子なんだよね。謙遜しすぎちゃうところがあるっていうか。ナギ君も、それは気づいてたと思う」

　同じ部活で、薙人さんと友達だった女の子。

　薙人さんもすごく謙虚な人で、中野さんとは性格が合いそうで。中学時代、どんなふうに過ごしていたのかを知りたくなる。

「私は唯ちゃんとナギ君の方が、合ってるんじゃないかって思ってたんだ」

「……それは、薙人さんや中野さんの気持ちを聞いたわけではなくて……ですか？」

「うん。二人とも、すごく気が合いそうって思わなかった？」

　朝谷さんは悪びれもしないで、微笑んでいる。

　──悔しいくらい、朝谷さんの言う通りで。けれど中野さんは何も悪くなくて。

「私が簡単に言っていいことじゃないけど、ナギ君の良いところは私も知ってるつもり」

　これは、図書室で話したときの続きなんだと、今さらになって気がついた。

「鷹音さんがナギ君と付き合うって言ったときも、最初は驚いたけど、変だとは思わなかった。まだ入学したばかりとか、そういうことは関係ないんだよね」

「……私は……薙人さんに、助けてもらったんです」

「優しいよね、ナギ君は。こんな私にも、怒らないでいてくれて……ううん、怒ってたんだよね、きっと」

　私は朝谷さんのことが、まだ良く分からなくて──仕事が忙しかったり、他に何か理由があって、薙人さんと別れたのだと思っていた。

　けれど、それが全てじゃなかった。

　こうやって話しているだけで、私には伝わってしまう。

　朝谷さんが、薙人さんをどう思っているのか。どうして、中野さんを私に紹介したのか──。

「私、鷹音さんのこと応援したいと思ってる」

　──だから、そんなこと。

『霧谷乃亜』の顔をして言われても、私にはそのまま受け入れることはできなくて。

「……それで、いいんですか？」

　朝谷さんがくすっと笑う。いつも横で結んでいる髪を、紺色のシュシュでまとめ直しながら。

「あの時言おうとしたのも、そのことなんだけど。二人が、すぐ行っちゃったから」

「あの時……？」

「そっか、鷹音さんは気づいてなかったんだ。それならいいかな」

「……それは、薙人さんに伝えたかったことなんじゃないですか？」

　ここで聞いても、彼女は答えてくれない。

　けれど完璧な演技で、朝谷さんが何かを隠そうとしているのなら、それは自分の気持ちのはず。

　──今も、薙人さんのことをどう思っているのか。朝谷さんは、その核心だけは決して見せない。

「……そろそろ順番だね。私、走るのは結構自信があるんだ。鷹音さんは？」

　これは体力テストの測定で、他のことと関係はないけれど。

　自分たちの番が来て、走り始めたとき。私は文化部だったはずの朝谷さんの速さに驚きながら、それでも思った。

　朝谷さんが薙人さんのことを、今は私より分かっている『元カノ』でも、簡単には負けられないと。
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　鷹音さんは体力テストの間に、朝谷さんとどんなことを話したのかを教えてくれた。

　応援する──朝谷さんがそう言ったと聞いて、俺は驚きはしたが、ありえないことだとは思わなかった。

「……薙人さん、すみません。薙人さんがいない間に、朝谷さんからいろいろ話を聞いてしまって」

「あ……い、いや、それは全然いいんだけど。そうか、鷹音さんと朝谷さんは、一緒に持久走を走ったんだ」

　時間がなくなってしまうので弁当を食べながら話を聞いているが、いつもより味がわかりにくい。

　鷹音さんは先に話すことを優先してくれていたので、まだ開いてもいなかった弁当箱を開ける──中は彩り豊かで、率直に言って可愛らしい。

「あ、あの……慣れていなくて、恥ずかしいですが……」

「凄いね、鷹音さんのお弁当は。バランスが良さそうで、それに美味おいしそうだ」

「……は、はい。薙人さんのお弁当は、男の子っていう感じがします」

「今日は急いでたから、適当に昨日の残りを詰めて、姉さんが卵焼きだけ作ってくれたんだ。まあ、それも朝食のついでだけど」

　二人で順番に弁当作りをやっていると、お互いにどんな弁当なら学校に持っていけるかというのが分かってくる。手を抜きすぎず、疲れてしまうほどは凝らない。それが千田家の弁当だ。

　たまに流々姉がやる気を出すとキャラクター弁当にされたりするので、その時は密ひそかに弁当を開ける必要がある。映ばえる写真を撮って送るようにとお達しが来るが、控えめに言ってもちょっと面倒ではある。

「お姉さんの卵焼きが、薙人さんの好きな食べ物……ですか？」

「弁当といえば定番だからっていうのはあるけど。甘すぎない卵焼きが好きかな」

「そうなんですね……で、では……」

　鷹音さんが話題の持っていきかたを、すごく慎重に考えているのが分かる。気を楽にしてもらいたいが──と油断していた、その時だった。

　ヘアゴムを取り出して、鷹音さんが口に咥くわえる。彼女は慣れた手付きで髪をまとめると、ヘアゴムを使って束ねた。食事のときに邪魔にならないようにということだろう。

　彼女にとっては日常の仕草なのだろうが、俺にとっては──なぜなのか自分でも良くわからないが、できればもう一度見たいなんてことを思ってしまう。




「こ、このお弁当の中では……っ、好きなものは、ありますか……？」

「あ……ご、ごめん俺、じっと見ちゃって……」

「み、見てくださって大丈夫……です。お野菜が少ししんなりしてしまいましたが……」

　俺が弁当ではなくて、鷹音さんが髪を束ねるところに見とれていたことは、彼女は緊張しすぎて気づいていなかった。

　改めて弁当を見せてもらうと、フライ、ウィンナー、野菜の類とバランス良く入っているし、何より香りがいい。

「この肉巻きは、おにぎりになっているんです。中にもち米を詰めて……」

「かなり手が込んでるね……何時くらいに起きて作ったの？」

「……母が手伝ってくれたので、いつもより二時間早いだけです」

　手伝ってもらったということは、鷹音さんが自分で作ったというのは間違いない。

　ということは──見るからに気になる、タコ型のウィンナーも鷹音さんの手作りということだ。

「懐かしいな……タコのウィンナーとか、リンゴのウサギとか。野菜を星型でくり抜いたり、うちの母親もよくやってたよ」

「……良かった。せっかくなら、可愛いお弁当を作りたいと思ったんですが、こんなところにしか手を入れられなくて」

　運動も勉強も完璧で、容姿端正で、非の打ち所がない。そんな鷹音さんが、可愛いお弁当を作りたいと思うのは──意外というよりも、彼氏の目線で言わせてもらうと、可愛いが過ぎると思ってしまう。

「……は、恥ずかしいですよね、高校生にもなってタコさんなんて。すみません、またちゃんとしたお弁当を作って……」

「い、いや。俺が好きなものというか、食べたいのは、ウィンナーなんだけど……肉巻きおにぎりも気になるけどね」

「っ……」

　鷹音さんが弁当を下げようとするので、何とか思いとどまってもらう。

　──しかしどうやらギリギリだったようで、鷹音さんの目が少し潤んでいる。泣きそうというわけではないが、かなり思い詰めていたようだ。

　お弁当を見せるというのは、彼女にとってそれだけ勇気が必要で。

　それでも俺を誘ってくれた。さらには、この中で何が好きかを聞くということは──分かっていて答えるのは、どうしても照れてしまう。

「……ウィンナーでよろしいですか？」

「……よろしい、はかしこまり過ぎかな」

　鷹音さんは微笑ほほえみ、箸を持つと、ウィンナーを俺に差し出してくる。

　テーブル越しに身を乗り出しても、お弁当に髪がかからないように──つまり鷹音さんは、ここまですることを最初から考えていた。

　位置が離れているとはいえ、テラス席には他の生徒もいる。それでも、鷹音さんは周りのことを気にする様子がなく、俺も彼女を止めるなんてことは考えない。

　鷹音さんの口が動く。口を開けるように言おうとしてくれたのか、今の俺は何を言われても彼女に従う以外には──。

「──あ、あそこに座ってるのって鷹音さん？」

「「っ──!!」」

　俺も鷹音さんも同時に反応する──テラス席の出入り口の方から、聞いたことのある声が聞こえてきた。

　座り直した鷹音さんは、声の主の方を見て小さく手を振っている。そしてやってきたのは、中学の時に同じ部活にいた中野さんだった。

「な、ナギセンが鷹音さんと一緒にいる……一人で来た私の判断は正解だったってことですねー、危ない危ない」

「あ、危ないってことはないけど……判断って？」

「あっ、え、えっと、なんていうかその……あまり騒がしくしちゃいけないっていうか、みんなで来たら身構えちゃうじゃないですか」

「まあ、それはそうだけど……」

　遠慮しすぎじゃないかと思いはするものの、確かに俺が鷹音さんと一緒にいること自体が中野さんにとっては非常事態なのだろうから、俺が落ち着いている方が変なのかもしれない。高校に入って早々に女子と一緒にランチだとか、中学の頃の俺からは想像もできない事態だ──朝谷さんにフラれるまでは、彼女と一緒にということもあるかもしれないと思っていたが、それは淡い幻だったわけだから。

　そもそも、中野さんは俺と朝谷さんとのことを知らないはずだ──朝谷さんが言っていなければだが。昨日から鷹音さんと付き合っているというのも、現時点で広まってはいないと思う。

　俺と鷹音さんとのことを、どういった相手になら知られていいのだろうか。

　二人でいるこの状態について、すでに怪しまれている節もあるが──しかし改めて見ると、中野さんは中学の頃と比べてかなり容姿の印象が変わっている。受験に備えて髪を黒くしたりするのは必要なことなので、当然といえばそうだが。

「霧ちゃんに紹介されて鷹音さんとはもう友達みたいなものなので、私も空気を読む要員として数えてもらっていいですよ？」

「……その方向で、よろしくお願いします」

「えっ……た、鷹音さん？」

「こういうときって男子の方が狼狽うろたえるんですよね。まあナギセンって中学の時から女の子に弱いし、変わらないところは好感持てるけどねー」

　鷹音さんにはなぜか敬語で、俺に対してはため口というのが、彼女の中でのヒエラルキーを示しているらしい。

「ナギセン……というのは、千田薙人さんだからですか？」

「あ、それもありますけど、ちょっと違ってですね……私、読書部に入ったのは途中からだったんです。それで先に部に入ってたナギセンを先輩って呼んでたんですけど、それから紆う余よ曲きよく折せつがあって……」

「いや、俺は一度もその呼び方に同意したことはないんだけど……」

「ナギ君は霧ちゃんとかぶるし、ナギセンが私には丁度いいんだよ」

　その理屈も良く分からないが、中野さんは相変わらずといった調子だ。

　中学の頃はクラスの陽キャラグループと絡んでいて、その中でもリーダーシップを取れるようなギャルだったのだが、そんな彼女が読書部に入ってきたのは、いろいろと理由があり──というのは、今はいい。

　鷹音さんは俺と中野さんが知り合いだったというのを、どう思っているだろう。体力テストの時に中野さんと話したというのは聞いたが、「明るい人ですね」という第一印象を話してくれただけだ。

「それにしても、あのナギセンがねえ……鷹音さんと接点っていつあったの？　街角でパンをくわえてぶつかったとか？」

「その辺りはノーコメントで。中野さん、友達が待ってるみたいだけど」

「うーわ、無理やりスルーした。あとで呪いのスタンプを送ってやる……鷹音さん、良かったらまた仲良くしてください！　それじゃ！」

　中野さんは俺に向けて威嚇するような顔をしたが、鷹音さんに対してはやたらと素直だ──格かつ好こういい女性に憧れると言っていたので、鷹音さんも当てはまっているらしい。

「……そ、その……中野さんは、面白い人ですね」

「そ、そうだね……本人も、そう聞いたら喜ぶと思うよ」

『明るい人』から『面白い人』になったのは、評価が上がったと言っていいのだろうか。




　それからは談笑しながら弁当を食べたが、最後まで鷹音さんは俺にもう一度弁当を食べさせてくれようとはしなかった。その点においては遺憾ながら、中野さんに呪い返しを行わなくてはいけないだろう。
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　鷹音さんは次の授業で当てられているからと、先にテラス席を後にして教室に戻った。

　戻る前に、鷹音さんはじっと俺の顔を見ていたのだが──その意図が分からないまま、一息つきながらぼんやりしている。

　そうやって気を抜いているから、不意を突かれることになる。

「ナーギー君」

「え……」

　不意に声をかけられ、肩に軽く手を置かれる。それだけで、それが誰なのか分かってしまう。

「……朝谷さん」

「ふふ、お腹なかいっぱいでゆっくりしてたところ？　ナギ君にしては珍しくリラックスしてるね」

「ま、まあ普段と変わらないつもりだけど……」

「そっか、それなら私に対しては隙がなかっただけなのかな？」

　朝谷さんはいつもの髪型に戻っている。サイドテールがさらりと流れる──体力テストの間は違う束ね方をしていたのに、彼女の髪にはくせ一つついていない。

　それは彼女が芸能人だからじゃなく、表に見せない努力があるからだ。常に隙がない、そう例えるべきは彼女自身だろう。

「……鷹音さんから聞いた？」

「朝谷さんが、応援してくれる……って」

「うん、そう。前の時は、シリアスな空気になっちゃったから。夕方の図書室って、雰囲気あるよね」

　朝谷さんの声は軽やかだった。彼女は鷹音さんが座っていた席を見やる──鷹音さんがいたことを、朝谷さんはおそらく気づいている。

「俺と鷹音さんのことを、食堂の中から見てた……とか？」

「最後の方だけね。鷹音さん、何か用があって先に戻っていったでしょ。だから、チャンスかなって」

「あ、朝谷さん……」

「ナギ君にも言っておきたかったし。鷹音さんとのこと、応援するって」

　もう付き合い始めてる──そう律儀に訂正しても、彼女はきっと微笑むだけだろう。

　聞きたいことはたくさんある。春休みの間は、俺たちはタイミングがずれて、会って話したりはしなかった。

　それが今になって、朝谷さんが俺のことを気にかけているように見えるのはなぜなのか。

「元カノに応援されてもしょうがないか」

「そんなことは……ただ、なんでだろうって思いはする……かな」

「ふふっ……ナギ君、探偵役に向いてそう。溜めを作って話すの、雰囲気出てる」

　本当なら、茶化しているように言う彼女に何か言うべきなのかもしれない。しかしそうできないのは、朝谷さんに悪気があるように見えないからだ。

「前にラジオで、推理ドラマっていうのをやったんだけど、視聴者の人は全然答えがわからなくて。難しすぎても駄目なんだよね、ヒントがないと」

「それは……確かに。でも、ヒントが多すぎても、自分で解いてるって感じはしないかな」

　朝谷さんがかすかに目を見開く。感心してくれているような──俺がそんな意見を出すとは思わなかったという反応なのか。

「適度なヒントが大事ってことなのかな。私もそれが分かってたらな……」

「……朝谷さん、またラジオに出るって聞いたけど」

「そうそう、連休中に、久しぶりに公開収録があるんだよね。ちょっと前にも……」

『前にも』──ラジオの話なら、確か春休みの間に、朝谷さんがラジオにゲスト出演したことがあった。今やっているドラマが始まる前の、番宣の一環だ。

「──ナギ君、何か気づかない？」

「え……」

　急に言われても──と思うが、今の話の流れだと、ラジオ関係のことだろうか。

「三、二、一……」

　朝谷さんは容赦なく秒読みを始める。それだけの時間では答えに思い当たらない──すると。

「……時間切れ」

　朝谷さんが手を伸ばしてくる。そして、何をするかと思うと──。

「っ……」

「……ん」

　こともあろうに──俺の頬ほおについていたご飯粒を取って、朝谷さんが食べてしまった。

「真面目な話してるのに、可愛いよね。ナギ君は」

「あ、朝谷さん……」

「じゃあ、またね。応援はちゃんとするから、心配しなくていいよ」

　朝谷さんは俺を残して、テラスから学食に入っていく。

「……心配って、どういうんだ……」

　いたたまれなくなり、テーブルに突っ伏す。何事かと身構えていたら、まさか頬にご飯粒とは──鷹音さんが俺の顔を見ていたのも、それが理由だったのだろう。

　ちゃんと気づいて取っていれば、朝谷さんに翻弄されることもなく。朝谷さんは元カノの気軽さで、鷹音さんが遠慮するところを素通りしてしまった。

（元カノって言っても、付き合った期間が長いわけじゃないし、友達みたいなもので……それで、こんなことするのは普通なのか……？）

　考えているうちに、鷹音さんからメッセージが届く。そろそろ戻ってきた方が、というので、急いで戻る旨を伝える。

　他には中野さんからの呪いらしいスタンプが届き、その下に文章が添えられていた。

『ナギセンさ、部活って霧ちゃんと同じにしたの？』

　この質問が何を意味するのか──なんて、俺には推理できない。そのままの内容で受け取り、『違う部活だよ』と返信しておいた。
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　鷹音さんが後ろの席にいる渡辺さんと席を交代したのは、帰りのＨＲが終わったあとのことだった。

「渡辺さん、もう少し前に行く？　あまり前でも緊張しちゃうかしらね」

「はい、後ろから二番目だと丁度いいです。ありがとう、鷹音さん」

「いえ、私こそお礼を言わないといけないです」

「え？」

「っ……そ、その、なるべく後ろの席が好きなので……」

　隣で聞いていて、俺の方まで緊張してしまう──こちらはこちらで、高寺と荻島が話しかけてきているのだが。

「あー、ちょっと家帰るまで持ちそうにねえんだけど。一発キメてかね？」

「言い方。どこか寄って行く？　ってことでしょ。今日は部活休みだし、僕はいいよ」

　腹をさすっている高寺──買い食いはあまりしないが、たまには悪くないかもしれない。

　荻島は担任の先生が出ていくまでは声を落としていたが、出ていったところで高寺の二の腕を小突く。

「荻は真面目だよなー、先生だってちょっとくらい大目に見てくれるって」

「高寺が気にしなすぎなの。千田くんはどうする？」

「そうだな……」

　鷹音さんの予定はどうだろう、と気軽に様子を窺うこともできない。これが、皆に内緒にして付き合うということか。

　逆に、普通に話をするくらいの間柄ということを徐々に浸透させていくべきだろうか。高寺と荻島に話すタイミングがあるのか──特に、出会いを求めている高寺には、慎重に伝えないといけない気がする。

「あ、そうか。千田、まだ部活決まってないんじゃね？」

「そっか、それなら一緒に見学行く？」

「いや、二人はもう決まってるから、付き合わせるのは悪いな。高寺も限界が近そうだし」

「悪いな、あと三十分以内にラーメン食わないと死ぬ身体になってんだ」

「ええ……買い食いでラーメンって、まあいいけど。じゃあ千田くん、今度は一緒に行こうね」

「ああ、また明日な」

　一年生は部活なしだが、まだ決まっていない場合は見学に行くことができる。

「なべゆ、一緒帰ろー」

「うん。朝谷さんは、もう帰っちゃった？」

「ううん、どこか行くとこあるって行っちゃった。電話かかってきてたみたいだから、お仕事の関係じゃない？」

「うちらはどうしよっか、どっか寄ってく？　あたしは時間あるけど」

「あ、鷹音さんもありがとう。なべゆと席替わってくれたんだよね」

「いえ、こちらこそ。私も後ろの席が好きですから」

　鷹音さんの柔らかい受け答えに、三人は──驚いているというか、呆ぼう然ぜんとしていた。

　贔ひい屓き目めなしで言ってしまえば、見とれてしまっているというのか。

「……あっ、え、えっと……鷹音さんって、どうしてクラス委員にならなかったの？」

「あたしが言うのもなんだけど、立候補したら絶対当選してたよね」

　今日のＨＲでクラス委員を決めたが、最初は誰も立候補をしなかった。

　場の空気だけで分かる、皆が期待していたのは鷹音さんだ。

　結果として、鷹音さんは立候補せず、前の学校でもクラス委員をやっていたという佐さ藤とう君と山口さんが手を上げた。

「あ、生徒会の役員に立候補するからとか？」

「役員は立候補とかないでしょ、二学期からは一年生も二人役員になるんだよね」

　役員候補の生徒は一学期のうちから、生徒会役員の研修として生徒会室に出入りをすることになる。しかし、鷹音さんはそれにも首を振った。

「高校ではやってみたいことがいろいろあるので、生徒会には入らないつもりなんです」

「えっ……そ、そんなの勿もつ体たいないよ、鷹音さんみたいな人が……」

「まず、図書委員の活動を頑張りたいと思っています」

「そうなんだ……そ、そうだよね、委員会の仕事しながら役員になる準備もなんて、大変だもんね」

「ごめん、うちら勝手に鷹音さんのイメージ決めて、クラス委員やるんだろうなって……ちょっと恐れ多いと思ってたんだ、うちのクラスには霧ちゃんもいるのに、あたしがクラス委員ってどうなのって」

「みんな山口さんに投票していますから、大丈夫です。私にもできることがあったら言ってください、同じクラスの一員ですから」

　まさに聖女──もしくは女神か。まだ残っているクラスの生徒まで、鷹音さんの一言で浄化されている。いや、俺も横で聞いている場合じゃなく、そろそろ席を立たないといけない。

「あ、あの……改めてごめんなさい、あの、朝の……っ」

「……あんなふうに聞こえよがしは、駄目ですよ？」

「やっぱり感じ悪かったよね、でも、つい出来心で……出来心でも駄目なんだけど……っ」

「え、何があったの？　鷹音さんに何か変なこと言ったとか？　ごごごめんなさい、私も連帯責任で謝ります……っ！」

　渡辺さんはあの場にいなかったと思うのだが、空気を察して頭を下げる。

　クラスの女子の派閥的なものができてしまっているのかと思ったが、そうでもないようだ──それとも鷹音さんのオーラがそうさせるのか。

「では……一緒にいた千田くんにも、謝ってください」

「「あ……」」

　山口さんと伊名川さんが、まったく同じリアクションをする。俺はといえば、やはり早く離脱すべきだったと思いはする──だが鷹音さんの気持ち自体はとても嬉しく、複雑極まる板挟みだ。

　謝ってくれとばかりに座っているのもなんだが、すでに山口さんも伊名川さんもこっちを見ている。そんな、視界の端をかすめるような感じで見るのはやめてほしい。

「あ、あの……ご、ごめんなさい……」

「い、いや、俺は……そんなに気にしてはないから。鷹音さんに謝ってくれたのなら、それで……」

　二人はほっとしたような顔をする。少し甘いだろうか、しかし『そんなに』とか言ってしまったし、二人ともさらに申し訳なさそうにはしている──しかし。

「せ、千田くんが霧ちゃんの友達っていうの知ってたんだけど……鷹音さんと一緒だったから、なんかいいのかなって……」

　──そういう理由だったのか。この二人は俺のことを空気扱いしてたんじゃないのか、と一気に混乱してしまう。

「でもそうだよね、同じクラスだし。登校中に会ったら話くらいするよね」

「ま、まあ……俺が鷹音さんに話しかけるのは、確かに意外かもしれないけど」

「そ、そんなこと……ねえ？」

　山口さんは伊名川さんに同意を求める。正直に言うと意外なのだろうし、俺と鷹音さんに接点ができるわけがないとは思っているようだ。

「じゃ、じゃあ……今度からは、変な勘ぐりとかしないから」

「あたしも鷹音さんを見習って、オーラのある女を目指したいなー」

「全然反省してないでしょ……もー、伊名っちったら」

　三人は鷹音さんにはしっかり挨拶をして、教室を出ていく。しばらく鷹音さんの方に注目が集まっていたが、彼女が小さく咳せき払ばらいをすると、慌てて皆が動き出す。

（……ん？）

　スマホにメッセージが届く。何となく、周囲に悟られないように開いてみると──。

『部活の見学に行くなら、一緒に行っていいですか？』

「っ……」

　思わず鷹音さんの方を見てしまいそうになる。見なくては始まらないのだが。

　けれど顔が見られない。それでも何となく分かる、隣で鷹音さんがメッセージを打っていることが。

『今日は一緒に過ごせますので、廊下に出てから合流しましょう』

　彼女はそこまで配慮してくれている。俺は『分かった、じゃあ外で』と返事をして、廊下に出る──行き先を告げてないが、ゆっくり歩いていれば大丈夫だろうか。いや、それにも限度があるか。

　他のクラスの前を通り過ぎるが、まだ生徒が残っている。勉強を終わらせてから帰ろうという生徒や、友達と話している生徒、それぞれいろいろだ。

　中学のとき、廊下を通るたびに、隣のクラスにいる朝谷さんの姿を捜そうとしていた。怪しまれないようにするとほとんど教室の中なんて見えやしないのに、それでも同じことを何度も繰り返していた。

　そんな俺が朝谷さんと話すようになったのは、読書部と天文部の接点という、自分の努力とは関係のないところからだった。

　──今から俺は、中学の時と同じ選択をしようとしている。

　けれどそれは、中学と同じ状況になることを望んでいるからじゃない。朝谷さんの入る部活と読書部には、普通に接点はないだろう。

　高校に入る前は、朝谷さんと同じ部に入ろうかなんて考えていた。そんなにベッタリとした関係性を朝谷さんは望まないだろうから、部活は別にした方がいいんだろうかとか。

　全て、過去のことだ。思い出なんていうほど、センチメンタルなものでもない。

　俺が勘違いをしていただけのこと。『好きだ』とそう言ってアドレスを交換して、春休みに会う約束をして、都合が合わなくなって。

　彼女が『元カノ』と言うまで、俺たちには付き合っている実体なんてなかった。

「……くん」

　声が聞こえたような気がした。

　立ち止まるべきだ、そう思った。さっき鷹音さんと約束をしたばかりだから──しかし。

「……薙人さんっ……」

　制服の裾を引かれて、一度目よりも小さな声が、それでも耳にはっきりと届いた。

　周囲の喧けん騒そうが戻ってくる。グラウンドで部活をする生徒たちの声、遠くから聞こえてくる吹奏楽の音出し、誰かの楽しそうな笑い声。

　後ろを振り返ることを、少しだけ躊ちゆう躇ちよした。教室を出ていくらも経たないうちに、また朝谷さんのことを考えてしまったことが、自分でも分からなかった。

　それでも振り返る。できるだけ自然に、何事もなかったみたいに。

「……薙人さん」

　もう一度俺の名前を呼ぶ。ここでは『千田くん』と呼ぶべきで、彼女もそれは十分に分かっているはずだ。

　それでも下の名前を呼ぶ彼女の気持ちを思うと、胸が締め付けられる。

「すみません、勝手に付いていくと言ったりして……」

「いや……ごめん、俺こそ」

「そ、そんな、薙人さんが謝るようなことは……」

　お互いに、謝り合ってしまっている。どちらかといえば、すぐに返事ができなかった俺が悪くて──けれど。

「……ふふっ」

「……鷹音さん？」

　鷹音さんが笑う。俺の一挙手一投足に身構えているように見えた彼女が、瞳に滲にじんだ涙を拭いながら言った。

「薙人さんが、私を置いて行ってしまいそうに見えたんです。それで私、慌ててしまって……でも、そうじゃなかったから、安心してしまって……変ですよね、急に笑ったりして」

「そんなことないよ。ありがとう、引っ張ってくれて」

「あっ……す、すみません、制服が伸びてしまいますよね、いつも同じところばかり……」

　言われてみれば、昨日もそうだった。彼女は制服の裾をつまんで──そして俺はそんな鷹音さんを、子犬みたいだと思った。

「……はは。はははっ……」

「薙人さん……？」

「いや……ごめん。俺の制服くらい、いくらでも伸びていいからさ。そんなに遠慮しなくても大丈夫だよ」

「は、はい……もっと、気の置けない関係にならないといけないですよね」

　気の置けない、遠慮が要らない関係。付き合い始めて日が浅いからと言って、ずっと緊張したままでもいけない。

「……でも、嬉うれしいです。どんなことでも、薙人さんが笑ってくれるのなら」

「あ……え、ええと。言うのは恐れ多いんだけど……いや、大目に見てもらえると嬉しいんだけど、俺、鷹音さんのこと……」

「っ……は、はいっ、私ですか……？」

　子犬みたいだと思ってる、なんて真顔で言うようなキャラクターではないところの俺だ。そして、そう言われて鷹音さんが嬉しいかといえば、難しいところのような気がする。

　しかし『可愛いと思う』とか、それこそ学校の廊下で言うことでは──そう。

　ここは廊下である。せっかく目立たないようにタイミングをずらして出てきたのに、普通に彼氏彼女のやりとりをしている場合ではない。

「うわー、やっぱり綺麗……廊下の窓際に立ってるだけでも、鷹音さんだと絵になるよね」

「鷹音さん、体力テスト一位だったんだよね。朝谷さんとすごい勝負してたって」

「鷹音さんってすごいお嬢様だって聞いたよ、それで試験も主席で運動神経もあるってヤバくない？」

「あ、私鷹音さんのこと部活に勧誘してって先輩に言われて……」

　鷹音さんのオーラが圧倒的すぎて、俺の存在はあまり意識されていなかった──とはいえ、部活の勧誘からは逃げなくてはいけない。

「鷹音さん、行こう。ちょっと早足でいいかな？」

「っ……はいっ、千田くん」

「あ、鷹音さん行っちゃう！」

「急いでるんだったら今はやめとけば？　部活だってもう決まってるかもだし」

「あぁ～、五十年に一度くらいの逸材が～」

　後ろから追いすがる声を振り切って、渡り廊下に出る。向かう先は第二校舎の図書室だ。

　読書部の活動場所──見学と言っても、どんなことをするのかはだいたい想像がついている。入学のしおりに載っていた部活動紹介も一応チェックずみではあるが。

「……昨日も掃除に来たけど、今日は、読書部の見学に来たんだ。地味な部活だけど、俺には性に合ってると思うから」

「本を読む時間は、意識して作らないと取れませんから。読書部に入るのは、有意義なことだと思います」

　読書部という部活を肯定するコメントとして、これ以上のものがあるだろうか。

「では……部活動の最中かもしれないので、静かに入ってみましょう」

　鷹音さんは人差し指を唇に当てる仕草をする。俺は笑って頷き、図書室のドアを開けて中に入っていく。

「……それで、軽音部も音楽部に間借りしてるから、ミーティングは図書室でやることになってて」

「そっかー、じゃあ中学のときと同じで、また合同でわいわいできるかも。文化祭で一発やらかしますか！」

「唯ちゃんって相変わらず、文化祭のこと一年中考えてるよね」

「えへへ、照れます」

「うん、褒めてるんだけど、ちょっと喜ぶのが早すぎかな」

　聞こえてくる話し声に、俺と鷹音さんは顔を見合わせる。まさか──と思いながら、入り口近くにある本棚を回り込むと、窓際のテーブルに中野さんがいた。

　その奥側の席に、朝谷さんも。声で分かってはいたが、本当にその姿を見つけると、容易に言葉が出てこない。

「それじゃ、私はそろそろ行くね」

「あっ……き、霧ちゃん、もう少し話していかないの？」

「ううん、ちょっと時間押しちゃってるから。ごめんね」

　朝谷さんは中野さんの引き止めをやんわりと断り、俺たちに笑いかけて、そのまま図書室を出ていった。

「うーん、残念。久しぶりに、中学メンバー揃そろって駄だ弁べれると思ったのに」

「中野さん……それに朝谷さんも、図書室にいるってことは……」

「霧ちゃんは軽音部に入ったんだって。ミーティングのときに図書室使うから、その時はよろしくって。あ、読書部の活動のときにはミーティングがかぶらないようにするから大丈夫だよ」

「中野さんは、読書部に入られたんですか？　他の部員の皆さんは……」

「今日は部活ないから、週に一度は出てくるよ。入部届は顧問の先生、あ、図書室の司書もしてるんだけど、小こ林ばやし先生にお願いすれば大丈夫。ナギセン……千田くんは入るの？」

「あ、ああ。そのつもりだけど……」

「そっかそっか、何となくそうかなって思ってたけど、やっぱり？　読書部って一回入ると病みつきになるよね」

「いや、そういうわけじゃ……ってこともないか」

「あはは、どっちそれ。私もさー、もう気がついたら魂が惹ひかれてたよね、この約束の地に」

　中野さんは相手によって態度が全然違う──俺に対しては若干中二病的なところがある。そういうのを楽しんでくれる相手と思われているらしい。あながち否定はできないが、鷹音さんの前ではちょっと恥ずかしい。

「……あっ。た、鷹音さんは、どうしてこんな辺へん鄙ぴな場所に……？」

「い、いえ、同じ学校の敷地内ですから……」

「なんて誠実なツッコミ……鷹音さんになら、法廷で論破されても文句は言えないですね」

「あ、あの……見学に来たんだけど、部員の人たちがいないなら、とりあえず保留で……」

「ナギセ……千田くん、今もジム通いしてるんだよね？　それなら読書部がちょうどいいじゃん、入るしかないじゃん。これ以上身体動かしたら壊れちゃうよ？」

　中野さんはさっきどの部活に入るかとメッセージを送ってきたが、俺は読書部とは言っていなかった。

　しかしいざ顔を出してみると、中野さんは俺が来たことを喜んでくれているように見えなくもない。いつも飄ひよう々ひようとしている人なので、掴つかみどころがないのだが。

「千田くんは、昔からジムに通っているんですか？」

「そうそう、実はこの人動ける方なの。お姉さんと一緒に、子供の頃から心身を鍛えるためにって言ってジムに通ってるんだって」

「それは言い過ぎだけど……」

「心身を鍛えるために……私も少し武道を習っていたことがあります。千田くんとは比べものにならなくて、恥ずかしいですが……」

「えっ……鷹音さん、ナギセンと何かあったの？」

「あっ……い、いえ。困っているところを、千田くんが助けてくれたんです」

　中野さんはこちらを見るが、俺もどう言ったものか──鷹音さんは事実を言っているだけだが、こういう形で言われるとどうにも恥ずかしい。

「ナギセン、またそんなカッコいいことして……それで一緒の部活に入ろうってことになったり、ならなかったりです？」

「え……」

　思わず声が出てしまう。一歩後ろに控えている鷹音さんを振り返ると──彼女は微笑んで、小さく頷いた。

　鷹音さんが習い事で大変なこと、学校でも多方面から引く手数多あまたなこと。その状況を知って、彼女が部活に入るとしたら、何か特別な理由があるとばかり思っていた。

「私も読書部に入ります」

「ほ、ほんとに……？　鷹音さんが読書部って、私と同じ部活っていうこと？　そんなことが起こってもいいの？」

　今ばかりは、中野さんに何も言えない。半分くらいは彼女と同じ気持ちだからだ。

「……千田くん、私も一緒でもいいですか？」

「っ……う、うん。勿もち論ろんいいよ」

「ありがとうございます。帰りに入部届を出しに行きましょう……あっ、すみません」

　鷹音さんは何かに気づいて、図書室の外に出ていく──振動するような音が聞こえたので、電話がかかってきたようだ。

　残された俺を見て、中野さんは腕を組む──腕に胸が乗っているが、ずっと立っていると重たくなるので癖だとか、前に話しているのが聞こえた気がする。聞こうとして聞いたわけではないのだが。

「……ナギセンって、やっぱりやる時はやるよね」

「やっぱりって……俺のイメージが偏ってないかな」

「勿論褒めてるんだけど。でも、鷹音さんって北中で生徒会長やってて、テニス部のエースだったって聞いたよ？　それが読書部って、本当にいいのかな……？」

「……俺は、いいと思うけど。どの部活を選ぶかは、自由だからさ」

「……あ……」

　自分で言っておいて、ふと気がつく。何か、既視感があるような気がする──。

「そ、そうだよね。部活は自由だもんね、私と鷹音さんの生きるステージが違っても、部活で友情を深めてもいいよね」

「本当に鷹音さんのこと、憧れてるんだな……」

「それはもう、私にないものを持ってる人には憧れまくりですよ。霧ちゃんだって……あ、そうだ。ナギセン、ちょっといい？」

　中野さんは制服の胸ポケットから何かを取り出して、俺に見せる。それは、何かのチケットのようだった。

「のありんの、ラジオ公開録音の参加券。友達に配る用に何枚かもらったんだけど、私も行けるかわかんなくて。ナギセン、もらったら行くよね？」

　霧谷乃亜の、ラジオの公開録音。朝谷さんが昼休みに言っていた通り、今度の休日に開催される。

　応募する時期がかなり前で、春休みのうちだったので、俺もネットで応募していた。それは外れていたし、どちらにせよ行くことはないと思っていたのに。

「行けたらでいいから、プレゼントね」

　有無を言わせず、中野さんがチケットを俺のポケットに入れてしまう。貰もらっても俺は行けない、と取り出そうとする前に、鷹音さんが戻ってきた。その気配を感じたのか、中野さんがパッと俺から離れる。

「すみません、お待たせしました。二人とも、どうかなさいましたか？」

「こここれから鷹音さんと仲良くしたいなって、ナギセンと一緒に話してただけです。あ、もうやっぱりいつもの呼び方に戻します、これが一番慣れてるので」

「は、はい……そんなに緊張されなくても大丈夫ですよ、気を楽にしてください」

　鷹音さんがなだめると、中野さんはいたく感激したようだった。憧れがさらに募っているのだろうか──俺も鷹音さんと一緒にいて、彼女の新しい一面が見えるたびに、少なからず心を動かしている。

　だからこそ、このチケットはちゃんと中野さんに返さなくてはいけない。俺は朝谷さんのラジオを見に行くことはできない──そうするべきじゃない。

「じゃ、じゃあ……二人とも、職員室に入部届があるので、先生に出してきてください。鷹音さん、ナギセンのことよろしくお願いします」

「中野さんは、どうされるんですか？」

「私はちょっと、ここでまだすることがあるので。ナギセン、また面白い本あったら教えてね。私は図書室にある面白い本を教えるから」

　中野さんは俺がチケットを返そうとしていることを察しているのか、その話をさせてはくれなかった。

　元々、俺は朝谷さんの──『霧谷乃亜』のファンだった。中野さんと話すようになったのも、それが理由の一つだ。彼女もまた、芸能人としての朝谷さんのファンだった。

　中野さんは、朝谷さんから俺とのことを聞いていない。俺が鷹音さんと親しくなっても、一緒に部活の見学にやってきても、それは『霧谷乃亜』のファンであることとは両立しうると思っている。

　──両立は、できる。朝谷さんが俺と鷹音さんのことを応援してくれると言ってくれたのだから、芸能人としての朝谷さんを応援するのは、お返しをするようなものだ。

　考えながら歩いているうちに、渡り廊下に差し掛かる。すでに日は傾き始めていて、少し夕日が眩まぶしい。

「……薙人さん、図書室に行くまで内緒にしていたこと、怒っていますか……？」

「そ、そんなことないよ。びっくりはしたけど、やっぱり同じ部活っていうのは……」

　俺も鷹音さんも立ち止まる。鷹音さんが待っている──恥ずかしいなんてもう言ってはいられない。

「……めちゃくちゃ嬉うれしいよ。本当にいいのかって思うくらい」

「っ……そ、そんなにですか……？」

「うん。鷹音さんは凄い人だから、やっぱり俺が一緒にいるにはまだ努力が足りないって思ってたし……」

「……それは、私なんです」

　鷹音さんが俺の手を取る──緊張していたのか、その手はひんやりとしていた。

「一緒にいるためにどうすればいいか、いつも考えているんです。部活のことだって……一緒の部活は駄目と言われたときのために、図書委員になったんです」

　クラス委員にならなかった鷹音さんが図書委員を選んだのは、何かの役職は担いたいという責任感によるものだと思っていた。

　──それすらも、俺と一緒にいるため。図書委員と読書部の接点は、実際にはほとんどないかもしれないのに。

「……す、すみません。一方的にそんなふうに言われても、重たい……ですよね」

「……鷹音さんがそこまでしてくれたんだから、俺も頑張らないと。でも、すぐに何ができるのか、思いつかなくて……もどかしいな」

　今すぐにできることがあるとしたら──冷たさが心地良く感じる彼女の手を、温めることくらいだ。

「……薙人さんは、体温が高いんですね。温かいです」

「鷹音さんは、手が冷たいけど心が温かい……っていうタイプなのかな」

「そ、そうでしょうか……私、いつも薙人さんに、子供っぽいところを見せてばかりで……」

　それが俺の前でだけ見せる姿なら、幾らでも見せてくれて構わない。

　渡り廊下に他の生徒が来て、俺たちは手を放す。何事もなかったように歩き始めて──また、服の裾を掴まれる。

　隣を歩くのはまだ恥ずかしくても、いつかは。そう思いながら、二人で夕暮れの階段を下りていった。




　　　　◆◇◆




　鷹音さんと一緒に入部届を出し、俺たちは晴れて同じ読書部になった。

　職員室にいた顧問の小林先生は、二十代後半くらいに見える女性の先生だった。スーツ姿がパリッとしていて厳しそうに見えるが、俺たちを見ると嬉しそうに微笑む。

「入部届はこれで受理します。来週から活動を始める予定だから、その時はよろしくね」

「よろしくお願いします。それでは、失礼します」

　鷹音さんと一緒に挨拶をして、職員室を出る。昇降口を出て鷹音さんを待っていると、靴を履き替えた彼女が出てきた──けれど、どこか寂しそうにしている。

「さっき、家から電話があって、車で学校まで迎えに来るそうです」

「そっか、じゃあ今日は……」

「あ、あの……薙人さんも、一緒に車に乗っていかれますか？　お家までお送りします」

「ほ、ほんとに？　あ……でも俺、自転車があるから」

「あっ……ご、ごめんなさい、すっかり失念していて……では、自転車置き場までは一緒に行きます」

　こんなとき、少し前の俺なら、申し訳ないからと断っていただろう。

　それが、今は、恐れ多いと思いながらも、肯定できるようになってきている。

　彼女が少しの時間でも一緒にいたいと思ってくれていること。そこに、何の裏表もないということを。

「来週から、一緒の部活ですね」

「うん。改めてよろしく、鷹音さん」

「……明日も、明後日も、隣の席ですね」

「う、うん。そう考えると、長い時間一緒にいることになるな……」

　こんな会話をしていると、だんだん体温が上がってきてしまう──鷹音さんはどんな様子だろう、と横を見てみると。

　彼女は歩きながら、胸にかかった髪を指先でくるくるといじっていた。耳まで真っ赤になって、こちらをそろそろと窺って──俺が見ていると気づくと、また目を逸らす。

「薙人さんは、あまり一緒にいすぎると、その……落ち着きませんか？」

「ま、まあ……その、まだあまり時間が経ってないし、普通に顔を合わせるだけでも……」

「時間が……というのは……」

「……つ、付き合いたてだから……その、改めて意識すると緊張が……」

　放課後ずっと一緒に行動していて、いまさら何を言ってるんだと人は言うだろうが──やはり鷹音さんは綺麗で、隣を歩くことさえ夢見心地だ。

「……薙人さんも同じなら……だ、大丈夫です……っ、私も、緊張して……」

「えっ……あ、た、鷹音さんっ……」

　俺の手を取って、鷹音さんがどこに持っていこうとしているかと言うと──それはまずい、鼓動が伝わる場所だからといっても、それはまだ俺たちには早すぎる。

「ま、待った……その、まだ学校だから、それは……」

「っ……す、すみません、私、勝手に……」

　それはまったく構わないのだが──俺の手を取ることに関しては、鷹音さんは大胆になってきている。

「……その……急だと思っていますよね、私のこと……付き合い始めたばかり、なのに」

「きゅ、急というか……俺が全然そういうことができてないから、鷹音さんから……っていうことなのかなとは、少し思ってるけど……」

「……そうじゃなくて……勝手なんです」

「勝手……鷹音さんが……い、いや、そんなことは、全然ないよ」

「……朝谷さんとは……手を繋つないだり、したのかなって……家にいるとき、一人になったときに、勝手な想像をして……」

　──その問いの答えは、『繋いだことはある』ということになる。恋人としてじゃなく、けれどそういうことはあった。

「繋いだことは……あるよ」

「……それは、どんなふうにですか？」

「その……逃げる時っていうか。朝谷さんが芸能人として有名になってきて……人の多いところで、気づかれたことがあったんだ」

「そうだったんですね……でも、それは……」

「……付き合ってるからって意味で、手を握ったわけじゃない……んだけど……」

　鷹音さんがどう思うか──『元カノ』とどんなことをしたとか、そんな話は、普通は聞きたくないものじゃないだろうか。

　でもそれは、『普通は』の話で。鷹音さんは、他の誰かと同じじゃない。

「それなら……お付き合いをしているときに、手を繋ぐのは……」

「鷹音さんが初めてだよ。高校にもなってそれって、どう……なのかな」

「……それは……私にとっては、嬉しいことです。『今カノ』でも、薙人さんと初めてのことができるんだって、張り合いがあります」

「俺、朝谷さんに告白したのはいいけど、彼氏らしいことは全然できなかったんだ。だから……」

「……では……私は朝谷さんに、薙人さんのことを勿もつ体たいなかったって思ってもらえるように、もっと頑張らないと」

　朝谷さんは、俺と鷹音さんがどれだけ仲良くしたって、あの完璧な笑顔で『応援する』と言ってくれるんだろう──そんな気がする。

　当てつけるなんてことじゃない、それに意味はない。それより何より、鷹音さんの気持ちが嬉しかった。

「俺、鷹音さんと会えてよかった」

「だ、駄目です……その言い方だと、寂しい感じがします」

「そ、そっか……じゃあ、ええと。鷹音さんの彼氏になれて、凄すごく嬉しい」

「……っ」

　もう少し言葉を選ぶ余裕があれば、こんなに恥ずかしがらせずに言えるんだろうか。

　俺は鷹音さんが思っているよりずっと、男女が付き合うということに関して経験が足りていない。だから、俺も鷹音さんに負けないくらいに頑張らなければ。

「……そういうことを急に言うと、落差が激しくて、びっくりします」

「あ……やっぱり俺には似合わないか、そういうの。キャラじゃないっていうか」

「ち、違うんです……悪い意味じゃなくて……私が、勝手に嬉しいと思っているだけなので……」

「そういうのは……勝手とは、言わないかな」

　好意を言葉にして、それを嬉しいと言ってもらえることが、どれだけ嬉しいか。




　──知ってたよ。




　その言葉からは嬉しいとか、嫌だとか、どんなニュアンスも汲くむことはできなかった。

　拒絶ではなかったというだけ。高校が一緒で、連絡を取ってもいい関係というだけ。

　俺たちの間に一歩先はなくて、朝谷さんのことを何も知らないままで、それで終わったのは──良いこと、だったんだと思う。

　自転車置き場に着いて、スタンドを上げ、歩き出す。

「ん……鷹音さん？」

　真横じゃなくて、一歩下がったところからついてくるみたいな、鷹音さんの歩き方。けれど視線を送ってみても、そこに彼女の姿はない。

「……ちょっとだけ、いいですか？」

「っ……」

　腕に力を入れて、自転車のバランスが崩れないように支える。鷹音さんは荷台のところに、横向きに座る──風が吹いて、長い髪が流れる。

「……二人乗りは駄目ですけど、映画で見て、少し憧れていたんです」

　学校の敷地内、ほんの短い距離だけ。俺は鷹音さんを乗せて、自転車を走らせる。

　誰かに見られるかもしれない、それを気にしていないのは、お互いに同じで。

　校門に続く道に出る前に、鷹音さんは俺の背中に触れる。自転車を止めると、彼女が降りて、少し先まで歩いていく。

「こんなに楽しいんですね、二人乗りって」

「……俺も、驚いてる。鷹音さん、じゃあまた明日」

「明日……ですか？」

　鷹音さんが聞いて、俺は笑って、彼女も笑う。

「夜にまた連絡するよ」

「はい。お待ちしてます……では、帰りはお気をつけて」

　鷹音さんが歩いていく。その後ろ姿を見ながら、少しだけ本気で考える──もしこれから何かがあって、俺が鷹音さんに連絡できないようなことがあったらと。
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（……一秒でも長く生きていたい、とか。本気で思うものなんだな）

　恋愛脳というのは、傍はたから見ると感心できないものなのかもしれないと思っていたけど。それを悪くないと思うくらいには、自分が変わってきたことを自覚していた。




　　　　◆◇◆




　木曜日、そして、今日、金曜日──鷹音さんと付き合い始めて、隣の席で、授業中にペアを組むような場面もあったりして。

　とても楽しかったし、今日は昼休みに、例のテラス席で一緒に弁当も食べた。鷹音さんは週に二回くらいは早起きしてお弁当を作ると言っていて、俺もその日に弁当デーを合わせることにした。高寺たちと一緒のときは彼らに合わせ、購買、学食を利用する。

「なっくん、お休みは何か予定あるの？」

　夕食の時間に、流々姉が聞いてくる。今日のメニューはハンバーグだ──『お姉ちゃんの手て捏ごねハンバーグ』と言いながら出されたそれは、何だか最初の一口に微妙なハードルを感じたが、食べたら勿もち論ろん美味おいしかった。姉さんのハンバーグしか勝たない。

「お姉ちゃんはなっくんが一人だったら、ゴールデンウィークに備えて服を買ってあげようかなと思っているけど、来週でもいいよ。あ、来週のお休みからゴールデンウィーク始まっちゃってる？」

「いや、今回の連休は繋がってないみたいだけど」

「自主的に休んで連休を繋げられるほど、私たち姉弟はフリーには生きられないんだよね」

「まあ……姉の背中を見て育ったというのは、多少あるかもしれない」

「ええー、なに、お姉ちゃんが服買ってあげるって言ったから？　それとも彼女さんができて丸くなっちゃったとか？」

「そこまで喜ぶことを言ったつもりはないんだが……流々姉も食べたら？」

「はーい。それで、なっくんの予定は？」

「特にないけど……いや、鷹音さんと喧けん嘩かしたとか、そういうことじゃなくて。まだ、そういう話をしてないってだけだよ」

「じゃあ、急に用事ができるかもしれないっていうことね」

　流々姉は、俺に『急な用事』ができる可能性が高いと思っているようだが──そういう話は本当にしていないので、何もない一日になる可能性が高そうだ。

「私ものぞちゃんに挨拶したいけど、弟の初デートに参加するお姉ちゃんとか普通に引かれちゃうもんね」

「絶対にないとは言わないけど、遠慮してもらえた方が……というか、のぞちゃんって」

「鷹音さんって名字も素敵だけど、下の名前が可愛いから、お姉ちゃんはそっちで呼びたいなって」

「まあ、鷹音さんは怒らないとは思うけど……会うのはかなり先になるんじゃないか」

「かなり先までお付き合いしてるって、それ、私がお義姉ねえさんって呼ばれるところまで視野に入ってない？　のぞちゃんのこと妹だと思っていいの？」

「そういう告白は、直接会ってからにしてくれ」

「ちょ、直接なんて……まだ心の準備ができてないから、ちょっとだけ待って？」

　挨拶したいと言っておいて──と指摘するのはやめておく。流々姉は内弁慶なところがあるので、俺に対しては外向きより気が大きいのだ。

　流々姉が風呂に入っている間に、鷹音さんにメッセージを送ってみた。すると彼女はしばらくして、折返しで電話をかけてくれた。

『こんばんは、薙人さん。今、課題を終えて休憩していたところです』

「うん、お疲れ様。鷹音さんは、課題を土日に回さないんだね」

『はい、課題はなるべく出たその日にやるようにしています』

「俺も今日のうちに終わらせておこうかな、鷹音さんを見習って」

『い、いえ。薙人さんは、好きなタイミングでされた方が……でも、嬉うれしいです』

「……鷹音さん、何かあった？」

『っ……』

　少し鷹音さんの声が硬く感じたので、何気なしに聞いてみる。

『……薙人さんは明日、お家にいらっしゃいますか？』

「う、うん。そのつもりだけど……」

『そうなんですね……お家に……』

「どうしたの？　鷹音さん」

『……あ、あの。薙人さんがこれからお勉強なら、私はピアノを弾きましょうか』

「え……今、ピアノが弾けるようなところにいるの？」

『レッスン用の、防音になっているお部屋があるんです。ご近所の迷惑にならないように』

　家に防音室がある──それって、鷹音さんの家はやっぱり、かなり大きかったりするってことじゃないだろうか。前に、書斎があるとも言っていたし。

『休憩として、気分転換に弾こうと思って……それで、薙人さんに聞いてもらえたらって』

「……ああ、駄目だ」

『っ……す、すみません、今はご都合が……』

「俺、鷹音さんに何も返せてない。凄く嬉しいことばかりしてもらってるのに」

『……私が好きでしているんですから、いいんです……あっ、す、好きというのは……』

　もしかして違う意味だろうか──なんて、それはやっぱり杞き憂ゆうで。

『……そのままの意味の、好きですが……駄目ですよね、そんなことばかり……』

「……どっちも、駄目じゃないと思うよ。俺も「駄目」って言うのは、やめにする」

『はい……私も、すぐ逃げてしまわないようにしますね。恥ずかしいとか、そういうことを言っていたら、「今カノ」失格ですから』

　それは──いいんだろうか。朝谷さんへの対抗心で、鷹音さんが大胆なことをしてしまったりということになったら。

『薙人さん、何か、曲のリクエストはありますか？』

「なんでも聞きたいな。鷹音さんの、お勧めの曲で」

『では、勉強に集中できるように、メロディが静かな曲にしますね……』

　コトン、とかすかに音がする。俺はスマホの音声をイヤホンに切り替えて、鷹音さんがピアノを弾き始める。

　──まるで、一緒の部屋にいるみたいで。周りを見てもいるわけがないのに、つい周囲を見回してしまう。

　こんな環境で勉強できるなんて、俺は幸せ者もいいところだ。あまり気が進まなかった課題に集中する気力が出て、物もの凄すごく捗はかどった──課題が全部終わってからは、ただ鷹音さんのピアノに耳を傾けていられるくらいに。
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　初めは俺も知らなかった、朝あさ谷たにさんが『霧きり谷たに乃の亜あ』だっていうことを。

　芸名を聞いたって、まだ実感がなかった。彼女が本物の芸能人で、それが何を意味しているのかを。




　──あの子、めちゃ可愛くなかった？

　──どっかで見覚えあんだけど……あれって霧谷乃亜じゃね？

　──え、あのＣＭ出てる子？　嘘うそ、同じとこ住んでたの!?




　あの日、俺は友達と夏祭りに来ていて──友達は同級生の女子を見かけたからと行ってしまい、一人で人いきれの中を歩いていた。

　聞き間違いにするには、はっきりと聞こえすぎた。

　朝谷さんは友達とはぐれて、一人でいたのだと後から聞いた。その短い時間に声をかけられてしまうほど、すでに彼女は有名になってしまっていた。

　高校生くらいの男子が三人、朝谷さんに声をかけていて──彼女が戸惑っているように見えて。

　その時にはもう動いていた。顔見知りくらいではあったから、皆で一緒に来ていると言って──動けないでいる朝谷さんの手を引いて、人波に紛れ、抜け出して、安心して話せる場所まで歩いた。

　夜の公園。向こうの通りは屋台で賑にぎわっている──祭りからこれ以上離れたら、来た意味がなくなってしまう気がして、俺たちはここで足を止めた。

『お祭り、すごい人だよね。こんなに賑わってるなんて知らなかった』

　転校してきた二年生の時には、朝谷さんは祭りには行かなかったという。まだ友達がいなかったから、と言っていた。

『やっぱり、サングラスとかした方が良かったのかな。普段着だし、目立たないと思ったのにな』

　どう言っていいのか分からなかった。朝谷さんは何も悪くない、それを言っても彼女を元気づけることはできないと思った。

『……千せん田だ君に、迷惑かけちゃった。ナンパの人くらい、自分で対応できるって思ってたのに。いきなり大声で芸名呼ばれて、頭真っ白になっちゃって』

　街灯の当たらないベンチに朝谷さんは座っていて、その表情は見えなかった。

　けれど、仕草を見ればわかった。彼女が泣いていることが。

　いつも周りの注目を浴びていて、期待や重圧をものともしない強さが彼女にはあって。

　でも、強いばかりではいられないのだとも、その時に気がついた。

『……オフの時はオフの時で、みんなも気遣ってくれたら良いのに。今の朝谷さんは、テレビに映ってる時とは違うんだから』

　思っていることを伝えるだけで精一杯だった。気づいても、見てみぬふりをしてくれていたら──そうしたら、逃げることはなかったのに。

『でもこういうアクシデントで、せっかくの祭りを楽しめないのは悔しいな』

『……千田くん』

　もう、彼女は人の多い場所に戻る気にはなれないだろう。

『朝谷さん、何か食べる？』

『え……いいの？　千田くんのおごり？』

『うん、何でも買ってくるよ。買ったらすぐ帰ってくるから』

『……ありがと。じゃあ、お使いに行ってきてくれるのなら、お姉さんがおごりましょう』

『え……』

『こう見ても、お小遣いは普通の中学生より多いと思うよ？』

　そう言って、朝谷さんはポーチから財布を出して、俺に代金を渡してくれる。

『あ……ご、ごめんなさい。あまり多く持ち歩くと危ないから、二千円しか持ってなかった』

『ははは……それなら俺の方が持ってるよ』

『むむ、お小遣いマウント？　普段なら私の方が持ってるよ、お仕事してるし』

『朝谷さんに本気を出されたら敵かなわないけど、今日は割り勘が良さそうだね』

『あー、カッコつけようと思ったのにめっちゃカッコ悪い……呆あきれてるでしょ、千田くん』

『全然そんなことないよ。でも、元気が出たみたいで良かった』

　──そのとき、ヒュルル、と風切り音が聞こえて。

　夜空に白い光の花が咲く。花火は続けて打ち上がり、今度は色とりどりの光が散って、しだれ柳がパラパラと音を立てる。

『……みんなも、どこかで見てるかな？』

『そうだな……高台から見るって言ってたからな』

『千田君も友達とはぐれちゃったんだ。ごめんね』

『はぐれたというか……あいつら、祭りでテンションが上がってたのかな』

『ふふ、そうなんだ』

　もう一度花火が弾けて、光が、朝谷さんの横顔を照らす。

　映像の中で見る彼女が、そのまま抜け出してきたようで。まるで映画のワンシーンのようだと考えて──相手役が俺だなんて、不相応だと弁わきまえて。

『……望遠鏡で花火を見たら、どんなふうに見えるかな？』

　俺はその問いかけに答えずに、朝谷さんの横顔を見ていることしかできなかった。

　時間の流れが、緩やかになる。花火の音が、光が、いつまでも繰り返すようで。

　朝谷さんが俺を見る。滲にじんでいた涙を拭い、空を指差して──そして、笑う。

　俺の心の中で何かが変わったのは、きっとその瞬間だった。

　彼女のことを、他の誰とも違う特別な存在なのだと、そう思った。

　そんな出来事は、通り過ぎた些さ細さいな記憶でしかなくて。

　けれど朝谷さんに対する好意を自覚するまで、積み重ねた記憶の一つだった。




　　　　◆◇◆




　目が覚めてから初めに思ったのは、なぜこんな夢を今さら見たのかということだった。

　未練なんてことはない、俺は鷹たか音ねさんに惹ひかれ始めている。朝谷さんに聞かれても、今ならそうはっきり言える。

　──俺と鷹音さんのことを応援すると、朝谷さんはどんな顔をして言ったんだろう。

　鷹音さんが教えてくれたのは、そうするべきだと思ったからだろう。そうした方が、俺も安心できるだろうと。

　でも俺は、それを聞かなければ、こんなことを考えずにすんだと思ってしまっている。

　朝谷さんと、もう一度話すべきなんじゃないか。

　目を覆うほどの勘違い、自意識過剰だ。俺と鷹音さんのことを知って、朝谷さんの心境に変化があったなんてことはない。

　机の上に、裏返しで置かれたままのチケット。公開収録の期日は今日の午後２時、それを過ぎてしまえば、ただの紙切れになる。




　──ナギ君にも言っておきたかったし。鷹音さんとのこと、応援するって。




「……そんなこと言われたら……」

　時間が経たてば、忘れていくものだと思った。毎日その姿を見ても、苦しいとは思わなくなっていくだろうと。

　けれど『応援する』と言われたら、どうしても思ってしまう。

　朝谷さんは、俺を嫌ってフッたわけじゃない。それなら、ファンとして彼女のことを応援することは、迷惑なことじゃないと。

　ただの社交辞令だ。別れた相手に執着されないようにしたい、それは当然の考えだ。

　このチケットを受け取ったことに義務を感じて、公開録音を見に行く。

　今日一日、家にいればいい。そうでなくても、公開録音の行われる駅ビルに向かわなければいい。

　中野さんには、行けなかったと伝えればいい。何も強制されてなんていない──そう考えたところで。

　メッセージが届いている。高たか寺でらから──俺が寝ている間、深夜に来たものだった。

『明日、のありんがラジオの収録やるって話だけどさ』

『なんかタイムラインに流れてきたんだけど、収録の後にのありんの出待ちするとか言ってる人がいるんだよ』

『そいつ、前にイベントで迷惑行為やってるらしいんだよ。万一ってこともあるし、しっかり警備とかしてくれてるといいんだけどな』

『千田、朝谷さんと仲いいだろ？　だから、一応言っとこうと思って』

『おーい、もう寝てんの？　休みの前とかもう少し夜更かししようぜ？　俺だけ起きてんの寂しいだろ。ほんとは未読スルーしてない？』

　延々と続いて最後は『ちゃんと見といてな』で終わっているメッセージを見て、俺はスマホの画面をオフにして机に置いた。

　有名になってから──あの夏祭りの日を境にして、朝谷さんはそれまでとは少し空気が変わった。

　クラスでいつも明るく騒いでいるような男子グループが朝谷さんたちに声をかけても、彼女は会話に積極的に加わらなくなった。話を振られても愛想笑いをしているだけで、それまでのように、気兼ねなく話しているという様子ではなくなった。

　部活のメンバーと一緒にいるときは、彼女はリラックスしているようだった。俺に対しても接し方は変わらず、読書部と天文部の交流というフィルターを通すと、朝谷さんは以前と変わらないままでいられるのだと、俺なりに解釈していた。

　俺が特別なんだなんて、思ってはいなかった。それでも、機会は少ないとはいえ、朝谷さんが気兼ねなく話してくれることを嬉うれしいと思っていた。

　──そのうちに俺は、朝谷さんが友達と帰っているときに他校の男子生徒に声をかけられ、追いかけられたという話を聞いた。

　朝谷さんは彼氏を作って、その彼に守ってもらえばいいと冗談っぽく話す友達に、こう言っていた。

『そういう理由で付き合うとかって、あんまり考えられないかな』

『みんなに迷惑かけないように、気をつけてればいいだけだし。逃げ足だって早いしね』

　心配する友達を元気づけるように、彼女は笑ってそう言った。

　夏祭りのことがあっても、男自体が苦手になったというわけじゃない。ドラマの撮影現場には男性が多くいるはずだが、朝谷さんの演技には不自然さはなかった。

　彼女は周囲から心配されることを望まなかった。俺もその周囲に含まれていて、それは今でも変わらないだろう。

（出待ちって、対策はちゃんとされてるよな。それが当然だよな……）

　寝てる間に高寺がメッセージを送ってきたから、あんな夢を見たのかもしれない。

　ラジオに出演している朝谷さんをファンの一人として見に行く。チケットを貰もらったから、捨てられないからと言い訳をして──鷹音さんと付き合い始めたのに、そんなことはするべきじゃない。

　朝谷さんは何事もなく仕事を終えて、帰っていく。ネットでの誰かの発言に反応して、心配して──そんなことは求められてない。朝谷さんが安全に仕事ができるように配慮するのは、彼女が一緒に仕事をしている人たちの役割だ。

　そうやって行かない理由を並べるのは、言い訳をしてるだけだと分かっている。

　貰ったチケットを無視することに、正当性が欲しいから。行かないのが当然なんだと、自分を納得させたいだけだ。

　中野さんが公開録音に行って、友達が応援しに来てくれたと朝谷さんは喜んで──それでいい。俺はもともと当選しなかったし、行くつもりもなかったんだから。

　心が決まったところで、また違うメッセージが届く。

　──中野さんから。俺はその内容を、見る前に想像してしまっていた。

『久々の連絡だけど、お願いしちゃってもいいかな？』

「……なんで、あの時に……」

　チケットを渡した時に言わないのは狡ずるいと、考えてしまう。

　渡した時には、こうすると決めていたんだとしたら。俺は中野さんに、聞かなくてはならなくなる──朝谷さんが俺にチケットを渡してくれと言うと思ったのか。それとも、朝谷さんが実際にそう言ったのかを。

『私ものありんの公開収録楽しみにしてたんだけど、急に用事ができちゃって』

『のありんの友達も見に行くみたいなんだけど、私ってまだあの子たちと打ち解けてないんだよね』

『それで、できたらナギセンに行ってきてほしいなって』

『ほら、同じ部活になれたし、アドレスも知ってるからいつでも話は聞けるじゃない』

『あ、ナギセンと鷹音さんとお近づきになってるのは知ってるから、ちゃんと空気は読むよ』

『内緒にしておいた方がいい？　それとも、言っちゃってもいいのかな』

『大丈夫だよね、クラスメイトだし。鷹音さんと霧きりちゃん、仲良さそうだったし』




「……読めてないんじゃないよな」

　なぜ、ここまでして俺を公開収録に行かせたいのか。中野さんは、俺に疑われても仕方がないことをしてると自覚はあるはずだ。

　山口さん、伊名川さんとまだ中野さんが仲良くなっていないと言っても、それは入学早々にできた朝谷さんのグループに入るのが出遅れてしまっただけで、深刻な溝があるなんてことじゃない。

「……読んでないんだよな。何でそこまで……」

　高校では中野さんと話すことはなくなるのかもしれないと思っていた。そんな俺が、彼女の考えが分からないなんて当たり前のことだ。

　何かの気を回しているのは、間違いないと思う。それが朝谷さんと話してのことなのか、中野さん自身の考えなのかが分からない。

　鷹音さんと朝谷さんの仲が良いように見えているのは、中野さんだけじゃない。実情は複雑でも、それ自体は疑うことじゃない。

　中野さんのメッセージの最後にはお願い、とスタンプが押してある。昨日じゃなく、来週に入部届を出していれば──そうは思うが、後の祭りだ。

「気づかれないように参加して……帰ってきて。それだけでいいんだな」

　中野さんの代わりに俺が来ていたとか、それは後で伝えればいいことだ。それも、中野さんから伝えてもらえばいい。

　──鷹音さんに伝えて、行くなと言われたら行かない。

　けれど鷹音さんに連絡する時点で、それは甘えてるようなものじゃないのか。

『今カノ』が許してくれるから『元カノ』の仕事を見に行く、そんなのは──。

「なっくん、朝ごはん一緒に作ろー。まだ寝てるー？」

「もう起きてるよ」

　返事をすると、一拍間を置いてドアが開く。流々姉は部屋に入ってくると、俺の顔を見て困ったように笑った。

「なーに、朝から真剣な顔。昨日やってたホラー映画の夢でも見ちゃった？」

「……夢は見たけど、そういうのじゃないな」

「あ、思ったより素直。なっくんがそういう顔してるときって、お姉ちゃんに頼ってくれないのよね。何か悩んでたら、相談くらいには乗るよ？」

「いや、俺の問題だから」

「大丈夫……じゃないよね。すっごく悩んでるよね？」

　いつもの流々姉とは違って、茶ちや化かすようなことを言わない。

　──これからどうしようもないことを言って、俺は流々姉を呆あきれさせてしまうのに。

　朝食を作る間に、俺は中野さんから貰ったチケットのことなどを話した。

「……それは、はめられた……っていうやつじゃない？　なっくん」

「そ、そういう表現は……」

「なっくんはお人ひと好よしすぎ。そういうふうに考えるのを避けてたんじゃない？」

「中野さんがそんなことをする理由が分からないし、朝谷さんにそこまでのつもりはなかったと思う。俺が行っても行かなくても……」

「私が霧ちゃんだったら、なっくんが見ててくれたら嬉しいけどな。お姉ちゃんが勝手にそんな想像しても説得力ないか」

　朝谷さんが、俺が来たと知って喜んでくれる。流々姉が言うならまだしも、俺がそんな想像をしていたら大馬鹿だ。

「……でも、心配なこともあるんだよね。それなら、私は行った方がいいと思うな。鷹音さんに言う必要があるかって言ったら、内緒にした方がいいかもしれないって思うけど……なっくんは、それは裏切りだって思ってるんでしょ」

　本当は迷うことですらない。チケットの期限なんて気にしないで、使わないものだと割り切ってしまうべきだ。

　なのに、そうできないのは。俺がまだ朝谷さんに気持ちを残しているみたいで──鷹音さんに対して、一番してはいけない裏切りだ。

「事情を聞いたら、なっくんが行くって言っても止められない……優しい子なら、きっとそうなると思う。それでも鷹音さんに言ってから行くのは、酷ひどいことだよね」

「……そうだよな」

「それでも、私は行った方がいいと思う。行かないでなっくんが少しでも後悔したら、その方が鷹音さんを傷つけると思うから」

　──なんで、背中を押すんだ。

　俺の勝手にしたらいいって放り出してくれていいのに、そうやって悩んでくれるんだ。

「鷹音さんにちゃんと言って、霧ちゃんを見てきて、それで帰ってきたらいいじゃない。行ったら帰ってこないわけじゃないんだから」

「けど、この期に及んでフラフラしてるのは……」

「気持ちにちゃんとけじめをつけないとだめなんだよ、なっくんは。何だか分からないままにふられちゃって、でも霧ちゃんから嫌われたわけでもなくて、本当はまだ……」

「……それはない。絶対にないよ」

「それなら、今回のことが証明になると思う。なっくんは『霧谷乃亜』ちゃんを見に行くだけ。『霧ちゃん』のことがまだ好きだから見に行くわけじゃない」

　流々姉はそう言って、時計を見やった。午前八時過ぎ──起きてから、想像した以上に時間が経たっていない。

「もうちょっと考えて、それでやっぱり行くのは駄目って思ったら、お姉ちゃんにチケット渡してくれたらいいよ。そうしたら、無駄にはならないでしょ」

「……流々姉」

「私も酷いこと言ってるよね、なっくんは今の彼女さんを大事にしたいだけなのに……だから、連帯責任っていうことで」

　何も流々姉が責任を感じることなんてない。相談に乗ってもらっておいて、しなければ良かったと一瞬思ってしまうくらい、俺は恩知らずな弟だ。

「自分で考えるよ。行くのかどうか、鷹音さんに伝えるのかも」

「……うん。じゃあ、ご飯食べよ」

　流々姉が朝食を食べ始める。作っている時は上の空だったが、よくよく見てみると、朝にはあまり作らない俺の好物ばかりだった。

　宙に浮かんだような、行きどころを失っていた感情に、答えを出したい。

　朝谷さんが俺をフッた理由なら、幾らでも考えられる。そんな俺が、また人を好きになっても、気持ちが届くかどうか分からない。

　──俺は、鷹音さんが好きだ。

　だから、嘘うそはつけない。信じてほしいという言葉を、彼女が受け入れてくれるのかが分からなくても。




　　　　◆◇◆




　駅の正面にある、ショッピングから食事までできる複合商業施設。そのビルの六階が、公開収録の行われる会場になっていた。

　エレベーターを降りると道案内の看板があり、すでに客の列ができている。俺はその最後尾に並んで、待ち始める──若い男性の方が比率は多いが、女性客もかなりの人数が集まっていた。

　朝谷さんが出演中のドラマ、『恋と青のリリック』。上手うまくいかない恋愛をしている高校生たちが主人公で、朝谷さんは義兄に実らない片思いをしていたという役柄だ。

「今週の『青リリ』、良かったよね。もう何回も泣かされてるし」

「のありんめっちゃ可愛いよね、ふられた後も出番少なくならなくて良かった」

「先週は瑠りゆう都とくん来てたんだけど、すっごい顔が良かった。のありんも可愛いんだろうなー」

　前の方の女性客が出した名前──深ふか川がわ瑠都という俳優。彼と朝谷さんの関係について、ネットである噂うわさが流れていた。

　話題作りのためと言われてはいたが、ファンにとっては一触即発の話題で、深川瑠都の名前は禁句になっていた。のありんの事務所は交際厳禁だとか、まだ高校生なのにプライベートを探るマスコミはルール違反だとか──霧谷乃亜を擁護する意見は多かったが、同じだけ人気俳優と噂になった彼女に対して、見るに堪えないような中傷も多くあった。

　番宣のために一緒に出ていたバラエティのことも、なぜ準主役の霧谷さんが出るのか、この二人の関係は怪しいから一緒に出演させないでほしいとか、そんな反応がピックアップされて芸能ニュースとして出ていたりした。

　ネットの記事は信じちゃ駄目だよ、と朝谷さんは友達に言っていた。そうやって芸能ニュースの真偽を直接確かめられることは初めてじゃない──彼女は年中、好奇の視線を浴び続けなくてはならない。




　──私は気にしてないよ。周りの人が本当のことを知ってくれてたら、平気だから。




　その言葉を額面通りに受け取って、朝谷さんは生まれながらにスター性があるんだなんて、みんなが憧れを込めて言っていた。

　言うまでもなく、俺もそのうちの一人だ。

　住む世界が違う相手が、同じ中学にいるということ。少なくとも接点があることを、幸運なめぐり合わせだと思って──彼女に惹ひかれて、環境が変わることを都合のいいきっかけにして、彼女に告白した。

　彼女が有名になる前に告白していたら、何かが違ったかもしれない。それはありえないことで、仮定でも考えるべきじゃない。

『霧谷乃亜』として有名になったことも含めて、『朝谷さん』なのだから。

「本日は『サタデーライブ・ピースフル』の公開収録においでいただき、ありがとうございます。これから観覧席にご案内しますが、二人連れ以上の方も少し間隔を空けて座っていただくために、観覧人数は抑えております」

　スタッフの説明が始まる──そのまま移動するのかと思っていると、スタッフが並んでいる人に対して呼びかけ始め、観客が並び直していく。

「チケットＡの10番の方、いらっしゃいますかー」

「あ……は、はい。Ａの10番です」

　一番後ろにいた俺が、前から十番目に移動させられる。どうやら周りの声からすると、このチケットは関係者に配られるもので、一般客は11番からになっているようだった。

　俺の前後が空いていないのは空席を詰めたからなのか──それとも、中野さんはチケットを一枚しか貰もらっていなくて、それを俺に渡したのか。どのみち、後で彼女には話を聞かないといけない。

　鷹音さんには、公開収録に行くことを話した。




　──分かりました。行く前に話してくれて、ありがとうございます。

　──朝谷さんは、薙なぎ人とさんに来てほしかったんだと思います。中野さんに、薙人さんを誘うように頼んだのかは分かりませんが……。

　鷹音さんは、俺が悩んで出した推測と同じところまで、驚くほど早く達してしまった。

　俺が鈍いのか、考えすぎているのか。それとも女子同士の方が、言わなくても分かる何かがあるのか。




　──ごめん、鷹音さんと付き合い始めたのに、フラフラしてるような態度で……。

　──俺、朝谷さんのことを応援してたから……その気持ちは、今もゼロにはできてないんだ。

　──でも、未練があるとかじゃない。俺が来てることに気づかれないくらいでいいと思ってる。




　だから、行かせてほしい──なんて。結局どうやっても、未練があるように聞こえてしまう。

　それで鷹音さんの気持ちが冷めてしまうようなことがあったら。馬鹿なことをしていると、自分でもよく分かっている。




　──行ってきても、大丈夫です。朝谷さんは、薙人さんの大切なお友達ですから。

　──私がいいと言うんですから、薙人さんは何も謝ったりしないでください。

　──朝谷さんには、せっかく薙人さんが来ているのなら、気づいてもらいたいです。

　──知らないところで応援をしているなんて、それは朝谷さんに優しすぎますから。




　俺がいることに朝谷さんが気づくかは分からない。気づいたとして、それが朝谷さんにどう受け取られるのかも、容易に想像できない。

　なぜいるのか、と思うのか。来てくれている、と思うのか──だから俺は、朝谷さんが気づかないくらいでいいと言った。

　しかし、チケットの順番通りに並び替えをしたとき、収録ブースから見えやすい位置に来てしまった。

（いいのか……これで。いや、席がこういう位置になるのは、中野さんに渡す時点で分かってるはずで……そもそも、中野さんのチケットが俺に渡されることを、朝谷さんは想定してたのかな……）

「皆さん、開始までに時間がありますが、五分前には戻ってくるようにお願いしまーす。集合してからちょっと拍手と歓声の練習をさせてくださいね」

　ラジオスタッフの若い男性が説明を始めている。しかし、俺の隣の席──11番と12番の人が大きめの声で話していて、少し説明が聞き取りづらかった。

「あー、早く生のありん見てえわ。こういう時ってエロい服とか着てきたりすんだろ」

「そういう売り出し方じゃないと思ってたけど、リュートと付き合ってるとかだったら話変わってくるよな」

「事務所がそうやって売り出してるだけだろ。プライベートまで束縛されて、逆に男に飢えてたりすんだよ。俺にはわかるね」

「っ……」

　思わず席を立ってしまう。隣に座っている若い男性二人が驚いてこちらを見る──しかし何事もなかったように、ブースに視線を送る。

「やべやべ、関係者席に聞こえてたらまずいよな。のありん頑張れー、ファンでーす」

「公開収録もいいけど、写真集出して握手会とかやってくんねーかなー」

（……ガラス越しに見学するだけだし、こっちの声は向こうには聞こえない……でも……）

　ネットで目にする、無責任な想像を書き込んでいる人々。そんな連中が、朝谷さんのファンとして公開収録に参加している。

　高寺が心配していたのも分かる──ここまで具体的に『霧谷乃亜』自身への接触を図ろうとしそうな人がいるとなると、用心はしすぎるに越したことはないと思えてくる。

「番組が始まって次のコーナーで、霧谷さんが登場されます。出演時間は三十分で、終了後に記念品の配布をさせていただきます」

「それって、霧谷さんも参加するんですか？」

「お渡しは昨今の事情もありまして、今回は見送りとさせていただきます」

　隣の席の二人が、目に見えて不満そうにしている──逆に、今日直接朝谷さんがファンの前に出ることがなくて良かったと思う。

　本当なら、公開収録で活躍する朝谷さんを見て、応援できればそれで良かった。なのに、彼女を取り巻く状況の難しさを目の当たりにして、どうしても心が陰る。

　ラジオ番組のレギュラー司会者が入ってきて、番組が始まる。言われていた通りに、最初のコーナーで『霧谷乃亜』が呼ばれる。

「──初めまして、霧谷乃亜です。今日はよろしくお願いします」

　学校にいるときも、芸能人が同じ空間にいると、そう思わずにいられなかった。

　それは彼女の輝きが、一般の生徒に紛れられないほど強くなっていたからだ。

『霧谷乃亜』として、ヘアスタイルもファッションも同世代の先端にいる彼女は──決して華やかな場所ではない収録ブースを、その存在感だけでまったく別の場所に変えた。

「……おいおい、反則だろ……可愛すぎね？」

「やっべ……マジやべえ……」

　好き勝手なことを言っていた隣の席の客二人も、ほとんど言葉を失っている。歓声と拍手の収録を頼まれたときは、観覧席全体が揺れるほどにギャラリーが沸いた。

「今日は公開収録ということで、のありんのファンがたーくさん来てくれてますよ。みなさーん、のありんですよー」
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「すみません、のありんっていうの、ちょっと恥ずかしくて……でも、嬉うれしいです」

　朝谷さんが観覧席を見回す。一番目の席から順番に。

　十番目の席を、朝谷さんの視線が通り過ぎる──何事もなく。

　そうなるはずだと、そう思った。

　なのに、彼女は俺を見て、ほんの一瞬だけ驚いて。

　──そして、笑った。

　卒業式から、そして今日まで、見せてもらってない。そんなふうに、自然に笑うところを。

「……こんなにたくさん来てくれて、安心してます。出番までずっとドキドキしてました」

「すごい倍率だったそうですよ。番組始まって以来っていうくらい、ハガキでもメールでも応募が来ていて」

「ありがとうございます、当たった皆さん、お会いできて嬉しいです。外れてしまった皆さんにも、また会える機会があったら、ぜひよろしくお願いします」

「ここにいる皆さんも、番組を聞いてるファンの皆さんも、喜んでくれてると思います。音声だけで申し訳ありません、のありんめちゃくちゃ可愛いです」

「そんなことないです、もう緊張しちゃってカチコチで、笑顔の練習してきましたから」

　謙遜している朝谷さんだが、違和感なんてまったくない──パーソナリティのネタフリに合わせて話しているだけで、無理なく場を持たせられている。

　初めにラジオのゲストで出た時は、緊張して打ち合わせの内容が飛んでしまったと言っていた。それがここまで落ち着いて話せるようになったのは、経験と努力の賜たま物ものだろう。

　このラジオ出演もドラマの番宣を含んでいて、話はその内容に入っていく。

「先週に来てくれた深川さんにも、質問が届いてたんですが……せっかく続けてのご出演ということで、聞かせてもらってもいいですか？　二人が本当の兄妹みたいで憧れるって声が多いですが、霧谷さんから見た深川瑠都さんは、どんな俳優さんですか？」

　観覧席の一部がざわつく。

　霧谷乃亜のファンとしてここにいる人の中には、深川瑠都のファンの人もいる──そういうことだ。

　注目を一身に浴びている。霧谷さんは少しだけ考えて、そして答えた。

「……場の雰囲気を、和ませてくれる俳優さんだと思います。お兄さん役なんですけど、年齢的にもそういう感じで、頼りになる方ですね」

「深川さんも霧谷さんも新境地って言われていますよね。霧谷さんは、片思いの演技が本当に切なくて、前回の話で身を引いちゃうところなんて、本当にそれでいいの!?　ってなっちゃったりして」

「……それは……」

　──朝谷さんが、もう一度こちらを見る。

　こちらを見ることはないと思っていたのに、二度目──こちらに偶然視線を向けただけで、俺の気にしすぎだ。それとも知り合いがいたら、ふと見てみたくなったりはするかもしれない。そんな考えを、朝谷さん自身の言葉が否定する。

「私も高校生になったので、分からなかったことも、だんだん分かるようになってきたっていうか。大人になってきたんじゃないかって思います」

「そうですよね、最近はグッと大人っぽくなって。でも僕は、のありんがブレイクしたきっかけのＣＭの印象が今でも残っていて、時間が流れるのは早いなってしみじみ思うんですけどね」

「あのＣＭは、今自分ではとても見られないです、恥ずかしいので」

「凄い人が出てきたなってみんな言ってましたよ、可愛すぎますもんね」

　男性のパーソナリティが振った話に、朝谷さんが照れながら答える──そして、また一瞬だけ俺を見る。

「……今、のありん俺のこと見てたよな」

「マジで？　やべえなそれ」

「俺、やっぱのありんに会うわ。先帰っててくんね、二人だと目立つから」

「うわ、ずりーな。俺も普通に行きたいんだけど、のありんに会えるんだったら」

　よりにもよって──高寺が言っていた、出待ちすると言っていた人物なのか、そうじゃないのかは分からないが。

　収録はつつがなく進んでいく。視聴者と、そして観客席とジャンケンをして、勝った人には景品のサイン色紙が贈られる──観客も一喜一憂するが、隣の男たちはもうまともに収録を聞いていない。

「『恋と青のリリック』、現在放送中です。私の出番は少なくなりますけど、ストーリーはこれから盛り上がっていきますので、ぜひ見てください」

「名残惜しいですが、のありん……霧谷乃亜さんはそろそろとなりますので、最後にお願いしたいと思います。番組の合言葉、覚えてくれてます？」

「はい、練習してきました。ハートにいつも、ピースフル！　……霧谷乃亜でした」

　両手でハートを作り、観客席に向けて決めポーズをしたあと、霧谷さんは全方位にお辞儀をしてからブースを出ていった。

　記念品を受け取ったあと、観客が捌さばけていく。出待ちをすると言っていた男二人は、スタッフに直接質問していた。

「ええと、どこから出てこられるかは、話せない決まりになってまして……」

　断られると、渋々という様子で外に出ていく。俺も外に出る順番が回ってきたタイミングで、男二人の後を追って外に出た。

「こっちじゃね？　スタッフ出入り口」

　男たちは物陰に隠れて、スタッフ出入り口の扉を見ている──もしそこから霧谷さんが出てきてしまったら。一人で出てくるということはないと思うが、そのまま後を追いかけられるようなことがあったらまずいことになる。

　俺が観覧に来ていたことに、おそらく朝谷さんは気がついている。目が合っているのだから、そこは疑うべくもないが。

　──念のために、伝えておくだけだ。出待ちをしているお客さんがいる、それさえ伝えられれば。

　メッセージを送る口実だと思われないか。そうやって、幾らも迷っていられなかった。




　　　　◆◇◆




『朝谷さん、急に連絡してごめん』

『俺も観覧に来てたんだけど、出待ちしてる人がいるから、できれば出る場所はスタッフ出入り口じゃない方がいい』

『マネージャーさんが一緒だったら大丈夫だとは思うけど、念には念を入れた方がいいと思う』

『余計なお節介だと思うけど、どうしても伝えておきたくて』

　メッセージに既読がつかないことも考えた。収録が終わったあとで、スマホを見てる時間なんてないかもしれない。

　それなら、俺があの出待ちの人たちを何とかするしかない──といっても、そこで待っていると迷惑がかかると言えば、喧けん嘩かを売るのと同じだろう。

（……諦めてくれるといいんだが）

　二重尾行みたいなもので、俺も彼らを見張っていると気づかれないようにするのは難しい。そのうち警備員でも巡回に来たら、俺の方が怪しまれることも──。

「っ……」

　ポケットに入れていたスマホが振動する。朝谷さんから、返事が来ている。

『ナギ君、挨拶とかは置いておかせてもらって、聞いてもいい？』

『ああ、大丈夫』

『さっき収録を見てた人が、スタッフ出入り口の外で私を待ってるってこと？』

『そうだと思う。席が近くて、話し声が聞こえてきたんだ』

　そこから次の返信が来るまで、少し間が空く。そのうちにスタッフ出入り口のドアが開く──出てきたのはスタッフらしい人で、ほっと息をつく。

『今日、マネージャーさんと一緒に来てないんだ。同じ事務所の子と急に仕事がかち合っちゃって』

『それなら、一人で出てこない方がいい。男の人が二人いるから。話が聞こえたんだけど、朝谷さんは直接話したりしない方がいいと思う』

　しばらくメッセージが戻ってこない。俺は物陰に隠れて、出てきたスタッフの人をやり過ごす──男二人も上手うまく隠れたようで、立ち去る気配はない。

『うん、分かった。そういうファンの人が来るのは、前にもあったから』

『こっち側にも階段があるから、そこから下りるね』

　これでひとまず心配はなくなった──安あん堵どの息をつき、可能な限り早く返信を打つ。

『俺は、二人が移動しないか見てるから。安心できるところまで行ったら、また連絡して』

『ありがとう』

　出待ちを避けるためとはいえ、ビルの六階から階段で下りないといけない──その負担を考えると、リスクを覚悟して男たちをここから引き離すべきだったか。

　──考えているうちに、思ったよりも早く朝谷さんから連絡が入った。

『ナギ君、ちょっと時間ある？』

『ビルの裏口から出ようと思うから、来てくれないかな』

　ここまで来たら、迷ってる場合じゃない。朝谷さんを安全な場所まで送って、全てはそれから考える。

　了解の旨を返信しようとしたとき、男たちがなかなか朝谷さんが出てこないことに痺しびれを切らしたのか、苛いら立だった様子で口論を始める。

「何だよ、出てこねーぞ。もしかして別の経路とかあんのか？」

「じゃあビルの外で待ってりゃ出てくるんじゃん？　表と裏で張ってようぜ、バレないように」

（っ……まずい……！）

　土曜日の昼間、このビルは四階までショッピング客で混雑していて、エレベーターは上がってくるのに時間がかかってしまう。階段を使って下りた方が早いくらいだ。

　公開収録に参加した客同士でいざこざを起こしたりしたら、それこそ朝谷さんに迷惑がかかるかもしれない。俺だって、そんなに血の気が多いわけでもない──面倒事はできるなら避けたい方だ。

　今は何も考えずに、走る。全力で階段を駆け下りる──あの二人が、エレベーターで下りてきてしまう前に。

　ビルの裏手に回る──ここでも多少は人の姿がある。朝谷さんが一人で大丈夫なのかと見回すが、最初はその姿が見つからない。

「……ナーギ君」

「っ……」

　小さな声で呼ばれて、振り返る──すると、そこにはスタジオでの衣装ではなく私服に着替え、髪をまとめて帽子を被り、眼鏡をかけた朝谷さんがいた。

「来てくれて、ありがとう……それで、その男の人たちって……」

「ビルの外で見張るとか言ってたから、鉢合わせしないようにしないと……」

　言っている途中で、視線の先──ビルの裏手に回ってきたのは、さっきの二人組のうち一人だった。朝谷さんから見ると後ろなので、まだ気づかれていない。

「向こうに来てる。気付かれないように、ここを離れよう」

「でも、正面口には回れないんだよね……すごい人だかりになっちゃってて」

　出待ちは二人だけじゃない──チケットが当選しなかったファンの人たち、そして近くを通りかかった人達も、集まってきてしまっているようだ。

「……ナギ君、ちょっとだけ付き合ってくれる？」

「朝谷さん、何か良い方法が……」

　ここから離れるための方法──人がいないビルの裏側から出るにも、せっかく撒まいてきた男たちのうち一人が来てしまっている。

　まだ、こちらには気づいてない。それなら、俺が気を引いて──そう考えた時。

「……っ」

「一緒に行こ」

　朝谷さんが、俺の腕を取る。その台詞せりふで、演技のスイッチを入れたかのように──朝谷さんが、演じ始める。

　それは『彼氏と一緒にデートに来ている少女』の役なのだろう。この陽気のせいで、朝谷さんはあまり厚着をしていない──腕に寄り添われると、触れてはいけない部分が当たってしまう。

「……今日は来てくれてありがとう」

「あ、ああ……」

「私に合わせて。ただ遊びに来ただけっていう顔してて」

　いくら変装していたって、普通は気が付かれるだろう──けれど霧谷さんは、その『普通』さえも、演技力でねじ伏せてしまう。

　男は俺たちを見たにも拘らず、顔をしかめるようにしたあと、スマホを取り出す。通り過ぎる一瞬、緊張がピークに達する──しかし。

「裏からも出てきてねえんだけど。表の方は？　こっちにいねえんだからそっちだろ。ああもういいや、目立たないとこじゃねえと意味ねえし」

　ビルから離れ、しばらく歩き続ける──休日の町は賑にぎやかで、徐々に緊張が抜け、俺は隣を歩く朝谷さんを見やる。

「あ、あの……朝谷さん、もう大丈夫だと思うけど……」

「うん。ナギ君って、演技上手いね。すごく自然体だった」

「い、いや、俺は素人だから……それより、急にごめん、メッセージ送ったりして」

　俺たちは歩きながら話す──朝谷さんは、駅の方に向かおうとする。

「仕事は忙しくなってきたけど、いつもマネージャーさんがついててくれるわけじゃなくて。今日みたいなこと、前にもあったから……ナギ君が教えてくれて、すごく助かったよ」

「……その……チケットは、中野さんから貰もらったんだ。俺が代わりに来ていいのかって思ったけど、やっぱり……」

　聞きたいことが多すぎて、けれどどこまで聞いていいのか分からなくて。言葉が上手く出てこない。

　そんな俺を見て、朝谷さんは呆あきれたりせず、涼やかに微笑んでいる。

「私が、唯ゆいちゃんに頼んで渡してもらったとか……そんなふうに思った？」

「……分からない」

「……言ってないよ、ナギ君に渡してほしいって。唯ちゃんにはチケット二枚渡したし、あの子も来てくれるって言ってたのにな」

　気を回したのは中野さんで、朝谷さんは彼女に何も頼んでいない。

　中野さんがそうした理由は──俺が、今でも朝谷さんのファンだと思っているから。

　俺が朝谷さんに告白して、すでにフラられていることを知らなかったから、良かれと思ってしたことなのだろう──これで正解で良いと思う。

「あ……今の、言っても良かったのかな。唯ちゃんは悪くないよ、私が気を使わせちゃったんだよね、きっと」

「それなら……俺が来たこと自体は、朝谷さんは……」

　チケットを渡していない俺が来たことを、どう思っているのか。収録の時に俺を見て笑ったのは、演技なのか──俺が見た通りに、自然体だったのか。

「……知り合いがいると、安心するよね。でも、ナギ君が見てるから緊張したよ。かっこ悪いところ見せられないし、でもポーズ取らないといけないし」

「あ、ああ……でも、見事に決まってたよ」

「ありがと。似合わないと思うんだけど、結構練習したから……あ、今間抜けな感じで想像したでしょ」

「い、いや……苦手な感じは全然しなかったよ。さすがっていうか……」

「……ナギ君は、私のこと何でも褒めてくれるんだね」

「そ、それは……何でもってわけじゃないけど……」

　何でも良いとか、それでは何も考えていないみたいだ。およそ『霧谷乃亜』の活動について、俺は贔ひい屓きをなしにして見ているつもりだ。

　──朝谷さんの表情が、変わる。本心の見えない笑顔の向こうに、何かが覗のぞく。

「……鷹音さんのことも、そうやって褒めてあげてる？」

　この流れなら、必ず彼女の話題に向かうと分かっていた。

　朝谷さんの無事を確かめて、そして帰る──それだけで終わるつもりで、朝谷さんとどんな話をするのかなんて、考えられていなかった。

「……今みたいな言い方、良くないよね。分かってるんだけどね、私って性格悪いよね」

「俺は……鷹音さんに、いつも感謝してる。褒めてあげるとかじゃなくて……」

「そっか……上手くいってるんだ。ナギ君と鷹音さん、波長が合ってる感じだもんね」

　──それなら、俺と朝谷さんは、その波長が合わなかったということなのか。

「……鷹音さんは、今日のこと知ってる？」

「うん……伝えてきたよ。『友達』の応援に行くのなら、行ってくるべきだって」

「そっか。それなら……ナギ君、これからお茶でもしない？」

　そんなふうに俺を誘ったりは、これまで一度もしなかったのに。

『友達』なら、一緒にカフェに行くくらいのことは普通だ。朝谷さんは俺にお礼をしようとしてくれているというのも分かる。

「感謝のしるしに、ケーキでもおごってあげる。甘いもの好き？　それともご飯食べる？　何でもいいよ、私、お小遣いならそれなりに──」

　朝谷さんが、はしゃいでいるように見える。俺が、誘いを受けてくれると思って──けれど俺は、それを遮らないといけなかった。

「……落ち着ける場所まで送ったら、俺は帰るよ。迎えを待つなら、それまでは一緒にいる」

　言葉が喉を通る時に、これほど痛みを感じたのは初めてだった。

　朝谷さんの表情が、色を失う──けれど、それは一瞬のことで。

　すぐにいつもの明るい表情に戻ると、朝谷さんは俺の腕からそっと離れた。

「じゃあ……今なら来られると思うし、お母さんに車で来てもらおうかな。駅前のロータリーまで行っていい？」

「ああ。そこまでは、俺も送っていいかな」

「うん。でも、お母さんには見られない方がいいかも。あの人、すぐ勘違いするから」

「分かった、気をつけるよ」

　今度は二人で歩く──朝谷さんは並んでいるところが目立たないようにと少し前を行き、俺は後ろからついていく。

　朝谷さんはロータリーに向かう途中で、自販機の前で立ち止まる。そして、定期入れを取り出しながら言った。

「ナギ君、何か飲む？　走ってきてくれたから、喉渇いてるよね」

「いや、少し待ってるだけなら……」

「アイスコーヒーでいい？」

「っ……あ、ありがとう……」

　冷たい缶コーヒーを受け取る。こういう時に甘い飲み物は喉が渇きそうだが、俺はあまり気にしない。

　──しかし、違和感がある。

　俺は朝谷さんにはコーヒーが好きだとか、そういう話はしていなかったはずだ。

　この缶コーヒーは駅でだけ売っているものだ。他のものにするのか聞かないで、朝谷さんは一択でこれを選んだ。

「……飲まないの？」

「あ、ああ……ありがとう、朝谷さん」

　缶コーヒーのタブを開けて、一口飲む。鷹音さんから貰ったコーヒーと同じ味だ──当たり前だ、同じ商品なのだから。

　しかしじっと見られていることが気になって、いくらも喉を通らない。一気に全部飲む気にもなれない、少し時間を置きたい。

　──そうして、一瞬気を抜いたのがいけなかった。

「美味おいしくなかった？」

「……あ……っ」

　朝谷さんが、俺の手にある缶を両手で取る。そして、俺の見ている目の前で、飲み口に口をつけた。

　白い喉が小さく動く。そして、彼女は、缶を俺に返してきた。

「……ちょっと苦いね。ナギ君、こういうのが好きなんだ」

　苦いなんて顔はしていない。俺を見る、朝谷さんの目は──。

「私だって、知ってるよ。ナギ君のいいところ」

　──今さらそんなことを言われたって、何て答えればいいのか分からない。

　それは友達としての言葉だ。けれど付き合っている時に言われていたなら、俺は違うように受け取っていた。

　そんな『もしも』を振り切らないといけない。頭の中から完全に消してしまうために、ここに来たのに。

「……今日は、ありがとう。ナギ君が来てくれて良かった。頑張ろうって思えたの」

　何を言えっていうんだ、そんな顔をして。

　恋をしているような顔だなんて、それは勘違いにすぎないのに。

「あ……もうすぐ、着くみたい。ちょうど向かってくれてたんだって」

「……分かった。じゃあ、また……学校で」

「うん。鷹音さんによろしくね、唯ちゃんにも」

　朝谷さんが小さく手を振る。俺はロータリーを離れて、家の方向へ歩いていく。

　白い車が滑るようにロータリーに入ってきて、朝谷さんが乗り込む。そして、すぐに走り去って見えなくなる。

　もう少し早く、迎えに来ていてくれたら──それは考えるべきじゃない。

　朝谷さんは『霧谷乃亜』として知名度が高くなっている。それでも、事務所の人がついていられないことがある。

　困った時はお互い様だ。それでも思う──あんなにあっさりとフラれた俺が、今でも朝谷さんが心配だと言ってここにいるのは、滑稽なんじゃないのかと。

　──その考えを、この缶コーヒーと、朝谷さんの表情が否定する。

　それが演技だったとしても、彼女がどんなつもりであんな目をしたのか、見抜くことはできなかった。
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「……分かった。じゃあ、また……学校で」

「うん。鷹音さんによろしくね、唯ちゃんにも」

　笑って、手を振って、歩いていく背中を見送る。

　彼はきっと、振り返らない。私が車に乗って見えなくなった後で、やっとこっちを見てくれるくらいだと思う。

「……困ってる顔、してたな」

　ナギ君に言った通り、今日始まったことじゃなかった。私の行き先が分かる仕事のときに、出待ちをされたり、帰り道でついてこられたりするのは。

　いつもはマネージャーの小こ平ひらさんか、スタッフの人が対応してくれていた。

　今日もスタッフの人が駅まで送ってくれると言ったけれど、その時ちょうどナギ君が電話をかけてきてくれた。

　彼が公開収録に来てくれて、ガラス越しに目が合った。

　私は『霧谷乃亜』でないといけないのに、その時は『朝谷霧』に戻ってしまった。

　──ナギ君はきっと、気づいてない。

　気づいているかもしれなくても、知らないふりをしてくれる。

　彼が来てくれたことを、私がどう思っているか。目が合った時に、どう思ったのか。

「……どの口で、って思うよね。こんなこと言ったら」

　まったく期待してなかったと言えば、嘘になる。

　考えもしなかったなんて、それも嘘。

　唯ちゃんは、私とナギ君が付き合ってたことを知らない。

　卒業式の日から、春休みが終わって、私が彼をふるまでのこと。それを知らないから、唯ちゃんは私とナギ君が友達のままだと思ってる。

　その唯ちゃんに、公開収録のチケットを渡したら──、計算しなくたって分かる。

　唯ちゃんは、ナギ君にチケットを渡してくれた。

　私が、心のどこかで期待していた通りに。

「……それくらい、いいよね。私は、応援するんだから」

　ナギ君と鷹音さんのことを応援する。

　だから公開収録にナギ君が来てくれたって、それは友達の仕事を見に来ただけ。

　私は自分で元カノと言ったのに、今は友達だからと都合よく使い分けてる。

「おい、あれ……」

「え、似てるけど別人じゃん？」

　少し人目を感じて、私はその場から離れようとする。

　車が来るまで、ナギ君とは一緒にいられない。だから、一人で何とかしないといけない。

　街の中は怖い。急に腕を引っ張られたり、付きまとわれたりしたことがあるから。

　ナギ君が一緒にいてくれたら。強がらずに、一緒にいてってお願いできたら。

　──ナギ君のことを疑われても、ちゃんと説明できる勇気が、私にあったら。

　そのとき、ロータリーに白い車が入ってくる。運転しているのはお母さん──忙しいのにわざわざ来てくれた、そのことは感謝してる、でも。

　車に乗り込むと、ルームミラーを通して、お母さんが私を見ていた。

「霧ちゃん、ここまでどうやって来たの？　一人で心細かったでしょう、マネージャーさんには私からも言っておくわね」

　お母さんの声は優しい。でも、私はすぐにお礼を言うことができない。

「もしかして、誰かに送ってもらったとか？　それなら挨拶した方が良かったわね」

　そんなこと言って、本当にナギ君にお母さんを会わせたら、目をつけられてしまう。

　絶対にナギ君に言ってほしくない。

　芸能人の『霧谷乃亜』が、同じ学校の男子と一緒にいるなんて、万が一にでも話題になったら困る。お母さんは、何度か私にはっきりそう言ってる。

「……霧ちゃん、どうだったの？」

「一人で駅まで来られたよ。気づかれないようにしてたから、大丈夫だった」

「そう……良かった。霧ちゃん、仕事終わりに一人になるようなときがあったら、無理はしないで事務所に連絡しなさい」

「うん……そうする。ありがとう、お母さん」

　小平さんが来られなかったことを伝える気にはなれなかった。お母さんは小平さんに小さな不手際があっただけでも、マネージャーを交代したいと言ったことがあるから。

「これからボイストレーニングだけど、その前に何か食べておく？」

「ううん、大丈夫」

「少しでも食べておきなさい、今は大事なときなんだから」




　──お母さんは、私が仕事に穴を空けるのを心配してるだけだよね。




　言えない言葉を飲み込んで、胸が痛くなる。

　お母さんは何も悪くない。私のことを思ってくれているだけ。

　分かりたいのに、今この車の中にいることが嫌になって、逃げ出したくなる。




　──今からは私が千田くんとお付き合いをするので、私が『今カノ』です。




　鷹音さんがそれを言ったときは、きっと本気じゃないと思った。

　ナギ君のことを思ってついた嘘。私に言われっぱなしのナギ君を守りたくて言ったこと。

　付き合うなんて、彼女みたいな人には簡単にはできない。それも入学して知り合ったばかりの男の子となんて、キャラじゃない。

　そんなふうに決めつけたかったのは、私のわがまま。

　今日彼が来てくれただけで、私は演じていられなくなった。

　私のためにまだナギ君が何かをしたいと思ってくれることが、嬉しかった。

「でも、良かったわね。迷惑なファンの人がいなくて。距離感を間違えてしまう人って、結構いるから」

「ファンの人は、悪気があってしてるわけじゃないから……」

「学校でも気をつけてね。友達ができるのはいいことだけど、男子の友達は……」

「大丈夫。友達はいるけど、友達だから」

　自分でも驚くくらいに、声が震えた。呪文みたいに、何度も言ってきたのに。

　ナギ君は友達。友達だから、私の仕事を見に来てくれただけ。

　私が言うとおりに友達でいてくれているから。

　鷹音さんのことが大事だから、私のところに来られた。鷹音さんも、ナギ君を私のところに行かせられた。

　──鷹音さんはどんな気持ちで、ナギ君を行かせたんだろう。

　今の今までそれを考えずに、ずっと自分のことばかり。

　きっと、私は怒られると思う。彼の優しさに甘えてしまったこと、彼が来てくれたときに演技をやめてしまいそうになったこと。全部、鷹音さんには怒られても仕方がない。
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　薙人さんは朝谷さんの公開収録を見に行ったあと、帰り道にすぐ電話をしてくれた。




　──朝谷さんは大丈夫だった。出待ちの人たちにも絡まれずにすんだよ。

　──その後は、すぐ解散したんだ。今は家に帰ってる。




　詳しいことは聞かないでおこうと思った。それでも、一つだけは確かめておきたかった。




　──公開収録は、どうでしたか？

　──やっぱりさすがだと思ったよ。




　それは率直な感想だと思う。けれどその続きとして薙人さんの言ったことが、私の胸にずっと引っかかっていた。




　──やっぱり、同じ学校だけど、違う世界の人っていう感じがした。




　素直な賛辞だと思う。薙人さんは思ったことを言っているだけ──けれど。

『お付き合いをしている人』に、そうやって思われていたら。

　朝谷さんが、薙人さんにどう見られているのかを知っていたら──どんな気持ちになるのか、私には想像することしかできない。

　その日の夜は、薙人さんに電話をしないで、お風呂場で長い間考え事をした。

　気づくきっかけなら幾らでもあった。朝谷さんは、よく考えてみれば、何も隠してはいなかったから。

　私と薙人さんが二人で掃除をしているとき、図書室に来た理由。

　私の前で、自分のことを薙人さんの『元カノ』だと言った理由。

　友達が薙人さんに対して失礼なことを言ったとき、朝谷さんはちゃんと否定していた。

　勉強を教えてもらっているときの、朝谷さんの表情。

　──私たちのことを応援すると言ってくれたときの、笑顔。

「……二人は何か、すれ違いを……そういうことなんでしょうか……」

　湯船に浸つかったまま、ずっと考え続けている。

　私はまだ、薙人さんのことも、朝谷さんのことも、一部しか知ることができていない。

　薙人さんは誠実な人。朝谷さんがふるのは、私にはとても信じられないことで、男性に対する価値観が対極なのかもしれない。

　けれど、朝谷さんが薙人さんに異性として興味がないなんていうのは違うと思う。

　本当に興味がなかったら、応援するなんて言わない。

　体力テストの時だって、一つの種目も手を抜かないで私と競っていた。運動には自信があったのに、朝谷さんはどの種目でもついてきて、凄すごく器用で、何でもできる人だった。

「……薙人さんが、好きになっても仕方ないです」

　何でもできるのに、おごらない。勉強が少し苦手でも、同じ学校に入学しているんだから、朝谷さんも勉強すればそれだけ身につく力がある。

　でも、それなら、どうして薙人さんに勉強を教わっていたのか。

　あえて薙人さんに教えてもらっていたなんて、そんなことは──。

「……もし、そうなら……」

　朝谷さんは完璧な人。考えていることを表に出さないように、コントロールできる人。

　だから、本音を隠しすぎてしまうんだとしたら。

「そんなこと……私には……」

　もし、私が想像している通りだったとして。

　朝谷さんには、薙人さんとお付き合いができない理由があって、それを言えなかっただけだとしたら。

　私が薙人さんと出会わなかったら、本当のことをいつか言うつもりだったのなら。

「希のぞみ、そろそろ上がらなくて大丈夫？　だいぶ長く浸かってるみたいだけど」

「あっ……は、はーい。今上がるから……」

　浴室の外からお母さんの声が聞こえる。けれど立ち上がろうとしたところでくらりとして、へたり込んでしまう。

「どうしたのー？」

「……大丈夫……」

「そう？　それならいいけど……」

　こんなにのぼせるくらいお風呂に浸かったのは初めてだった。

　きっと私と同じくらいに、朝谷さんも悩んでいると思う──薙人さんも。

　今日、薙人さんと電話をしたとき、彼の声はとても辛そうだった。それは、朝谷さんのところに行くことを、いけないことだと思っているから。

　その気持ちは、凄く嬉うれしかった。私に内緒にしておくこともできたのに、薙人さんはそうしなかった。

　でも私は薙人さんに返事をするとき、落ち着いていられなかった。普通に話そうとするだけで精一杯だった。

「……ちゃんとしないと……私は……」

　私は薙人さんが好き。そう自覚してから、彼のために何ができるかを考えている。

　これは、彼のため。

　でも、それ以上に──私のため。

　浴室を出て、バスタオルを羽織って、鏡を見る。

　朝谷さんと話して、『今カノ』として、知っておきたい。

　彼女がどうして薙人さんをふったのかを。

　月曜日。薙人さんの隣の席で授業を受ける間も、私は放課後のことを考えていた。

　薙人さんに言うかどうか、繰り返し迷って──最後には、言わないと決めた。

　彼に心配をかけることは間違いなくて、それは私の望むことじゃない。

　朝谷さんが薙人さんに話せないことを、話してもらう。そのためには、薙人さんには今はまだ秘密にしないといけない。

『鷹音さん、今日の放課後は予定ある？』

『図書室で勉強していこうかと思ってるんだけど、一緒にどうかな』

　薙人さんからのメッセージ。私はそれに『明日なら大丈夫です』と返信しないといけなかった。

　朝谷さんに声をかけたのは、移動教室のとき。ほんの少しだけ、朝谷さんが一人になった時に話しかけることができた。




　──今日はレッスンがあるから、六時までならデートできるよ。




　朝谷さんは柔らかく微笑んで、そう言った。何でもないことみたいに。

　放課後の学校で、人の目につかない場所。学食のテラス席──そこで、私は朝谷さんと待ち合わせをした。

「……お待たせ」

「ご足労いただいて、ありがとうございます」

　席を立って、朝谷さんを出迎える。彼女はスクールバッグを置いて、私の向かい側の席に座る。

「話したいこと、分かってるよ。ナギ君、鷹音さんに言ってから来たんだもんね」

「……怒っているとか、そういうことではないです」

「うん、それも分かってる。鷹音さんは、そんなに心が狭い女の子じゃないよね」

「いえ……朝谷さんは、何も分かってないです。私たちは、知り合ったばかりなんですから」

「そうかな。一緒にいて時間が経たったら、それだけ仲がいいってわけじゃないし」

「……そんなふうに、ただ一緒にいただけだったんですか？　朝谷さんと、薙人さんは」

　朝谷さんは微笑む──ここではないどこかを見るような目をしながら。

「そんなに、一緒にいたわけじゃないよね。私は天文部で、ナギ君は読書部だった。二つの部活の先輩たちが仲良くて、よく絡んでたんだよ。図書室でわいわいして、休みの日には校外でボードゲームしたりしてね」

「……羨ましいです」

「……鷹音さんは、そうやってみんなで遊んだりしなかったの？」

「いえ。いろいろなことをして、薙人さんと一緒に過ごせた朝谷さんが、羨ましいです」

「……そうかな？」

「そうです。だからどうしても、聞きたいんです。あなたが薙人さんをふったのは、なぜなのか」

「それは……」

　朝谷さんは表情を変えずに、何かを言おうとした。けれど私は、それを遮って言う。

「……いえ。私が聞きたいのは、あなたが薙人さんを遠ざけようとした理由です」

　──朝谷さんをよく見ていれば、分かること。

　彼女がどうして、ふったはずの薙人さんとの距離を、決定的に離れないように保とうとするのか。

　図書室のときのことだって、こう考えたら辻つじ褄つまが合う。

「あなたは、私と薙人さんのことを知って、図書室に来ました。他の理由をつけていましたが……あれは、私に自分が『元カノ』だと伝えるため、それだけのためです」

　朝谷さんは何も答えない。けれどそれは、答えを言っているのと同じだった。

　それなのに彼女は、いつもの笑顔を崩さないまま──こんなことを、平気な顔で言う。

「鷹音さんは、私がナギ君をふったときのことって全部聞いてる？　私は、ナギ君に新しい彼女ができたら応援するって言ったんだよ」

「……それは……」

「当てつけみたいに『元カノ』って言ったように聞こえたのなら、私の言い方が悪かったよね、それはごめんね。でもね、鷹音さんが思ってるようなことは、私は考えてないよ。応援するって二人に言ったよね」

　朝谷さんの言うことには、ほころびがある。感情が、少しずつ隠せなくなってきている。

　──そんなふうに、息継ぎもしないで、私を説き伏せようとするから。

　完璧な演技が、揺れる。けれど、ここで彼女に押されてしまったら、本音は二度と見えなくなってしまう。

「……どうして、中野さんにチケットを渡したんですか？」

　責めるような声にならないように言う。朝谷さんは答えない──答えられない理由は、一つしかない。

「あのとき図書室に薙人さんが来るかどうかは、事前に分かりませんでした。でも、朝谷さんは図書室にいて、中野さんとお話をしていました。どうして、いつもなら薙人さんに声をかけるのに、あの時はすぐに出ていったんですか……？」

「……期待なんて、してなかったよ？　鷹音さんの言う通り、唯ちゃんがナギ君にチケット渡すなんて、私は……」

「薙人さんは、朝谷さんを助けたいから、公開収録を見に行ったんです。けれど……朝谷さんが活躍しているところを見て、薙人さんも嬉しかったはずです。それは、あなたのことが……」

　それ以上先を、言えなくなる。

　朝谷さんの目が、変わったから──それ以上は絶対言ってはいけない、言ってほしくないと、そう言っているから。

　それでも、私は引けなかった。ここで朝谷さんから聞けなかったら、彼女は私にも、薙人さんにも、ずっと本当のことを言わないままになるような気がした。

「……薙人さんは、あなたが嫌いになったわけじゃない。今も、好きなままなんです」

「どうして、そんなこと言うの？　ナギ君のこと、鷹音さんは……」

「好きだからです。だから……薙人さんが好きな人の、本心を知りたい」

「私は……どうしようもないよ。ろくに理由も説明しないで、ナギ君を傷つけるために呼び出して、それでふったんだよ。私達付き合ってなかったよねって顔して、それでも新しい彼女ができたら、今度は『元カノ』って言ったりして……」

「……どうしようもなくなんて、ないです」

「っ……そうやって優しくされるようなこと、私はしてない……っ！」

　朝谷さんが立ち上がる。椅子が擦れて、音が立って──これは、演技なんかじゃない。

　朝谷さんが、私に感情をぶつけている。向き合うことが怖いくらいで、震えてしまうくらいの迫力──これが女優『霧谷乃亜』の本気。

　でも、引けない。私は、引かない──逃げたりしたら、薙人さんの隣にいる資格がなくなってしまう。

「……どうして怒らないの？　チケットのことがなかったら、ナギ君が私のところに来たりはしてなかったよね」

「それは……私には、朝谷さんを責められないからです」

「そんなことないでしょ……今カノの鷹音さんが、嫌だと思わないわけない。それとも、私のところにナギ君が来たって大丈夫だって思ってた……？」

　私はやっぱり、まだ何も分かってなんてないのかもしれない。

　薙人さんに出会うまで、誰かを好きになったことがなかったから。

　朝谷さんの言う通りだった。私は不安になるのと同じくらい、薙人さんを信じていた。

　絶対に、帰ってきてくれる。

　私は、傷つかないですむ。そうなったときに、朝谷さんを傷つけるかもしれないと気づかないでいた。

「……ナギ君は、鷹音さんのことを大切にしてる。好きになってる。時間の短さなんて関係ない、私に告白した後よりずっと生き生きしてる」

　──こんな気持ちを、自分だけが抱いていると思っていた。

　薙人さんのことを自分より知っている人がいるのは嫌。恋人として初めてすることを、一つでも多く手に入れたい。

　私の方だけ見ていてほしい。そのためにできることがあれば、どんなことでもしたい。

　けれど、違っていた。

　朝谷さんも私と同じことを思っていて、それでも、自分で薙人さんの手を放してしまった。

　言葉にしなくても伝わっている。朝谷さんの頬ほおに、涙が伝っているから。

「……お願いだから、応援させて。二人が幸せだってところを、私にいっぱい見せて。私はナギ君に必要じゃなかったんだって、そう思わせて」

　テーブルに涙の雫しずくが落ちる。

　綺き麗れいな人は、涙を流すところでも、人の心を掴むことができるんだと思った。

　本当なら、恋敵が泣いていたって、手を差し伸べないものなのかもしれない──そんなのは朝谷さんの言う通り、必要のない優しさかもしれない。
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　それでも放っておけなかった。

　同じ人を──薙人さんをこんなにまで好きになった人を、嫌いになれるわけがなかった。

「私は……朝谷さんに、本当の気持ちを薙人さんに言ってほしいです」

「……そんなこと、できるわけ……」

「薙人さんは、許してくれます。朝谷さんが本当のことを言ってくれたのなら、ふられたっていう誤解が解けるんですから」

　自分でも、信じられないようなことを言っていると思う。

　誤解ではないんだと思う。朝谷さんが薙人さんをふったのは、決してつきたくてついた嘘うそじゃない。

　そうしなければならなかったから。嘘をつかないといけない理由があったから──。

「……聞きたいです。朝谷さんが、どうして薙人さんをふらないといけなかったのか」

　私はハンカチを出して、朝谷さんに差し出す。

　彼女はそれを見て、微笑む──儚はかないくらいに綺麗な、泣き笑い。

　そして私のハンカチを使うことは遠慮して、自分のハンカチを出して涙を拭いた。

「……かなわないな。初めて見たときから、鷹音さんのこと好きになれないと思った」

「……実は、私もです」

　朝谷さんが驚いたように私を見る。私は、とても人には言えないようなことを言ってしまっている。

　気になっている人に話しかける他の人に対して、良くない感情を持って──嫉妬をしていた。

「でも……今は、そうじゃないって思います。朝谷さんと、話したいんです」

「……鷹音さんは、お人ひと好よしだね。もし私が鷹音さんの立場だったら、めっちゃ酷ひどいこと言うかもだよ。私って全然性格悪いし」

「それは……分かっています」

「あ、すっごい攻めてくる。やっぱり鷹音さん攻撃モードでしょ、手て強ごわいなー」

　私は微笑む──攻撃なんて、するつもりはない。攻めることはするかもしれないけれど。

「……性格が悪いんじゃなくて、素直じゃないんだってことを、分かっています」

　ここで朝谷さんから本当のことを聞いても、薙人さんに教えられるのは、先になってしまうかもしれない。

　──初めは好きになれないと思ったけれど、薄々と自分でも分かっていた。

「こういうふうに会ってなかったら、友達になれたかな」

「友達には、なれますよ。これからのお話次第かもしれませんが……」

「……そっか。じゃあ、何から話したらいいのかな」

「薙人さんと、出会ったときのことから……お話は、今日で終わりでなくてもいいですから」

　続きを聞くことができるのなら、今日は、時間いっぱいまででかまわない。

「えっと……飲み物買ってこよっか？　ちょっと苦い缶コーヒー」

「いえ。それはまた今度、私が薙人さんに渡しますから」

「……やっぱり気づいてたんだ」

「はい。あんなふうに見ていたら、気がつきます」

　朝谷さんが私を見るときの表情が、変わっている。今までは、透明な鎧よろいに包まれていて──今の笑顔が、彼女の素顔なのだと思う。

「役柄を演じている時も綺麗ですけど……素顔の朝谷さんは、もっと綺麗ですね」

「……鷹音さんが男の子だったら、今ので好きになっちゃう子もいそう」

「朝谷さんは……」

「分かってるでしょ。もー、恥ずかしい……私は敗者なんだから。そういう体でお話しさせてね」

　全部を聞けるとは思っていない。朝谷さんには、きっと大切にしたい、誰にも話したくない思い出があるから。

　どんなことでも聞きたい。二人が絆きずなを作った出来事でも、妬んだりしないように努力をする──そんなことでは傷つかない。

　私は薙人さんと、それ以上の思い出を作るつもりだから。
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「──ナギセン、ごめんなさい……っ」

　まだ部活が始まる前。他に人のいない放課後の図書室で、俺は中なか野のさんに謝られていた。

「ごめんっていうのは……公開収録のチケットのこと？」

「……私、中野唯ゆいは、余計な気を回してしまいました。友達のことを思ってとか、全部言い訳です。私は空気の読めない、人の幸せを壊そうとしたサイテー女です……っ！」

「い、いや、そこまでは……全然というか、まったく中野さんを責めるつもりはないけど」

「そこはめっちゃ責めて、そうじゃないと私が私を許せないから。縄とかで縛って、存分にヤキ入れていいから……！」

　中野さんは無抵抗を示すように、腕を後ろに回す──この状態で向き合っているだけで、いかがわしいことをしているように見られてしまいかねない。

「縄とか、そういうのも全然考えてないし……中野さん、言葉遣いが荒れてた時に戻っちゃってるよ」

「あっ……ご、ごめん。こんな時にギャル語とか引くよね」

　ギャルというかヤンキー的な感じがするのだが、それ以上は言わずにおく。

「それで……俺にチケット渡したら、行くだろうとは思ってたんだよな」

「……鷹たか音ねさんと急に仲良くなってるの、私だって気づいてたし。ナギセンはずっと霧きりちゃんに片思い一筋だと思ってたから、勝手に暴走しちゃって……」

　片思い──確かに、中野さんの言う通りだ。俺は朝あさ谷たにさんから好きだと言われたわけじゃない。

　それでも朝谷さんに『元カノ』と言われた以上は、ちゃんと告白を告白として受け取られていたことは事実で。

「……俺、朝谷さんに告白して、フラれたんだ。高校に入ってすぐ」

「……ナギセンが？　奥手もいいところって先輩たちにからかわれてたのに……こ、告白って……えっ、どういうこと……？」

　中野さんは本気で困惑している──無理もない、俺だって、卒業式の日に告白しようと前から思っていたわけじゃない。

　あの時言わなければと思った。それは、高校で朝谷さんと疎遠になることを恐れたから──同じクラスになることも、期待はしても確実じゃないと思っていた。

「……じゃあ、私……絶対に、許してもらえないようなことしてた……？」

「……いや。中野さんには、感謝してる。公開収録に行きたい理由があったから」

「それって、ファンの人が出待ちするかもって噂うわさのこと？」

　俺は頷うなずく。そして、朝谷さんに会えたこと、車が迎えに来るまでは一緒にいたことを話した。

「……やっぱりナギセン、やるときはやるっていうか……憎いことするよね」

「クラスに芸能人がいるからって、凄すごくはしゃいでる人みたいだけど……」

「またそうやって謙遜する。ナギセンは霧ちゃんにとって、他の人とは違うでしょ。同おな中ちゆうだからってだけじゃなくて」

「はは……そうでもないから、フラれたんだと思うよ」

　自分でも声に力がないとは思うが、事実とはいえ、言うには勇気が必要だった。

　けれど中野さんが謝ることは本当にない。彼女に朝谷さんとのことを話していなかった俺も悪いのだから。

「……ナギセン、霧ちゃんからすぐに鷹音さんに乗り換えちゃったとか、そういうことじゃないよね？」

「それは……そう見えるかもしれないけど、そうじゃないよ」

「私が高校に入ってから、いつナギセンに話しかけようかって思ってるうちに、いろいろありすぎでしょ……はぁー」

　中野さんは深い溜ため息いきをつく──彼女は彼女で、いろいろと気苦労があったようだ。

「それで……え、えっと、霧ちゃんの収録を見学したことは、鷹音さんには……」

「伝えたよ。これから、一緒に帰る約束してるから……」

「……怒られちゃったら、全部私のせいでいいから。この卑しい中野めの計略に嵌はめられたって言っていいからね」

「言わないよ。それより……部活が始まったら、改めてよろしく」

「お、おう……それはもう私こそっていうか、私も新人なんだけれども……」

　最初は責任を感じていた中野さんだが、何も彼女が悪いと思うことはない──俺を嵌めたというよりは、心配してのことだったようだから。

　後は俺が、鷹音さんに許してもらえているのかどうかだ。昨日の放課後は、彼女は何か用事があったみたいで、夜も少ししか話せていない。

「ナギセン」

「ん？」

　図書室を出ようとしたところで、呼び止められる。振り返ると、中野さんは小走りで駆け寄ってきた。

「また話せて良かった。もう変な気を回したりしないから、仲良くしてくれるかな？」

「変なってことはないよ。中野さんは良かれと思ってしてくれたんだと思うし、嵌はめられたなんて思ってないよ」

　改めて強調すると、中野さんは少しだけ目を潤ませて、別の方向を見て顔を袖で拭ってからこちらを見た。

「薙なぎ人とくんってそうだよね、いつも人のこと悪く言わないの」

「……ナギセンって言わないときの方が、俺のことを尊重してくれてないかな？」

「あはは、バレちゃった。いえいえ、そんなことないですよ？　私は本当に敬愛を込めてナギセンって呼んでるんだから。じゃ、ふつつかものですがこれからもよろしくね」

「ふつつかというか……まあいいか」

　中学のときもそうだった。いつも一緒にいたりはしないが、顔を合わせて話し始めると長くなるような、中野さんはそういう相手だった。

　俺が図書室を出ていくまで、中野さんはひらひらと手を振って見送ってくれた。

　疎遠になると思っていたけど、高校でも同じ部活だし、どうやら腐れ縁になりそうだ。




　自転車置き場のところで待っていると、鷹音さんは言っていた。長く待たせられないと、急いで来たのだが──。

　いつものように、姿勢良く立っている鷹音さん。その隣には、朝谷さんの姿がある。

　これは──もしかしなくても、処刑の時間なのだろうか。

　鷹音さんと付き合っていながら、朝谷さんの公開収録を見学に行ってしまった。そして、朝谷さんは意識していないかもしれないとはいえ、缶コーヒーで間接キスをしてしまった──いや、朝谷さんが気にしていないのなら、それは鷹音さんには言うわけもなく。

「あ、固まってる。ナギ君ったら、そういうとこ可愛かわいいよね」

「っ……あ、朝谷さん、話し合ったとはいえ、それは……っ」

　鷹音さんが引き止めようとするが、朝谷さんはこちらにやってくる──その足取りは、弾んでいるように見える。

「ナギ君、ごめんね。昨日の放課後、鷹音さんのことちょっと借りちゃってた」

「っ……鷹音さんと、二人で話を……？」

「うん。鷹音さん、私のこと想像してた以上に分かってて……これから仲良くしようってことになって。『友達』になっちゃった」

『友達』──それは俺に対しての『友達』とはまた違うのだろうが、話が急すぎて理解が追いつかない。

　どこか牽けん制せいしあっているようなところのあった二人が、確かに打ち解けているように見える。『今カノ』と『元カノ』の間に友情が成立している──そんなことが、簡単に起こりうるものなのだろうか。

「一緒に待ってたのは、そのことを伝えたかっただけ。ナギ君が収録に来てくれたこと、まだお礼し足りないなって思ってて……今度またお礼がしたいんだけど、鷹音さんはお茶をするくらいならいいよって」

　鷹音さんと付き合っているのに、朝谷さんと二人でカフェに行ったりするのは良くない──その考えは今も変わっていないが、当の鷹音さんが許可をしてしまったら、今度誘われたら断れなくなってしまう。

「……ナギ君は、迷惑かな。私がこんなふうに、二人の近くにいたら」

「……いや。そんなことはないよ。鷹音さんが、良いっていうのなら」

「私は大丈夫です。朝谷さんがどんなに魅力的でも、絶対に負けませんから」

　朝谷さんは友達で、鷹音さんは俺の彼女で──『負けない』なんて宣言する必要はないはずなのに。

「じゃあ……今日は、二人でごゆっくり。今度、一緒に鷹音さんと唯ちゃんとお買い物に行くけど、ナギ君も来てくれる？　カラオケも行く予定だよ」

「え……そ、それは、女子限定の集まりなんじゃ……」

「そんなことはないです、薙人さんがいてくれた方が……いえ、その前に、二人で……」

「だよねー。二人の初デートのこととか、気にしちゃうのも野や暮ぼだから。できれば、ゴールデンウィークには一緒に遊びたいね」

　話が進んでしまっているが、なぜこんなにも朝谷さんの様子が変わっているのだろう。

　それを聞かれることを察したみたいに、朝谷さんは一歩引いて、鷹音さんを俺の前に押し出す。

「私は、ナギ君と鷹音さんのことを応援してる」

「……ありがとう、朝谷さん」

「前にもそう言ったけど、今はちょっと違うよ。応援だけじゃ、ないから」

　それは──どういう意味なのかと尋ねる前に。

　朝谷さんは俺に近づき、耳元に、涼やかな声の響きを残していく。

「間接キスのこと、言っちゃった」

「っ……」

　彼女はそれ以上は何も言わない。手を振って、走っていく──サイドテールが風に流れ、ただ走る姿さえ、印象的なワンシーンに変わる。

「……すみません、薙人さんに言わずに、朝谷さんとお話しして」

「い、いや……少し驚いたけど。鷹音さんが、そうしたかったのなら、俺は……打ち解けられたみたいだし、良かったと思うよ」

「本音を少しだけ、ぶつけあったんです。私たちは、お互いのことが嫌いで……やっぱり、ライバルみたいなので」

「ライバル……朝谷さんが？」

「今は、気になさらなくても大丈夫です。私も朝谷さんには思うところがあったので……優しいばかりでは、ないです」

　そんなことはない──鷹音さんは、他に類を見ないくらいに優しい人だ。

「……薙人さん。私に、何か謝りたいことがありませんか？」

「謝る……あ、ああ。朝谷さんを送ったときの……缶コーヒーを、回し飲みして……」

「はい。とてもひどいです。私は、まだそんなことをしてないです。『今カノ』なのに」

　糾弾されているのに、言葉はとても柔らかい。優しく責められることが、癖になってしまいそうで──それじゃ、完全にハマってしまってる。

　それはもう分かっていたことだ。

　鷹音さんのことが好きだ。朝谷さんを前にしても、その気持ちは揺らがない。

「だから……ちょっとだけ。ゲームを、しませんか」

　学校にお菓子を持ってくるなんて、鷹音さんがしそうにないことで。きっとそれは、友達が渡したもの──今さっきここにいた、朝谷さんからかもしれない。

　チョコレートのプレッツェル。それを一本取り出した鷹音さんが、俺に差し出してくる。

「……あーん……」

　誰かが見ているかもしれない、けれど辺りに人の気配はなくて。

　自転車置き場の外れで、俺は鷹音さんの差し出したプレッツェルを食べようとする。

「……引っかかりました」

　すっ、とプレッツェルが横を向いて。代わりに、頬ほおに柔らかい感触が触れた。

　キス──鷹音さんが、プレッツェルを持っていない方の手を俺の肩に置いて、少し背伸びをして。頬に、唇を触れさせた。

「……鷹音さん」

　鷹音さんは何も言わないで、改めてプレッツェルを俺に差し出す。半分だけ食べると、鷹音さんは残りの半分を口に運ぶ。

「間接キスだけでは、おあいこなので……」

　何度も彼女のことを天使のようだと思った。こんな俺を好きだと言ってくれて──こんなふうに、言葉にならないくらいの幸せをくれる。

「……大丈夫です。私は、薙人さんを好きな気持ちでは、他の誰にも負けませんから」

　人を好きになることは、必ずしも報われることじゃない。

　そうやって、自分に言い聞かせようとしていた。

　──けれど、運命的な出会いというものは、フラれたばかりということとは関係なく訪れるものだ。




　勘違いでもなく、思い込みでもない。誰かを大切だと思い、思われること。

　俺にとっての高嶺の花。接点ができたことさえ、奇跡と思えるような彼女。

　鷹音希のぞみ。彼女が俺のために『負けたくない』と言ってくれたこと。

　彼女が笑ってくれたあの放課後から始まって──そして、これからも。
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　碧へき桜おう学がく園えん高こう校こう。その学校を選んだのは家から自転車で通える距離にあること、成績が今の自分よりワンランク上だという理由だった。

　成績は中学二年まで悪くはなく、一時期だけ落ちたことがあった──因果関係を結びつけるのは居心地が良くないが、彼女が転校してきたことも、間違いなく理由の一つだ。

　朝あさ谷たに霧きり。神奈川の学校から引っ越してきたという彼女は、東京の外れといえる町の中学校において、明らかに周囲の同級生と違う空気をまとっていた。

　容姿が整っている、それだけじゃない。ただ友達と談笑しているだけでも周囲の目を惹ひき、常に教室の中心にいる、それを自然なものにする魅力が彼女にはあった。

　それは思い返してみればという話で、初めから彼女を特別に感じたわけじゃない。

　何がきっかけで好きになったのか。彼女が芸能人だと知る前だったのは間違いない。

　女子の多い部活で荷物持ちなんかをやることが多かった俺に、彼女はなぜかよく絡んできてくれた。

　そういう些さ細さいな積み重ねの一つ一つを紐ひも解とくことは、まだできそうにない。

　これは俺が彼女に告白してから、フラれるまでの、思い出せる限りの出来事だ。

　フラれてからはどんな意味もない、ただの過去でしかない。

　それでもまだ意味を探そうとするのは、未練じゃなく──これからも友達でいようと、俺をフッた彼女からそう言われたからかもしれない。




　　　　◆◇◆




「これから皆さんは別々の道を行くことになりますが、中学三年間で学んだことを忘れずに、胸を張って歩いていってください」

　卒業式が終わり、教室での先生のその言葉を最後にして、クラスはクラスの体を保ちながら緩やかに分解していく。

　これで、この学校で過ごす三年間は終わった。友達が打ち上げをしようかなんて話をしていて、クラスの女子もそれに乗って、十数人の集団ができる。

「薙なぎ人とはどうする？　これから部活の人となんかあったり？」

　短髪でいかにも爽やかな風貌をした男子が話しかけてくる。三年になってから、彼──斎さい藤とうとはほとんど毎日一緒に弁当を食べた。別の学校に行くと決まるまでは、何となく俺と志望校を同じにしようと言っていたような奴やつだが、最後は俺とは違う私立校に行くことになった。

『高校行って、薙人に彼女できたらダブルデートしような。なんちって。ダブルデートて』

　こんなことを言ってくれたのはいいが──いや、彼がそう言ってくれたことがあったからこそ、俺も少し意識したのだろう。

　このまま帰っていいのか。同じ高校に進学するからと言って、それだけで何となく安心して、まるでロスタイムを貰もらったような気分になって。

「お、もしかして本当になんかある？　じゃあ俺らカラオケ行ってるから、もし来れるんなら連絡くれな」

　斎藤に話しかけられるまでは、どこかで考えていたそんな行動を、実行に移そうなんて思ってはいなかった。

　何も不自然なことじゃない。皆で打ち上げをしてから帰るのと、思い出のある場所を見てから一人で帰るのと──そこに、どんな違いもない。

「できれば来た方がいいと思う。高たか橋はしさんも来るってさ」

　高橋さん──委員会が同じで、周りから仲がいいと言われることもあった人だ。

　クラスでも明るい性格で人気があり、男子の人気もあるそうだが、斎藤は俺が高橋さんに好意を持ってるなんてふうに思っていて、最後まで気を利かせてくれた。

　斎藤はいいことでもしたような顔で、カラオケに参加するメンバーと一緒に教室を出ていく。それを見送ったあとで、高橋さんがこちらにやってきた。

「千せん田だ君、ボタンくれない？　三番目とかでもいいよ」

「え、ボタン？」

　卒業式と制服のボタン。その二つが、本当にその時は結びつかなくて。

　俺の態度をどう受け取ったのかは分からない。高橋さんはふわりと、何とも言えないような笑顔を見せて、俺の胸をそっと小突いてきた。

「っ……」

「他にあげる人いるんだ。それじゃ、頑張って」

　何気ないやり取り。一瞬の受け答えが、後になってどんな意味を持っていたのかと思い返すことはある。

　──高橋さんは知っていたのかもしれない。俺に気になっている女子がいることを。

　朝谷さんと二人でいる、ごく稀まれに訪れたそんな機会に俺はきっと、いつもと同じでいられてはいなかっただろうから。

　他の友達に写真を撮られ、一緒に写真を撮り、別のグループの打ち上げに誘われる。

　卒業式の後という不思議な空気が、今まで話しかけてこなかった人に対するハードルを低くする。

　コミュニケーションの仕切りがなくなるというのか。それくらいには、教室の中に馴な染じめていたということなのか。

　ここから一年続けられたら、そう思う。

　それができないことを分かっていても、思うほどにはこの三年間は悪くはなかった。

　最後に教室を出るとき、何となくチョークで寄せ書きのされた黒板に頭を下げた。そんな俺を見て笑っているクラスメイトがいても、それも気になりはしなかった。

　廊下に出て、窓から渡り廊下を見る。その先にある南校舎に、図書室がある。

　読書部の活動場所。天文部は図書準備室を借りて、そこを部室にしていた。

　最後に顔を出すだけだ。誰か、部員がいるかもしれない──そう思ったのだが。

「あ、ナギセンいた！　良かったー、もう帰っちゃったかと思った」

「中なか野のさん、こんな所で何を？」

「やだなー、こんな所って。お世話になった人を捜してたらそんなに意外？　……なーんてね。偶然通りがかっただけー」

「テンション上がってるみたいだね」

「それはもう。春休みって一番楽しみじゃない？　夏休みと違って課題もないし」

「それはそうかもな。受験までかなり頑張ってたから、羽根を伸ばしたいよな」

　二年生まではいわゆるギャルだった中野さんは、周囲のイメージ通りに勉強嫌いだったのだが、三年になってから猛勉強を始めた。理由は一度だけ冗談めかせて言ってくれたが、碧桜の制服が好きだからと言っていた。

「ナギセンに教えてもらったとこ、試験に出たよね」

「そうだったかな。俺も必死だったから、あまり覚えてないけど」

「うちもめっちゃ焦って、最後全部埋めれるか分かんなくて。もー、二次募集してくれないかなってとこまで頭をよぎったよね」

　二次募集で同じ学校を受けても、受かる可能性は低いと言われている。受験対策で塾に行ったとき、その辺りは講師に釘くぎを刺されていた。

　中野さんは平均点50点から、得意科目をとことん鍛えてギリギリ合格ラインに引っかかるところまで行き、三年の一年間で地毛だと言い張って染めていた髪を黒に戻し、俺が見ていても涙ぐましいくらいの努力をして、碧桜学園に合格した。

　発表の時俺も偶然近くにいたので抱きつかれたりしたが──あれは勢いというか、その場のノリだと言われた。

「中野さん、『うち』が出てるよ」

「あ、もう面接対策終わったから。髪だってちょっと明るくしちゃうし、いろいろ元のうちに戻すから。でもやっぱり最初の方は猫かぶっておこっかな」

「自然体がいいと思うよ。そういう中野さんが、見てて安心するから」

「えー……卒業式だからって大盤振る舞いですか？　私なんかに優しくしても何も出ないんだからね。あ、飴あめちゃんなら一個出てきた」

　学校にお菓子を持ってくるのは厳禁──と、今ばかりは固いことは言わず、彼女のくれたストロベリーの飴をもらっておく。

「ナギセン、これからもう帰るの？　クラスの子と打ち上げとかは？　そういうの聞いちゃいけない感じ？」

「何となく、もう少し学校をぶらつきたいかなって」

「ふーん……それじゃ……」

　中野さんは何かを言いかけて、受験対策で黒くしたツインテールを揺らして首を振った。

「……中野さん？」

「ううん、何でもない。可愛かわいいナギセンには旅をさせよって言うしね」

「いや、初めて聞いたけど……何か言いかけてなかった？」

「なーんでもないですよ。じゃあ、春休み終わったらまた学校でね。同じクラスだったりしたら運命だけど、すぐ話しかけてこないでよね。仲良いと思われたら恥ずかしいんだからねっ。ちなみに全部冗談です」

「ははは……じゃあ、適当にタイミングを見計らって、話しかけるよ」

　その発言が現実になって、高校に入ってしばらく、俺は中野さんと他人のように過ごすことになる。

「……そうやって言っといて、ナギセンって受け身だから自分からは来ないじゃん」

「ん？」

「何でもないです、二回目。はいはい、あんまりうちみたいな不良にかまってるとゲーセンとか連れてっちゃうよ？」

「中野さんも友達が待ってるみたいだけど……」

「む？　ふぁっ……めっちゃ変な声出た。おいおいいつから見てたんだよ、場合に寄っちゃ出るとこ出んぞこらー」

「あはは、ゆいぽが照れてる。ごめんね千田くん、めんどくさい子で」

「めんどくさいとは何かー！」

「ゆいぽ、良かったん？　千田っち捜してたんじゃないん？」

「あ、それはもう久しぶりに話せたからいいよ。千田くんも行くとこあるみたいだし」

　友達二人と一緒に中野さんが歩いていく。一度だけ振り返った彼女は、俺に指鉄砲を向けて撃ってきた──かわすジェスチャーをすると、とても楽しそうに笑う。

　行くところがあると言われてしまって、そのまま帰るわけにもいかなくなった。

　そんなのは言い訳で、本当は。もしかしたら、その考えを捨てられなかった。

　遠くに聞こえる喧けん騒そうの中、渡り廊下に出た時に、光がいつもと違うように感じた。

　太陽が少しだけ雲に隠れて見える世界は、薄く青みがかって現実を非現実に変えていた。




　　　　◆◇◆




　読書部に入ろうと思ったのは、部活に入らない生徒がほとんどいない校風だからだ。

　本を読むのは好きだし、図書室に置いてあるもので気になるものは全て読みたい──市立の図書館に行くこともあるが、学校の蔵書も関心を引くものは多くあった。

　全部読み尽くしたいと思って、入部当初に目星をつけた本は結局、半分も読み終えることはできなかった。

　人付き合いのために入った部活ではない、そのつもりが、読書部の先輩たちは後輩を遊びに巻き込むことに余念がない人たちだった。

　図書室奥にある他よりも大きなテーブルで、読書部と天文部の部長はいつでも企たくらんでいたものだ──何をして遊ぼうかと。

　その先輩たちが卒業してからは、読書部の部長になった中野さんと天文部の部長が、俺たちを定期的に思いつきの行事に巻き込んでくれた。

　夏を境にして、その中に朝谷さんの姿が見られることは少なくなっていった。

　春に出たコマーシャルをきっかけとして、夏前のドラマに出演し、一気に知名度を上げた女優──霧きり谷たに乃の亜あ。彼女は本名よりも、芸名で多くの人に認識されるようになっていた。

　朝谷さんは天文部のミーティングの日には毎回顔を出していた。それが、秋に入ってから学校に来られない日も増えた。

　高校は芸能活動のしやすいところに行くとそう言われていた彼女が、地元の高校を選んだこと。それも碧桜だったことは、受験の後に知った。




　──勉強会参加してるとき、隠すの大変だったよ。




　試験の後、廊下で会ったとき、彼女はそんなことを言っていた。

　中野さんは、俺に志望校を伏せていなかった。朝谷さんも一緒だというのを、中野さんも隠していたのは何故なぜなのか──俺に知られたくない理由があったのかと、少し胸に引っかかりがあった。

　何も期待なんてしていない。ここで会えるという確信も何もない。

　そんなのは全部言い訳だと、図書室の奥──窓際の席に座っている姿を見て自覚させられる。

「あ、ナギ君。奇遇だね」

「あ、ああ……朝谷さんも来てたんだ」

　面白みも何もない挨拶で、自分が嫌になる。彼女といると、いつもそうだ──いや、徐々に変わっていってしまったのか。

　俺はまだ何者でもなくて、彼女はもう『霧谷乃亜』として、その名前を確立している。

　そんな人がこの学校にいて、部活を通して絡む機会があって。二年は別のクラスで、三年は一緒になった──そういう『奇遇』を重ねられたのは、ただ幸運だったとしか言えない。

「みんな最後の最後は、部活のみんなで一緒に集まらないの。家族とか、他の部とか優先したりしてね」

「中野さんにもさっき会ったよ。友達と打ち上げに行くみたいだった」

　何気ない話のつもりが、朝谷さんは楽しそうな顔をする──その顔はいつも周りから、何か企んでるようでも、可愛いので何も言えなくなると言われている。

「唯ゆいちゃん、ナギ君を捜してたんじゃないの？　合格発表のあとも、お礼がしたいってずっと言ってたよ。ナギ君が教えてくれたから滑り込めたんだって」

「勉強会は部のみんなでやってたわけだから。俺はお礼をされるようなことはしてないよ」

「そうかな？　みんなもナギ君の教え方、上手って言ってたけどな」

　カーテン越しの春の日差しの中でも、夜の街灯の下でも、夕暮れの図書室でも。いつでも彼女は、ふとした仕草と表情だけで俺の心を掴つかんでしまう。

「もちろん私も。ナギ君が毎回勉強会に顔出してくれてたから、私も出てこようかなって思ったんだよ」

　決定的に朝谷さんを意識したあの日から、日を追うごとに気持ちが強くなってしまって、気づかれないように隠し続けてきた。

　俺は彼女にとって『部活同士で交流がある同級生』だ。部活で顔を合わせる機会があったって『友達』だとか、名前がつく関係にならなければいけないわけじゃない。

「それだと、私もナギ君にお礼しなきゃだよね」

　ここで会ったのも、彼女が言うとおりの奇遇でしかない。

　──勘違いをするな、と自分に言い聞かせる。急速に早まり始めた心臓の鼓動がうるさくて、耳が痛いくらいだ。

「……ん？　どうしたの、ナギ君。卒業式の後で疲れちゃった？」

　そうやって覗のぞき込んでくる仕草は、反則的だと何度も思った。

　視線を逃がすことをさせないというような。彼女の大きな瞳には、俺の心の奥まで見えてしまっているんじゃないかとそう思えてならない。

　──本当は全部見通されていて、それでも何もないように接してくれているんじゃないか。

　ここまで来ると、崇拝に近いのかもしれないと思う。俺にとって朝谷さんは、目の前にいても遠い存在で。

「疲れてはないよ。俺が勉強会に参加したの、悪くはなかったんだなって……そんなふうに改めて思うのも、大おお袈げ裟さだけど」

「大袈裟じゃないよ」

　朝谷さんの微笑ほほえみは変わらない。けれど、その言葉ははっきりしていて──今までの彼女と少しだけ空気が変わる。

「ナギ君がいてくれなかったら、合格者が二人くらい減ってたかもだよ。そしたら今も、二次募集のために勉強してたかもしれないし」

「今年は二次募集ほとんどないらしいな……碧桜はもう定員が埋まってるし」

「そうなんだよね。私も中野さんもよく合格できたなって」

「……朝谷さんは、仕事がしやすいところに行くとかは、考えたりした？」

「うん、事務所の人には勧められた。でも受験だって乗り切れたし、今までと同じようにしていけるかなって」

　四月からは、朝谷さんが出演しているドラマが始まる。ラジオやバラエティ番組にも短時間ではあるが出演しているし、ティーン向けのファッション誌に載ったりと、今後はもっと忙しくなっていくのは間違いない。

「……あ、呼び出し入っちゃった。マネージャーさんが学校まで迎えにきちゃってるって。卒業式くらいはオフがいいよね」

　いつもとは違う、そんなことはない。俺が一人で焦っているだけ。

　高校に入ったら、今までのような接点はなくなる。偶然に出先で会うことだってそうは起こらない。

　部活では他の誰かがいつもいて、二人になることはない。それこそ、彼女の言うようにこんな奇遇でもなければ──。

　朝谷さんが何かを言おうとする。それじゃ、とか、またね、だとか、きっとそんな言葉なのだろう。

　彼女は、すぐにそれを言わなかった。一秒か二秒の沈黙、その間だけは、本当に全ての音が消えてしまったようだった。

「──好きだ」

「……え？」

　もう、引き返せなかった。頭の中は真っ白だった。

「俺、朝谷さんのことが好きなんだ」

　もう一度、今度ははっきりと、重ねるように言った。

　ただ俺を見ている彼女の顔が答えを示しているようだった。

　けれど彼女の表情からどんな感情も消えたのは、ほんの一瞬だけ。

「知ってたよ」

　いつもと変わらないように、彼女は言った。本当に、何でもないことのように。

　知っていた──それが意味するのは、知っていても知らないふりをしていたということ。

　そんな必要さえもなかったのだろう。俺が朝谷さんを好きだからといって、彼女がそれに気づいていたって、何かする必要はない。

　当たり前のことだ。当たり前だからこそ、勘違いをしてはいけなかった。

　この時間が特別だとか、ここで会えたのは神様が時間をくれたからだとか、そんなのは全部、思い込みだ。妄想と言われても仕方ない。

「ナギ君は、どうして私のことが好きなの？」

「それは……お、俺も、気がついたらそうなってたんだ。朝谷さんと話すようになって、好きだと思うようになって……」

　好意を自覚したのがいつか、それを言うことはできる。あの天体観測の日には、荷物持ちの俺にペースを合わせてくれた彼女のことを、他の人と違うように感じていた。

「……卒業式の日だからってそんなの、言われても困るよな。ごめん、自己満足で」

「そんなことないよ。きっと、好きな人がいても、今日が何気なく過ぎちゃう人も多いんだと思うから」

「俺は……」

　そうなりたくなかった。それを言ったら、縋すがっているように聞こえるだろうか。

　この状況で邪険にできない、それを計算に入れているように見えやしないだろうか。

　──卒業式だから、特別な人である彼女に告白できる権利を得られる。なんて、そんなことは決してない。

　朝谷さんはこれまで何人にも告白されていると聞いた。それでも誰とも付き合わなかった彼女が、俺を選ぶ理由がない。

　理由は、ないはずなのに。

「私も何気なく過ぎちゃう側の一人だったよ。ナギ君が告白してくれるまで」

　それが福音であることに、俺はしばらくの間気が付かなかった。

　そんな俺を見て、朝谷さんはとても楽しそうに笑って──鞄かばんのポケットからスマホを取り出す。

「部活のグループに載ってるアドレスでいいの？」

「……あ、朝谷さん、それは……」

「今日はもう行かなきゃだから、また連絡するね。急に私からメッセージ来ても驚かないでね」

「そ、それは大丈夫だけど……朝谷さん、じゃあ……」

　じゃあ、ＯＫということなのか。

　朝谷さんはそれに言葉で答えないで、代わりにメッセージを打つ──そして。

　朝谷さんから、部活のメンバーではなく俺一人に宛てて、初めてのメッセージが届く。

『お休みのうちに、また話させてね』

『付き合うっていうと頻繁に連絡したりするのかもだけど』

『最初はちょっとずつからがいいかな、ずっと友達だったから』

『もっと前に気づいてたのに、ごめんね』

　すごく打つのが早い──けれど、二度読み返してみても、やはりその意味は変わらない。

「ナギ君、こっち向いて」

「え……」

　──朝谷さんが俺に近づいて、自分たちの側にスマホのカメラを向ける。インスタで自撮りをすることもある彼女は慣れているようで、一瞬で写真を撮ってしまった。

「あ、朝谷さん、それ……っ」

「ありがと」

　短い言葉だけ残して、朝谷さんは図書室を出ていこうとする。

　急いでいるのだから、引き止めてはいけない──しかし。

「……途中まで一緒に行く？」

　朝谷さんは立ち止まって、完全には振り返らないままにそう言った。

　恥ずかしがっているのかもしれない、そんなことを考えること自体が恐れ多くて、身の程知らずで──それでも。

　俺の告白を前向きに考えてくれた。

　付き合うっていうと──その言葉が意味するのは、朝谷さんが俺と付き合ってくれるということだ。

「っ……行く。行くよ」

「あはは……ナギ君、返事遅いよ？　いつもみたいに考えすぎじゃない？」

「そ、そうかな……俺、そこまで何も考えてないんだけど」

「そんなことないよ。いっぱい考えてるって、ナギ君を見てたら分かるから」

　──朝谷さんのその言葉は、後に『優しいよね』という言葉に繋つながる。

　そういう『優しい』は褒め言葉じゃなく、相手を傷つけないためのオブラートだ。

　けれどその時の俺は、朝谷さんに見ていてもらえたという喜びと、これから彼女と付き合えるということで頭がいっぱいで──初めて味わう恋の甘さに、浸りすぎていた。
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　──春休みが始まり、三日目のこと。

　都心に出たのは久しぶりだった。渋谷の駅前広場、空は灰色の雲で覆われている。

　雨が降り始めている。行き交う人が傘を開き、視界が色とりどりの傘で埋められる。

　予報を見て、雨が降ることはわかっていた。

　けれどすぐに建物の中に入るだろうからと、俺が持ってきたのは小さな折り畳み傘だけだった。

　ここに来てからどれくらい時間が経たっただろう。スマートフォンを見ると、十五時──大したことじゃない。待ち合わせの時間はただの目安だ。

　朝谷さんから最後に来たメッセージは、昨日の夜が最後。

『明日、渋谷駅前午後一時でいい？』

『ＯＫ』

『でも忙しいなら、無理はしなくていいよ』

『ううん、大丈夫。明日は一日オフだから』

『それじゃ、おやすみ』

　眠る猫のスタンプが押されて、俺はそれに数少ないスタンプの中から、『おやすみ』の言葉が含まれているものを選んで返した。

　彼女は忙しい。急にキャンセルになったって仕方がない──俺はいくら待ったって構わない。

　もう少し待つために傘を差そうとした、その時だった。

　手にしていたスマホが震えた。

　送られてきたメッセージの内容は、開かなくても分かるような気がして──雨粒が落ちた画面を、それでも見なければならなかった。

『ごめんなさい』

『急に事務所に呼ばれちゃって、なかなか終わらなくて』

　そうか、と唇が動いた。残念なのと同じくらいに、メッセージが届いたことに安心していた。

　そういう事情なら仕方がない。傘を差して、メッセージを打つ──返信の内容は、何度も書き直さなくては形にできなかった。

『大丈夫、俺もちょっと電車が遅れてたから』

『じゃあ、また日を改めてってことでいいかな』

　数秒して、送ったメッセージに既読がつく。

　朝谷さんの返事が返ってくるまでの間に、交差点の信号が数回代わり、辺りを歩く人も入れ替わる。

『ごめんね』

　もう一度、謝罪の言葉が送られてくる。

　気にしなくていいと返したら、それも朝谷さんに責任を感じさせることになる。

　だから、何も送れない。必要なことは話したし、後で電話をして話すにしても、朝谷さんが忙しくない時がいい。

　待っていても仕方がない。それなのに、足はその場から動こうとしない。

　朝谷さんに会うとは言わずに出てきたが、流々姉になんて言えばいいのか。楽しんできたと言うのなら、もう少し時間を潰す必要がある。




　このとき自分がどうするべきだったのか、未いまだに分からない。

『ごめんね』というメッセージに何か返していたら、フラれずにすんだのか──それとも、ずっと前に結果は決まっていたのか。

　朝谷さんの方こそ優しかったから、俺の告白をすぐに拒否しなかった。

　──後になれば、そんな答えが出せるのに。

　その時の俺はまだ、ただデートの予定が順延になっただけだと自分に言い聞かせていた。

　駅舎に向かう時に、俺は笑ってさえいた。デートをすっぽかされた男じゃなく、『彼女』が事情で来られなかったことに理解を示す、そんな器の大きい奴やつの顔をして。

　それこそが、大きな勘違いでしかなかったのに。




[image: ]




　窓の外には雨が降っている。

　一度席を外してナギ君に連絡して、謝ることしかできなかった。

　事務所での用事は、言われていた時間内には終わらなかった。十三時までには終わるはずだったのに、もう二時間以上過ぎている。

「どうしたの？　ノアちゃん。今日は身が入らないわね」

　四月から始まるドラマの遅れていた脚本が上がってきて、私は急に事務所に呼び出された。今日のうちにセリフを入れて、明日から収録に入らないといけない。

「ノアちゃんの演じる役、きっと当たり役よ。あなたのイメージに合わせて当て書きするために時間がかかってたみたいだから」

「私のイメージって、そんなに固まってますか？」

　他に言いたいことはあるのに、その質問を選んだのは、小こ平ひらさんや社長、ドラマに関わるスタッフの人たちのことを考えたから。

　本当は、言いたかった。

　どうして今日じゃないといけなかったのか、聞きたくて仕方がなかった。

「もうあなたは全国区のタレントなのよ。これまでの仕事で『霧谷乃亜』の顔と名前は一致してきてる。あとは本業が何なのかを示していかないと」

「私は、女優のお仕事はそんなに……」

「夢があって、そういう仕事がしたくてもできない人がたくさんいる。ノアちゃん、あなたは凄すごく恵まれてるのよ」

　小平さんとは十歳くらい離れているけれど、時々お母さんと同じようなことを言う。

　そして私はいつも、その説得に負けてしまう。

　私の夢は何だっただろう。お母さんに喜んでほしくて、仕事のオーディションを頑張って──気づいたら、女優が向いているということになっていた。

　一つのドラマを撮影するだけでも、学校以外のたくさんの時間が必要になる。最初の台本ではそんなにセリフはなかったのに、修正稿を見たら、私の登場する場面まで増えていた。

「ノアちゃんの人気が上がってきてるから、そこも局のプロデューサーが配慮してくれたのよ」

「原作があるのに、それを変えてまで私の場面を増やしてもいいんですか？」

「ドラマはそのまま作るよりも、ドラマ特有の売りを作った方がいいのよ」

　最初の頃の小平さんは、私の考えを尊重してくれた。まだマネージャーになって二年目で、私だけでなく他のタレントさんも受け持っていて、大変なのは分かってる。

　でも、大きめのＣＭで私の人気が上がってオファーが来るようになってから、小平さんにも変化があった。

　持ってくるオーディションの数が増えて、時間的に無理があってもスケジュールを埋められるようになった。合格しなくても違う役に当てられることも多くなって、今までと事情が変わってきていた。

「……今日は何か約束があったの？」

「……はい。出かける予定がありました」

　彼氏と一緒に、と言えたらよかった。

　けれどそれを言ったらどうなるのか、私はもう分かっていた──台本の送られてきた日付は、今日じゃなかったから。

「そう。女の子の友達はいいけど……分かってる？　男子と一緒はドラマをやってる間は絶対に控えてね」

　二日前に台本は送られてきていたのに、小平さんはあえて今日私に伝えた。

　私の心境の変化が、見て分かるようなものだったのかもしれない。ナギ君の存在までは知らなくても、小平さんは私を今日呼び出さないといけないと思った──そのために、台本読みという口実を使った。

　そんなのはずるい。私のことを考えてくれているようで、本当は違う。事務所のこと、自分のことだけしか考えてない。

　そう言いたかった。でも、仕事の契約で、私が問題を起こしたらどうなるのかを考えたら、何も言えない。

　喉が熱くて、頭がおかしくなりそう。

　こんなことで私は泣いたりしない。それなのに、今話したら声が震えてしまいそうになる。

「すごく気持ちが入ってるじゃない。やっぱり気に入ってくれたのね、その台本」

　分かってる。小平さんが本当に私を育てようとしてくれていること。ドラマの役が決まったとき、彼女は感極まって泣き出してしまったくらいだから。

　私はこの仕事を辞められない。やっと前を向いて歩けるようになったのに、期待を裏切るようなことはできない──でも、胸が痛い。

　それでも『霧谷乃亜』を捨てられない。私一人だけの名前では、もうなくなってしまったから。

「セリフの……相手役をお願いします」

「はい。今日中に完璧にしておきましょう」

　雨は止まない。予報では曇りのち晴れだと言っていたのに、一度降り始めたら止みそうにはなかった。




　　　　◆◇◆




　午後七時を過ぎて、私は事務所を出てから電車で渋谷駅に行った。

　いないのは分かっているけれど、その姿を捜してしまう。

　待ち合わせていた場所に足が向かう。夜の町並みに明かりがついて、恋人たちが楽しそうに歩いている。

　雨上がりの道を歩く。そこに辿たどり着いても、ナギ君の姿はなかった。

　分かっていたのに、何をしてるんだろう。

　ごめんねって謝ったのに、どうして未練がましくここに来たんだろう。

「……私、何やってるのかな」

　ただの弱音だって分かっているのに口をついて言葉が出てしまう。こんな顔、誰にも見られたくない。

　鞄かばんに入っているガイドブック。渋谷には何度か来たことがあったけど、どこに行こうか事前にいくつか決めておいて、ナギ君に選んでもらうつもりでいた。

　ナギ君に驚いてもらおうと思って、今日は髪型も変えた。早起きして、美容室で巻いてもらって──それなのに。

『じゃあ、また日を改めてってことでいいかな』

　アプリを開いて、そのメッセージを見ているうちに、画面がぼやけてくる。

　雨はもう降っていないのに、液晶画面にしずくが落ちて、虹色ににじむ。

　欲しいものが二つあって、どうしても一つを選ぶことしかできないのなら。

　そんなふうに選ばなきゃいけないときが来るなんて、思ってなかった。私は自分のことも、自分がどうしたいのかも、真剣に考えられてなかった。

　私はナギ君に、聞く勇気がない。こんなふうに約束をすっぽかして、それがこれからも続くかもしれないのに──それでも私と一緒にいたいと思ってくれるのかなんて。

　中学二年生のときにナギ君と知り合って、部活を通して一緒にいるようになった。

　みんなの中に彼と私がいる、その空気が良かった。居心地が良かったのは友達がいたからだけじゃなくて、彼がいたから。

　春休みが終わるまでに、もう一度約束をして、待ち合わせて。でもそれで、ナギ君に迷惑がかかってしまうかもしれない。

　私の彼氏というだけで、小平さんにはいてはいけない人として見られてしまう。

　付き合っているというだけで問題にされてしまって、『霧谷乃亜』に関わる全部の人を困らせてしまうかもしれない。

　そんなこと知らない、自分が思うようにしたい。そう言えないのは私が卑ひ怯きようだから。

　だから、こんなことだって平気で考える。

　時間を、戻してしまえばいい。

　私がナギ君を遠くから見ているだけで良かった時間にまで。

「あの……大丈夫ですか？」

　ずっと立ち止まっていたから、声をかけられてしまった。小平さんと同じくらいの年齢に見える、大人の女の人。

「ありがとうございます、平気です」

「……あっ、もしかして……」

「……すみません」

　私の顔を見て、女の人の様子が変わる。いつもなら、私のことに気づいてくれた人にはちゃんと対応できる──でも今は、その余裕がなかった。

　謝って歩き出す。私のことを『霧谷乃亜』として見ない人のところに行きたい。

　ナギ君は私のことを責めなかった。それは、私の仕事を大事なものだと思ってくれているから。

　これは私のわがままかもしれない。八つ当たりと言われても仕方がない。

　彼にだけはずっと私のことを、『朝谷霧』として見ていてほしかった。

　こんなことを考えてしまうくらいなら、好きになったりしなければ良かった。

　それでも傍そばにいて見ていたい。できるだけ近くにいて、ナギ君がいる場所で過ごしたい。







　そうやって、自分のことばかり考えているから、あの日の夕暮れに雷が落ちる。

　これは鷹たか音ねさんと出会う前のこと。

　私がナギ君の『元カノ』になる前の、過ぎてしまった日の記憶。
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